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開議 午前９時３０分 

 

○議長（竹谷 勝君） 

  おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  先日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して、質問を

行ってください。 

  昨日に引き続き、イノベーションとよの

岩城重義議員の一般質問を行います。残り

時間は、３分９秒です。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  岩城議員の質問について御答弁申し上げ

ます。 

  まず冒頭に、会議を中断させましたこと、

まことに申しわけございません。おわび申

し上げます。 

  昨日、岩城議員より、障害者基本法及び

今後施行される障害者差別解消法に基づく、

今回の私の判断は差別的な対応につながる

可能性が高いということで警鐘いただいた

ところでございます。岩城議員の御指摘の

関係法については、十分認識はさせていた

だいております。 

  今回のエスカレーターの更新についての

私の見解を申し述べます。 

  まず、今回の更新については、社会資本

整備交付金においてはエスカレーターの修

繕という範疇に入り、今回の内容は、既存

施設の修繕としての要素の強いものと考え

ております。また、本エスカレーターにつ

いては、平成２５年度予算の基本設計で議

会で可決いただき、交付金の申請を大阪府

へエントリーを行い、今回の予算で実施設

計について計上していますことから、既に

進行させていただいている事業でございま

す。したがいまして、既存施設の修繕的要

素が強い点、また、今回の御指摘の法律が

施行されるまでの基本設計交付金のエント

リーなど、実施に向けての準備を行ってい

ることを考慮して、予算計上している現在

の内容で、今回は進めさせてまいりたいと

思っております。 

  岩城議員の御指摘の法令については、十

分認識はしております。したがいまして、

今後実施する事業については、その趣旨に

のっとり、適正な推進に努めてまいりたい

と考えておりますので、御理解賜りたいと

お願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  岩城重義議員。 

○７番（岩城重義君） 

  そうしたらやっぱり、その差別的な行政

を推し進めていくということになるわけで

すね。そのように私は、今、判断をいたし

ました。 

  今回、町長はこういうことで逃げられま

したので、議会のほうに責任がかかってく

ると思います。議員の皆様方、何とぞ人権

の配慮をしていただいて、よい結論を出し

ていただきますようにお願いをいたしまし

て・・・ 

（発言する者あり） 

○７番（岩城重義君） 

  やっぱりそのままいくわけですね。やっ

ぱり差別をしていくということです。最後

に念を押します。お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 
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○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、先ほど申し述べ

ましたとおりでございまして、法律につい

ては認識しておりますけれども、今回の分

につきましては、今回の予算どおり進めて

まいりたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、イノベーションとよのの一般質

問を終わります。 

  暫時休憩します。議員の皆様は着席のま

まお待ちください。議長を交代しますので。 

（午前９時３４分 休憩） 

（午前９時３６分 再開） 

○副議長（橋本謙司君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（発言する者あり） 

○副議長（橋本謙司君） 

  今から言います。少々お待ちください。 

  まず、冒頭に、西岡議員の質問の前に、

副町長の欠席について、町長のほうから御

説明願います。 

○町長（田中龍一君） 

  御説明申し上げます。 

  副町長につきましては、大変申しわけな

いんですけれども、皆さん現在御存じのと

おり、豊能町におきまして土砂の崩落事故

がございまして、こちらにつきましての対

応につきまして、やはり豊能町としてもこ

れはやっていかなければいけないと、議会

中ではございますけれども、非常に申しわ

けないんですが、御理解いただきまして、

副町長につきましては、そちらの崩落の関

係の対応をさせていただきたいと思ってお

ります。御理解のほど、よろしくお願いい

たします。 

（発言する者あり） 

○副議長（橋本謙司君） 

  暫時休憩します。 

（午前９時３７分 休憩） 

（午前９時４３分 再開） 

○副議長（橋本謙司君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  この間、暫時休憩して申しわけございま

せんでした。 

  先ほど、町長から答弁いただきましたよ

うに、今、有事の際ということで、副町長

はそちらの対応にしていただいてますので、

そのあたりは議員の皆様にも御理解賜りま

すよう、よろしくお願いします。 

  それでは、次に、緑豊クラブの一般質問

を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて８

０分とします。 

  西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ただいま御指名をいただきました、西岡

でございます。議長のお許しを得ましたの

で、これより一般質問をいたしたいと思い

ます。 

  本町の将来像は、「人とみどりが輝くま

ち」であります。まちづくりは人づくりで

あり、国づくりであります。私は豊能町の

未来永劫の発展は、自然を生かした人材育

成にあると、こういうふうに思っておりま

す。大阪市内から、わずか片道４０キロ、

この圏内でこれほどの自然のある、豊かな

自然のあるまちはないと思っております。

そして、町民が健康で文化的な生活を営む

上で良好な環境を確保することは、豊能町

にとって極めて重要なことであります。 

  これまで享受されてきた環境は、天与の

自然美に先人の努力が累積されて、現在の

町民に残された貴重な遺産であり、それら

の環境を保全・育成し、将来の町民に継承

することは、我々の義務であります。そし
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て、何人たりとも、みだりにこれを破壊す

ることは、社会的に許容されるものではな

いのであります。 

  しかし残念ながら、心もとない事業者に

よって事態が急変したところでございます。

我々は、環境保全に対する深い認識と理解

のもとに、町長、住民、議員が一体となり、

一日も早くこの危機を脱し、良好な環境を

奪還しなければならないと思うわけであり

ます。弥生３月、春まだ浅き豊能町ではあ

りますが、最近とみに夜明けが早くなって

まいりました。しかしながら、豊能町の真

の夜明けはまだまだ遠いという感じがいた

します。この種の環境問題というのは、特

に町長以下行政マンのモチベーションと問

題処理能力に負うところが大であります。

１２月にも申し上げましたけれども、「言

必信行必果」と、こういうことが肝心であ

ります。 

  そこでまず、みどりが輝くまちづくりに

関してでありますけれども、前回、１２月

の質問でしましたように、生活環境の保全

に関してでございますが、代執行のことを

お伺いしました。代執行に関して、漫然と

しての取り組みではなく、計画的に手続を

踏んでやるということでありましたので、

その結果、執行日はいつぐらいになるのか、

いつになったのか、これをまずお伺いした

いと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  おはようございます。 

  それでは、お答えいたします。 

  今、代執行に向けまして、条例に基づき

ます指導書、勧告書、命令書を送付いたし

ました。今後は、何らかの進展がない場合

は、法に基づきまして催告さらには執行命

令、代執行となっていきます。現在のとこ

ろ、まだ正確な日時は定めておりませんが、

手続は進めてまいります。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いや、答弁になってない。いつやります

かということで、予定が立たないというこ

と。大体でもいいですから、いつ。この前

では５カ月かかると、はっきり言うてます

やん。そうすると、５月には必ず終わるん

ですか。お答え願います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  ５月中には終わると思っております。 

（発言する者あり） 

○建設環境部長（石田 望君） 

  ５月末までには終わると思っておるとこ

ろでございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  それでは、先ほど言いましたように、

「言必信行必果」ということでやっていた

だきたいと思います。 

  それから、次の質問でありますけども、

大変なことで、見るも無残な残土崩壊問題

でありますが、事態は急変いたしました。

問題対策の前に問題解決が先行という情け

ない異常事態に陥ったわけであります。２

月２０日に豊能町議会は大阪府へ、そして

２５日は池田土木へとその対応をお願いに

行ったやさきのことであったわけでありま

すけれども、残念ながら２月２５日、夜７
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時４１分、停電発生を機に崩壊通報がなさ

れ、そして残土崩落事故が判明いたしまし

た。そこで、私の一般質問の手順は、３番

目の、問題解決に向けてという問題を中心

に、小学校のダンプ走行、戸知山の残土処

分地の問題等々について関連しながら質問

をしてまいりたいと思います。 

  そこで、我々も情報がなかなか入らなか

ったという部分では、２月２７日の読売新

聞で、私は詳細を知ったという情けない状

況でございますが、その新聞によりますと、

砂防法許可に基づく、池田土木による安全

確保の指導が１００回近くなされたとあり

ますけれども、豊能町は、森林法の届入れ

に基づく豊能町の指導は何回したのですか。

お伺いしたいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  豊能町におきましては、伐採届をいただ

いております。伐採届の面積が、崩落等に

よりまして１ヘクタールというか、大幅に

いただいている面積よりも多くなりました

ので、その時点から、業者に対しては伐採

届を出すようにということで指導を２回や

りまして、口頭ですけどもそれをやりまし

て、その後、現場におきましても５回か６

回の口頭指導はしております。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  新聞には、２０１３年、３回の小規模の

崩落が発生、１０月に斜面角度を、府の基

準の３０度以下にするように指導、また、

残土搬入中止指導などを９回、勧告を２回

の合計１１回の文書による通告、電話８０

回以上の口頭による指導をしたが、改善さ

れず、取り消しの手続に入ったばかりだっ

たがと、云々書いておりますけども、１１

回の文書により通告という。じゃあ豊能町

は文書で何かしたんですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  文書ではいたしておりません。 

  以上です。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  行政は、口で言ったり何かするのは、何

もならないわけです。前の豊能町の希望ヶ

丘の中の問題もそうです。文書で出す前に

何十回とかやったと、電話も何十回とかや

ったと、しかし文書で出さなければ何の意

味もない。これ、大阪府は１１回やってる

けど、全然、豊能町は文書で出していない

ということであります。 

  この土地の管理に関して、環境保全条例

が豊能町にあります。その第４９条の土地

の管理、そしてその管理がきっちりできて

ない場合は、第５１条の指導というところ

で、勧告、命令の義務があるわけでありま

す。それを文書でやってないということは、

全然やってないことですよ。だからそうい

う、やっぱりこの環境保全条例をないがし

ろにしたらだめですよ。何のためにこの環

境保全条例をつくったのか。この環境保全

条例は、皆さんも御存じのように、希望ヶ

丘で産廃の問題が起こったときにできたも

んです。住民が血と汗でつくったもんです

よ。それを行政が守らない、守れない、で

きない、どういうことですか。だから２５

日に、我々議会として池田土木に行ったと
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きに、大阪府はやってますけども、豊能町

は何をしましたかと叱責を受けたんですよ。

私は今、ああそうかなという気がします。

やっぱり、何のためにこの環境保全条例が

あるか。私はこれまで、ここに罰則規定を

設けと言うた。いまだにできてないけどね。

それは別として、やっぱりきちっとやって

もらわんと、きのうの説明会、あれは悪い

けども単なるガス抜きに終わってます。こ

れは希望ヶ丘の対応も悪いのか知りません

けども、皆さんもそういう思いで行ったの

かなという気がいたしております。きちっ

とした対応ができていない。 

  もう一つお尋ねしますけども、じゃあ希

望ヶ丘の自治会もしくは住民からの苦情は、

いつからあったんですか。お尋ねします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  希望ヶ丘のほうから苦情等をいただいて

おりましたのは、あの部分につきましては

昨年の５月に崩落をいたしまして、府道側

から今の斜面等がよく見えるようになって

からは、いただいていると思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私が聞いてるのは、一番最初にっていう

意味です、あそこの問題で。３回崩落をし

てるんです。その崩落の前ですよ。いつい

ただきましたか、住民さんからの苦情は。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  済みません。少し、その５月前にあった

かどうかというのは、ちょっと把握いたし

ておりません。申しわけございません。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いやいや、そうじゃなくて、去年に１回

崩落してるでしょう。その前からいろいろ

苦情が来てるはずなんです。その最初はい

つですかと聞いておるんです。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  済みません。ただいま申し上げましたよ

うに、５月以前の、希望ヶ丘からいろいろ

いただいたかどうかということにつきまし

ては、ちょっと、今、覚えておりません。

申しわけございません。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そういう対応なんですよね。だから大阪

府からそういうことを言われるんですよ。

土地の管理ということが、きちっとこの環

境保全条例にあるわけですよ。 

  第４９条、「土地の所有者等は、土砂等

による盛土若しくは土地の埋め立て又は切

土等の土地の形質の変更による自然環境及

び生活環境への影響に配慮するとともに、

災害の発生を防止するために、その所有し、

占有し、又は管理する土地を適正に管理す

るよう努めなければならない。」そして、

第５１条に、「町長は、土地の所有者等が

第４９条に定める土地の管理を怠ることに

より、周辺の自然環境及び生活環境が損わ

れていると認めるときは、当該者に対し、

必要な措置を執ることを指導し、若しくは

勧告し、又は命ずることができる。」と書

いておるわけですよ。だから、この環境保
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全条例の第３節ですかね。第２節、第３節、

第４節に、第２節には町の責務、そして第

３節には事業者の責務、そして第４節には

町民の責務が書いております。そして町民

と事業者とともに、自然環境を守っていこ

うという趣旨のもとにこれができておるわ

けです。こんな立派なものがあるのに、な

ぜそれが活用できないのか。何のために職

員はこれをつくったのか。執行権は議会に

はないんですよ。行政ですよ。行政が動か

なければできないわけでしょう。住民さん

のために何ができるのかということが基本

でしょう。 

  もう一つは対応の遅さですよ。これ私も

びっくりしたんですけども、住民のほうが

対応が早いですね。言うて悪いですけど。

７月２８日に木代の自治会から要望書が出

ております。我々議会にも出てます、議員

にも。それと希望ヶ丘の自治会は１月１３

日に、我々、希望ヶ丘の自治会から意見聴

取のために要請がありまして、我々も行き

ました。それから１月１８日に署名運動が

開始されております。それから１月２６日

に、この町議会宛に対応の要請が出ており

ます。残念ながら２月２５日に残土崩落と

いうことになりましたけれども、２月２６

日、それもＰＭ２３時、午後１１時に、住

民の緊急連絡配布が希望ヶ丘の中でされて

おります。こういう対応を自治会がしてる

んですよ。それはあのチラシ見たけど、あ

の写真はどこから持ってきたかというぐら

い、航空写真が入ってました。あれはよそ

との連携があるからできてるわけです。豊

能町にああいうのが出なかった。豊能町よ

りより早く、より内容の濃いものが、希望

ヶ丘の自治会から出てるんです。だから、

この問題を解決するのに、やっぱり町長が

言う、住民との協働ですよ。協働にはやっ

ぱり情報の共有というのが、これが基本的

な条件ですよ。残念ながらその署名運動の、

私、文書を見ましたけども、最後に書いて

あるのが、何かこれは環境保全条例をつく

るためにみたいなこと書いてあった。これ

はやっぱり行政と住民さんとの情報の共有

がない。もっとも行政のほうがこれを十分

使ってないから、住民さんにもわからない

んだと思うんですけども、そういうことで、

これから、執行機関は行政にあるんですか

ら、やっぱり行政が先頭に立っていかなけ

ればならないと思うんです。きのうの報告

会の中でも、もっと町長は毅然とした態度

でやってもらわないかんと思うんですけど

も、一つ、一番問題になるのは、やっぱり

子どもさんを持った親御さんの意見が出ま

した。そこで、小学校のダンプ走行の問題

です。あそこからダンプが入って、中に土

を取り込んでおると。今、この件に対して、

これいつ終わらせる予定をしてるのか、ま

ず聞きたいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

  暫時休憩します。 

（午前１０時０４分 休憩） 

（午前１０時０５分 再開） 

○副議長（橋本謙司君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  あの部分についての森林の伐採計画が出

ておりまして、それで森林にまた植林する

ということになっておりまして、植林の期

間につきましては、平成２７年の１１月末

が計画となっております。ただ、今、計画

の中で、残土の搬入時期等は明記されてお

りませんので、その部分については少しわ
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からないということでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  じゃあ、教育委員会のほうにちょっとお

伺いしますけども、あれはいつ終わらせる

予定をしておられますか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  教育委員会で終わらせるという権限は難

しいと思っておりますので、通行に関して

の安全確保に関して、業者のほうとは協議

をしてまいっておるところでございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  これ、今、建設のほうと教育委員会のほ

うと、こればらばらに対応してるわけです。

私はこの、こういう問題は、子どもの問題、

命の問題にかかわる問題は、豊能町を挙げ

てやることだと思っております。町長どう

思いますか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員御指摘のとおりでございまして、こ

ちらにつきましては早急に、関係課集めま

して対応をやってまいります。昨日も、切

実なお声いただいているところでございま

すので、適切な対応は、何ができるかとい

うことを早急に検討してまいりまして、や

ってまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  先般、漏れ伺うところによりますと、教

育委員会のほうに業者のほうから、道路を

つける問題について届け出があったと聞い

ておりますけども、その辺の事情をちょっ

とお聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  改めてお伺いします。その道路をつける

という問題について、具体の場所をお示し

いただければ、御回答をさせていただきた

いと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、小学校のダンプの問題言ってるんで

すよ、質問。だからそこの、そこから入っ

た中のところを聞いてますので、もう一度

お願いします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  地権者の所有地内での行為の具体の内容

については、教育委員会では承知しており

ません。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  これですわ。だから、その縦割り行政は

やめなはれと。命にかかわること、子ども

のこと。これはきのうの会議の中でも出て

ましたけども、子どもは日本の宝やという

話も出てました。そこで、私、１２月の議
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会で教育委員会に言いましたけども、あそ

この問題が起きる前に事前の対応をしなけ

ればならないと。三つ言いました。ダンプ

走行は午前９時からにしなさいと。これ建

設工事、私もかかわっておりますけども、

建設工事で、学校近辺で、車両の進入午前

９時というのは常識ですわ。昨日の答弁で

は午前７時４０分から午前８時１５分、そ

んなもんで子どもがどうかなったら困るで

しょう。 

  私は平成２年度に町Ｐの会長をさせてい

ただきました。そのときに、子どものお葬

式に参列したことがあるんですよ。それは

遺体の、棺の横におばあちゃんがおりまし

て、かわれるものならかわってやりたいと、

棺にすがっておえつしてはったんですよ。

そんな姿を、私は二度と見たくないんです

よ、ほんまに。だから、先立たれた親の悲

しみ、想像つかないです。きのうも出てま

した。子どものことは全町挙げてやらない

かんですよ。これ、今度、１年に１回と言

わずにもっと交渉して、それは町長ももっ

と力を出して、業者との交渉をもう一回や

ってください。どうですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  その話はきのうも伺っておりますので、

交渉はやってまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  それでは、町長を筆頭に、建設、教育委

員会一同挙げて、この問題はきっちりと早

急に対応していただきたいと思います。た

だ、この問題は、解決は非常に難しい。と

いうのは、私もこれ、教育委員会でお伺い

してびっくりしたんですけど、この件は地

元住民と古いなれ合い行政の体質から生ま

れた難解な問題です。これは行政の揺るぎ

ない決断力が必要です。これはどういうこ

とかといいますと、行政と、これは行政は

継続ですけれども、昔のトップですけれど

も、と、地元の住民とが一緒になってつけ

た道路であるということは、行政が認可し

て通しておるというふうにとれるような道

路なんです。これ、どうしてとめますか。

お伺いします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  確かに、過去の経緯等ございます。とめ

るのも確かに難しいとは思いますけれども、

ただ、どういったことをすればいけるのか

ということは、やはり再度考え直して、問

題の解決について検討してまいりたいと思

っております。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  とまるかいという意見が、後ろのほうで

聞こえてましたけど、とまりませんわな。

これ法的には難しい。いろいろ検討した、

一つ提案したいと思います。 

  これは、法律ではまずとまらないだろう

と思って、私は思っております。じゃあど

うするのか。これはもう政治判断ですわ。

違法であっても子どもの命を助けるために、

やるかやらないかということだと思います。

この問題は、私は、義命の存するところ、

つまり、道義・良心のもとに至上命令で、

何が何でもやるんだという、町長、政治家
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の政治判断でやるしかないと思っておりま

すけども、そういう気概はありますか。町

長、お答え願いたいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  こちらにつきましては、とめたいという

思いは当然ございますけれども、さまざま

な、先ほど話がありましたような土地の関

係、過去の経緯、またそこで結局営業され

ている方の権利、また通行権とか、そうい

った難しい面もございます。そういったこ

ともありますけれども、その辺も踏まえて

検討していきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、営業の権利云々がありました。じゃ

あ営業の権利と人命とどうかけるのかとい

うことであります。もちろん行政は、法律

は守るということでございますけれども、

しかしながら、私の今までの経験からいた

しまして、産廃をとめるときに、当時のト

ップは、違法であるけれどもそれをおして

とめたということであります。そういう気

概を持てるかどうかにかかっております。 

○副議長（橋本謙司君） 

  合法ね。合法の言葉。違法じゃなくて合

法・・・ 

○１３番（西岡義克君） 

  合法ね。ということであります。ですか

らこれは町長の最終政治判断になると思い

ますので、これは肝に銘じて、やるかやら

ないのか、これは判断していただきたいと

思います。私はこれしかないと思っており

ます。もしこれ町長が、多分やれば業者の

ほうから訴えられて、多分判断的には負け

ると思いますが、しかし、もしこのことで、

もしというか、これは事故が起これば必ず

子どもが亡くなります。そうすると、今度

は住民さんから訴えられるということは間

違いない事実であります。我々議会としま

しても、やはり子どもの命は守らなければ

ならないという立場でありますので、前回、

産廃をとめるときには、特別委員会が総力

を挙げて町長を応援しまして、行けという

ことで、町長と一体となってやったことを、

私は今、覚えております。そういう判断が

できるかどうか、町長の決断にかかってお

るということを申し述べて、次に戸知山の、

残土捨て場の問題をちょっとお聞きしたい

と思いますが。 

  前町長のときに、私もこの木代地域、戸

知山の周囲に残土が現在入れられておりま

すけども、木代地域なので何とか考えます

ということでしたが、その後、ナシのつぶ

てであります。戸知山への進入路は財政課

の所管となっておりますが、これ進入路が

かなり傷んでおります。業者との後の撤退

後の取り決めはできているのかどうかお聞

きします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  戸知山へ至る道路、バイパス道路でござ

いますけども、あれは今、議員がおっしゃ

ったとおり町道ではございませんで、公衆

用道路ということで総務課のほうで管理を

しておる道路でございます。公衆用道路と

いうことでございますので、業者に占用さ

せているというものではございませんので

すけども、あの業者は採石法と森林法の許

可を得てやっているというものでございま

す。町が許可をいたしますのは採石法のほ
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うでございますが、その許可の際には、道

路が損傷しないように努めることという条

件をつけております。また一方で、大阪府

が許可をしますのが森林法のほうですが、

森林法のその許可を出す際には、大阪府に

対して町が、道路が損傷した場合には速や

かに修繕されるよう講じられたいという意

見書を出しております。これに基づいてと

いうことではないでしょうけども、現在、

道路の損傷部分については、傷んではおり

ますけれども、業者のほうで逐次修繕はし

ております。土砂の採取行為が終わった段

階で損傷ぐあいをまた確認しまして、修繕

について協議をする予定でございます。取

り決めのことは、あるかないかといいます

と、取り決めは、今はないというところで

ございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、取り決めができていないということ

であります。問題は、じゃあ終わったとき

に業者が逃げていかないのかということも

ありますので、これ、前々から取り決めは

しなさいということを言っておりますが、

いまだにできていない。それと、この件は、

今の伐採のほうでは豊能町もかんでおるわ

けであります。これ、時々見に行ってるの

かどうか、確認したいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  今の部分につきましては、大阪府の許可

もございますし、私どもの許可もございま

すので、採石法とか砂防とか、森林のほう

もかかっておりますので、その部署の担当

が寄りまして、年に２回は定期的には合同

で見に行っているところでございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  最近では、いつ行きましたか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  昨年の９月ごろに行っているとは思って

おるところでございます。 

  以上です。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私ちょっとおとつい、行ってきました。

看板が出てます、あの大阪府の。砂防指定

地域行為許可標識というのを出しておりま

す。ところが、許可年月日及び番号という

欄がありまして、平成１８年１２月２７日

からと書いています。その後、大阪府指令

池田土木の池、土木の土、第９、ハイフン、

その後に、番号があったんですけど、番号

が消えてるんですよね。消してあるんです

よ、白いペンキで。その後、許可にかかわ

る所在地及び面積、これはきっちり書いて

ます。その後、３、許可期間、これが平成

１８年１２月２７日から、平成○年○月○

日まで、これも白いペンキで消してありま

す。そしてこれまでなかった、一番下の許

可標識の真下に、赤い矢印がありまして、

真砂土採取場と書いてあるんです。これは

昔なかったんです。これはどういうことな

んですか。確認してますか。お伺いします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 
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  お答えいたします。 

  その赤い矢印については確認はいたして

おりません。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そうしたらあれですか。１番の、許可年

月日及び番号のうちの番号を消したこと、

それと、許可の終止、終わるほうの年月日

が消えてあるのは確認してるんですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  その砂防の標識につきましては、私ども

では確認いたしておりません。 

  以上です。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  だから、何のために豊能町が苦労して環

境保全条例をつくったんですか。この環境

保全条例の中に、何条でしたか、大阪府、

他のあれと協力してやりなさいと書いてる

でしょう、ここへ。他の行政機関と協力体

制をとってやりなさいと。全くできていな

い。一番地元にある行政がきちっと把握し

て、大阪府と連携とりながらやるのが本来

の形でしょう。希望ヶ丘の人がいろいろ言

うてきたときに、いや、これは大阪府の問

題です。許可権は大阪府ですという対応を

してるわけです。だからきのうも、豊能町

は何をしておるんやという意見が出ました。

だから今後、やっぱりそういうことで大阪

府との連携をとって、やっぱりその環境保

全条例にのっとって、やっぱりちゃんと指

導、勧告、命令はしていかないかんでしょ

う。それをやって初めて大阪府に、何して

ますのか、お願いしますということが言え

るんじゃないですか。今後そういうことを

きちっとやってほしいと思いますが、町長

どうですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  西岡議員の言われること、ごもっともで

ございます。これからはこの条例にのっと

って、必要があればやっていきたいと思い

ますし、先ほどの話でもありましたように、

砂防法とかの看板とかでも、もし見てあれ

ば、当然大阪府のほうにも連絡するといっ

たようなことは当然してまいりたいと思っ

ております。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ですからことごとさように豊能町の対応、

これがもう少しよければ、大阪府の対応も

違ったのかなという気も、私はいたしてお

ります。町長が言う、行政評価制度の見直

し、徹底とか言いますけども、それと同時

に、縦割り行政の解消をしなければ、問題

の山積は必至でありますよ。これ今後そう

いうことを踏まえて、やっぱり議会のほう

も環境特別委員会できました。議会行政一

体となって、町民と協働の中、やっぱり豊

かな自然を守っていこうということでお願

いしておきたいと思います。 

  時間がありません。次に移ります。 

  次に教育問題に移らせていただきたいと

思います。 

  豊能町は第４次総合計画の中で、「人と

みどりが輝くまち」ということで、次に人

が輝くまち、つまり教育についてお伺いし
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たいと思いますけども、人づくりはまちづ

くりであり国づくりであるということを、

これまで言ってまいりまして、日本の国は

世界の中の教育立国として、私が先ほども

申しました、義命の存するところ徳育を推

進しなければならないと思っております。

義命というのは、私が師と仰ぎます安岡正

篤氏の、天皇陛下が玉音放送したときの、

終戦の詔勅の中に挿入すべき重厚な文言で

あったんですが、これが外されたわけであ

りますが、御承知のように、終戦の詔書の

中に、「万世ノ為ニ太平ヲ開カムト欲ス」

「義命ノ存スル所」と挿入すべきところが、

当時の閣僚の理解に届かず、「万世ノ為ニ

太平ヲ開カムト欲ス」「時運ノ趨ク所」と

なってしまったわけであります。 

  本来ならこの戦争は、世界平和のために、

道徳の至上命令として閉じるのですという

意思を出したかったわけでありますが、そ

れが残念ながら成り行き任せ、風の吹き回

しでどうにもなるというような、曖昧な結

果になってしまった。日本の将来に大きな

禍根を残すことになると、生前、安岡正篤

は、歴史上、千古痛恨の失態であると、

後々悔やんでおりました。国の命運は義に

よってつくられなければなりません。義と

いうのは徳であり、愛と敬の一体でありま

す。つまり義命とは、道徳の至上命令を指

すわけであります。 

  ところで、１２月議会で、安倍政権下に

おける教育再生の積極果敢な取り組みに対

し、私は童謡の「カナリヤ」を例に出して、

今、カナリヤが鳴き出したと質問をいたし

ました。その後、結いの党の江田憲司さん

ですか。これは遅々として進まない行政改

革のもどかしさを例えて、歌を忘れたカナ

リヤと言っておられましたけれども、それ

は置きまして、日本の教育改革に向けた環

境は整ったわけであります。安倍政権下の

カナリヤは下村博文、文科相とのハーモニ

ーよろしく、教育再生に向けて、戦後教育

で失ったものを取り返すと、なお一層声高

にその美声を放っております。そこでまず、

豊能町の教育再生についてお伺いいたしま

す。教育長は教育再生に向け、教育委員会

制度のあり方についてどうお考えなのか、

また、現況の豊能町の教育委員会について

どのようにお考えか、お伺いいたします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答えさせていただきます。 

  現在、教育委員会制度改革について、い

ろいろな議論がなされているわけでありま

すけれども、現在の政府与党案が示されて

いますが、その案では、まず首長や議長、

教育委員、有識者からなる、仮称でござい

ますが、総合教育施策会議を設けて、基本

計画でありますとか学校設置等について検

討するとともに、議会の同意を得て、教育

長と教育委員長を兼務した新教育長を設け

る。それから、教育委員会の代表として、

事務局を指揮監督するといったようなこと

が述べられています。また、政治的中立を

保つという観点から、引き続き教育委員会

を最終責任者として、教育課程であります

とか、指導内容の問題、それから教科書に

関することについて取り組むことに、そう

いう案でございますが、しかし一方、いじ

めなどにかかわって重大な問題が発生した

場合には、首長が指導性を発揮できるよう

にするといったようなことが織り込まれて

いると聞いております。そうした今後の法

律改正がなされると思いますが、それを受

けて、制度を我が町でも、制度改革につい

て取り組まなきゃならないと思っておりま

すが、議員の御質問の中に、現在の教育委
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員会ということがございました。今現在、

合議体である教育委員会、５人の教育委員

の方々には、月１回の会議を行って、そこ

で基本的な方針等について検討していただ

いておりますが、それ以外にも会合を開い

たり、あるいは学校に出向いていただいた

りするなどして、この地域の、本町の教育

について見聞を広げていただきまして、い

ろいろな参考意見をいただいております。

そういう観点から、今の合議体としての教

育委員会については、以前よりもそうした

実際の状況を踏まえて取り組むという方向

性が出てきているものと感じています。 

  それから、教育委員会の、狭義の意味の

事務局が・・・。 

○副議長（橋本謙司君） 

  簡潔にお願いします。 

○教育長（石塚謙二君） 

  狭義の意味の事務局についても、幼稚園、

保育所のレベルから、小学校・中学校まで、

シームレスな対応に心がけて、それぞれ力

を発揮しているものと、今は考えておりま

す。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  これ、教育委員会というのは、今、合議

体という話もありましたけども、今度の新

しい教育委員会のあり方の中で、今、教育

長がお答えになった、教育長プラス教育委

員長の権限で、今後進めていこうというこ

とになりますと、委員会の独自性というも

のが損なわれるのではないかなというよう

なことも言われておりますけども、私は、

任命は町長がするという形になりますので、

一定の責任の所在が明らかになるなと思っ

ております。 

  この中で、安倍総理の今回の教育改革と

いうことでは、教育課程の中に道徳教育を

教科化しようという話が出ておりますけれ

ども、これに対して教育長はどのようにお

考えか、まずお聞きしたいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  文科省に置かれました有識者会議、道徳

の充実に関する懇談会というのがありまし

て、そこで道徳の時間で扱っている道徳の

時間を、数値評価を伴わない特別な教科に

格上げしたいと。かつ、検定教科書の使用

を求める報告書案が公表されております。

正式な教科となるのは平成３０年度以降と

なると聞いておりますが、平成２７年度こ

ろに先行実施される可能性もあります。

「こころのノート」という道徳教材があり

ますが、それを「私たちの道徳」の名称で

来年度から使用する方針も発表されており

ますので、本町としても道徳の教育につい

ては力を入れていく必要があると考えてお

りますので、この国の方針、動向を見守り

ながら、教育課程にどう位置づけていくか

というようなことについて、学校等に対し

て助言指導していきたいと考えております。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、教育長が、道徳教育には力を入れて

いきたいと言われたので、これはありがた

いなと。いわゆる、今の日本には義命がな

いというふうに、私は思っております。先

ほどにも言いましたように、義命の存する

ところということで、今の日本に義命がな

い、道徳がないというふうなことで、文科

相、文科大臣も一に言われてるのは、戦後

失ったものを取り返す、第一番目にこの徳
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ということだと、私は思っております。先

ほど言いましたように、道徳の教科化に関

しては数値評価はしないと、特別の教科に

格上げすると、検定の教科書も使っていく

と。中教審の答申では、もう平成２７年度

にも先行して実施していくという、安倍総

理のかたい決意も新聞に出ておりますけれ

ども、この中で、教科の問題でありますけ

れども、やはり日本がこれまで受けてきた

戦後教育、この中で日本史の必修化という

のがやっぱり肝心だろうなと。特に近現代

史、これを正しくきちっと教えなければな

らないと。今、教師になっておられる方は、

いわゆる安保闘争のあの中の方々が教師に

なった、人に教えられた人が親になってお

るというようなこともありまして、つまり

自虐史的な教育が行われてきたんではない

かなというような気もいたしております。

その戦後、あの戦争についての判断もある

わけでありますが、オール・オア・ナッシ

ングということが言われております。つま

り、一つが悪ければ全て悪いと、こういう

考え方が充満しているような気がいたしま

す。しかし、日本が今まで築いてきた歴史

的な、文化的なものは、全てが悪いものじ

ゃないし、世界に誇れるものは幾つでもあ

るわけであります。金美齢という、これ台

湾人なんですけども、しかし日本人はとに

かくオール・オア・ナッシング、一つ間違

ったら全て悪いというようなあれに陥って

るのではないか。今、世界的にも慰安婦の

撤去問題とか、いろいろな問題も出ており

ます。これはやはり日本人の、やっぱり精

神構造が崩れてきてるのではないかなと私

は思うんですけども、どこの小さな国に行

っても、自分とこの国を悪く言う国民はお

りません。そういう教育をこれまでなして

きたというところに大きな問題があると思

います。これはこれから、国語教育、英語

教育、全てに対してそうですけども。でも

私は英語教育なんてものは、単なるコミュ

ニケーションの手段でありますから、メー

ンにおくところはやっぱり国語、歴史、そ

して特に日本史の近現代史、これをきちっ

と教えることが肝心であろうと。今、竹島

問題、韓国における竹島問題ですね。尖閣

諸島の問題、これは中国、台湾が言ってお

りますけれども。それと、いまだに解決が

ついていない北方領土問題、こんなことを

言ってると、沖ノ鳥島までとられるんじゃ

ないかなというような気がいたしておりま

す。ですからこの辺で、やっぱり歴史をき

ちっと教えるという部分では、豊能町の小

学校、中学生にその歴史をきちっと教える、

そういう形のものをどう取り組んでいるか、

教育長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  特に、日本史の近代史の取り扱いについ

ては、いろいろな方からの考えといいます

か、意見を聞くことがございます。どうし

ても学期末の指導になってしまうとか、そ

ういった問題が指摘されてもいます。よっ

て、それについては、特に中学校における

取り組みについて、どういうふうになって

るかを検証させていただきまして、不備等

が、あるいはもう少しということがありま

したら、それについては検討させていただ

きたいと思います。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  この教育につきましては、学校週５日制

の問題が、この前の１２月にも質問しまし
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たけども、教育長は、土曜日の子どもの生

活ぶりは充実したものにはなっていないこ

とから、土曜日のそうした生活環境を豊か

にするため、地域における多様な活動、体

験活動を充実したいと考えます。それは学

校教育と社会教育との連携が重要と考え、

教育課程外の活動として、社会教育の方々

のお力をおかりしながら、予算などについ

て具体化していきたいと思っておりますと

いうことでございます。学校週５日制の検

証についてでございますけども、私は大阪

府Ｐの会長当時、ＮＨＫテレビで、学校週

５日制になって、土曜日は体育と徳育を徹

底的にやりなさいと、特に徳育を徹底的に

やりなさいと訴えてまいりました。そこで、

教育長は土曜日の件に関しては具体的にや

っていくということでございますけども、

その辺の具体案についてお聞かせ願いたい

と思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  土曜日の教育支援事業、仮の事業名です

が、これは平成２６年度事業として企画を

しております。土曜日の小・中学生の教育

活動を社会教育の部門から支援するもので、

地域の人材を生かした学習、スポーツ、そ

れから体験活動をしようとしております。

具体としては、地域の方々を講師としてお

願いし、社会教育の分野が中心となって、

これまで対象は、土曜を必ずしも有効に過

ごせていない子どもたちの参加を求めて、

まずは土曜日、東西で月１回程度というと

ころでメニューを組んでまいりたいと思い

ます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、教育次長からお話ありました、社会

教育として取り組んでいくということであ

りまして、これはまさしく５日制を生かす

一つではないかなと。一遍に授業とかそう

いうことになりますと、非常に抵抗があり

ますし、そういうことにしてしまった我々

親、教育者の責任もあるわけでありますけ

ども、そこで、その社会教育というのは、

どちらかといえば意図的ではなく、無意図

的な教育に属するわけであります。つまり、

時間を設定してどうのこうのという形では

なくて、地域の中で人との出会い、そうい

うものから、また家庭教育、家庭の中での

教育、これも私は一つ無意図的な教育で、

重要なものであろうと思っておりますけど

も、残念ながら今、地域のモラルが非常に

低下しておりまして、いろいろな残虐な事

件が起きております。それから家庭も、今、

家庭がないというようなことで、まず家庭

からやらなあかんのちゃうかというような、

非常に難しい状況にあります。そこで、家

庭教育をどう支えていくかということにつ

いては難しい問題ではあろうかと思います

けども、何か考えがありますかどうか、お

聞かせ願います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  大変難しい質問で、お答えしづらいとこ

ろがございますが、こう言うとちょっと誤

解を与えるかもしれませんが、本町の家庭

教育力は一定あるもの、つまりあるものだ

というふうに私は考えております。どこと

比較したというわけじゃありませんが、一

定の、子どもたちをきちんと育てる家庭が

多いというふうに私は思っております。そ

の方々については、より一層のレベルアッ
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プを期待しますが、そうではないといいま

すか、非常に難しい御家庭も存在すること

も事実でありますので、そうした御家庭の

子どもたちに対する授業の補習であります

とか、あるいは家庭学習をどのように進め

るかというようなことについて来年度取り

組みたいと思いますし、かつ、研究指定校

などでそうしたことを取り組んで、間接的

にということになりますけれども、子ども

たちが家庭で過ごす中で、学習態度を身に

つけるなどについては取り組んでみたいと

考えております。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  家庭の場に道徳教育を持ち込むというの

も、なかなか難しい問題でありますけども、

一定、家庭の教育力はあるというふうに教

育長の判断をいただきましたので、一種安

心しておるんですけども。ただ、私、教育

長がよく言われる、地域、家庭、学校の連

携ということをよく言われるんですけども、

私、不思議に思うんです。教育現場の学校

になぜ国旗が揚がっていないのか。私は平

常時、やっぱり国旗は学校には掲揚すべき

ものだと。これはつまり、教育の基本では

ないかなと思うんですけども、いかがです

か。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  学校教育については、行事とか記念日で

すとか、そういったときに国旗を掲げると

いったような表現で、学習指導要領等にも

示されておりますので、その範囲で各学校

は取り組んでおると思います。扱い方の問

題については、今後また指導しなきゃなら

ないところがあるかもしれませんけれども、

常時ということに関しては、法的にという

と語弊がありますけれども、そこまで教育

委員会のほうで求められるかどうか、それ

については少し検討させていただきたいと

思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  済みません、西岡議員にお尋ねします。 

  先ほどの一般質問の中で、金美齢さんの

件、台湾人とお話ありましたけども、２０

０９年に日本国籍を取得されているので、

訂正ということでよろしいですか。 

○１３番（西岡義克君） 

  はい。訂正させていただきます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  先ほどの金美齢さんに関しては、日本人

であるということで訂正させていただきま

す。申しわけありませんでした。 

  今、教育長が言われました国旗の問題で

すけども、平常時はどうかなという話があ

りましたけども、一度、京都の亀岡市へ行

っていただきたい。近くは茨木市へ行って

いただきたい。学校に平日、へんぽんと国

旗が校舎に翻っております。やはり我々教

育を進めるに当たって、義命を持ってやっ

ていかなければならない。私はやっぱり義

命のない教育というのはあり得ないと思っ

ております。やっぱり徳というのは人が持

って当たり前のものでありまして、それが

高か低いかは別といたしまして、これはで

きるだけ高いほうがいいに決まっているわ

けであります。そういうことでこれからは、

やはりこの豊能町は教育の町として、やっ

ぱり徳の備わった子どもをちゃんと育てて

いくということをお願いしたいと思うんで

すけども、５日制のゆとり教育ということ

がありましたけども、私は当時の府Ｐの会
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長として、ゆとりというのは、何も時間的

なゆとりじゃないよと、私は心のゆとりを

やらないかんよということを言ってきたん

です。ところが残念ながら、親も先生も乗

ってしまって、休むことに走ってしまった

わけです。休むということは、家に住むと

ほんまは書くんですよ。家で子どもと一緒

にいる、家住む、これが本来の休むなんで

す。だから、時間的なものではないという

ことを、当時は相当言ったんですけども、

なかなかそれが理解できなかったというこ

とで、残念に思っておるんですけども。当

時、連合大阪が主導をとって、学校の５日

制、自民党も一緒になって進めたというこ

とで残念に思っておるんですけども、今、

論語というのが非常に脚光を浴びておりま

して、この間新聞にも載っておりますけど

も、「論語のススメ」というタイトルで、

先週ぐらいに載っております。この中で私

が師と仰いでおります安岡正篤先生のお孫

さんの安岡定子さん、これこの前も紹介し

ましたけども、「親子で楽しむこども論語

塾」という本を出しておりまして、これ、

ばか売れしております。すると今、各地区

で、その論語教室を行政がやっているとこ

もあります。だから豊能町はそういうこと

も一つ企画して、この土曜日の活性化に向

けて、やっていかれたらどうかと思うんで

す。「学びて時に之を習ふ。亦説ばしから

ずや。」こういうことは、皆で言ってる中

でそういう義というのが備わっていくと。

論語の代表例を子どもに教えてるやつを書

いてあるんですが「義を見て為さざるは勇

無きなり」とか、「過ぎたるは及ばざるが

ごとし」こんなのは、もう一般の大人の方

はよく知ってるんですけれども、知らない

人も今いるという情けない状況なんですけ

ども。そういうことを一つやっていったら

どうかと。 

  今の天皇陛下が皇太子のときに、小泉信

三さんという人がいろいろ教えていたんで

すけども、そのときに、いつまでも変わら

ないものを教えるということを言っており

ます。つまり、不易のものを教える、これ

はすなわち道徳、義なんですよね。そうい

うことはやっぱりきちっとやっていくこと

が、豊能町の将来に向けての一つの方向性

ではないかなと思っておるわけであります。 

  豊能町は、教育の人事権を今回とったわ

けでありまして、今回から先生を雇ってい

くということですけども、これは地方分権

の中で進んできてるんですけども、じゃあ

真の地方分権というのは、権限と同時に財

源をいただかないかんわけですけども、そ

れはいただいているんですか、どうですか。

お伺いします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  大阪府から豊能地区の３市２町への人事

権の移譲につきましては、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第５５条の適用

を受け、事務処理の特例制度を大阪府が独

自に活用しているもので、平成２４年度か

ら移譲されたことによりまして、もともと

移譲前からありました、教職員を育成する、

豊能町教育委員会においての責任と、それ

から今後はその人事に関する権限が、町教

育委員会に与えられたということで、教職

員に対する懲戒、それから研修の実施等、

一定の権限を行使することが可能となった

ところであります。しかしながら、まだ、

御指摘のとおり、人事権者と給与負担者が

異なる状態にあることから、地方分権とい

う面で見れば、十分とは言えない状態でご

ざいます。 
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○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、地方分権ということを大きく言って

おります。政治経済の中でもそうですけど

も、教育の面でも、この地方分権というこ

とで教員の人事権ということでありますけ

ども、残念ながら今の話では財源は来てい

ないと、仕事だけが来たと。ただし、その

お金がなかって、その教師をどう指導して

いくのか。残念ながらこれ難しいことに、

県費負担教職員制度、県費負担職員ってい

うことやから。やっぱり自分でお金を払わ

ないで、教師がこの町のためにという、そ

ういう教師の帰属意識があるのかと、私は

これが一番肝心だと思う。仕事をかわりに

やったってしゃあないわけですよ。我々の

仕事をせないかんわけでしょう。だからそ

の辺で、やっぱりこれは早急に大阪府から

金はとらなあかん。そんなん仕事だけもう

て、言ったら代理ですわ。だからやはり、

自分たちの先生は自分たちで雇って、自分

たちの方法で豊能町の教育をやっていくと

いうことが肝心だと思うんです。 

  本町は挨拶運動などもありまして、なか

なか子どももすくすくと育っておるわけで

ありますけども、土曜日の中でそういう帰

属意識のある先生で、やっぱり伝記物語と

か童話とか神話とか論語とか童謡とか、そ

ういうのを親しむ、我々の子どもを育てる

という、そういう先生をきちっと雇ってい

かなければならない。教育長、次長にもお

渡ししたように、豊能町の「わたしたちの

まちとよの」という本を出されております

けども、そういうものをよりよいものにし

て、まちの文化・歴史、例えば高山右近も

あるわけでありますから、こういうまちの

活性化に向けて、やっぱりやっていくと。

その基本にあるのはやっぱり徳であると思

います。徳というのは、やっぱりこれ、天

から人間にだけ与えられたものでありまし

て、動物にはないんですよ。だから、愛は

人間にも動物にもあるけれども、その違い

は、徳というのは愛プラス敬、敬する心、

敬する心というのは自尊心を植えつけます。

そして他人を敬する心、それと向上心を植

えつける。やっぱり進歩するということで

あります。だから今後、やっぱりこの国旗

もそうだと思うんですよ。日本人としての

アイデンティティ、これを確立するために

はやっぱり国旗を敬しない国民というのは、

ほかの国ではないですよ。 

  先般、オリンピックが開かれました。あ

そこで一番発揮されるのが日本人のアイデ

ンティティですよ。あのアスリートが皆国

のために頑張っております。だから私は、

あの日本人の勝者の話を聞きますと、必ず、

国を背負って、国のために、皆さんにお世

話になったからということを言っておられ

ます。やっぱりそういう子ども、人材を育

てるのが肝心でありますし、これをやるの

は教育のまち豊能町だと思っておるわけで

あります。そういう意味で、やっぱり徳を

生かした教育を進めるためには、これ人事

権もそうですけども、やっぱり徳を基本に

した教育を進めていただきたいと思うんで

すけども、教育長の所感をいただきたいと

思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  徳育、人間としての、やっぱり心情です

とか、道徳的な意識を養う教育ということ

を徳育と言うわけでありますけども、教育

においては体育・知育と並ぶ、とても重要

な部分を占めます。それは、道徳でありま

すとか、その他の活動でも、学校において
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指導されています。 

  お答えとしては、本町、教育指針を毎年

書き直しているんですけれども、そのとき

に道徳実践力、道徳的知見を得て道徳的実

践力を養うというようなことに向けた記述

を、やはり強めたいというふうに思ってお

ります。 

  それから、来年度、町独自で研究指定校

を設けたいと思っておりまして、そこで道

徳に関する研究をやっていただきます。そ

うした取り組みを経ながら、道徳を重視し

た教育が進められればなと思います。 

  ちなみに、教員についても、給料は大阪

府から出ておるわけですけれども、これは

法令で決まっておりますので、なかなか難

しい話であります。しかしながら辞令は私

ども町が出しております。町の職員として

採用しておりますので、そういうことにつ

いては教員に十分にその意味を伝えて、こ

の本町の教員であるという意識を高めてい

きたいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私が議長のときに、自衛隊の協力会がタ

イミングよくできたわけでありますけれど

も、私はそのときに挨拶で言ったことは、

日本の敵は日本人だということを言ったこ

とがあります。今、韓国それから中国、ロ

シアもありますけれども、やはり日本人が

日本人を自虐的に考える、そういう精神、

それがなくなっていると。日本なんかどな

いなってもええわと、自分だけがよかった

らいいわというような日本人をつくってき

たこの戦後の教育に問題があるのかもしれ

ませんけれども、私は、ですから、日本人

が日本人として、やっぱり日本人を愛する、

いわゆる日本人に誇りを持つ、やっぱり、

義を持ってなす国にしなければ、この国は

だめになるんじゃないかなという気がいた

しております。 

  まちづくりも同様でありまして、まちづ

くりは何よりもやっぱりトップ、首長の覚

悟の問題であります。教育問題と、きょう

は環境問題を質問しましたけども、十分に

できておりませんが、教育問題と環境問題

は、豊能町が避けて通れない喫緊の課題で

あります。トップの卓越した見識と、すぐ

れた決断力を有した胆識が必要であります。

問題解決能力であります。ですから、「小

人をして国家を為めしむれば、さい害並び

至る」というふうに申します。今、胆識を

実行する気力、それから勇気が必要であり

ます。長期の展望に立ち、義命に存すると

ころ、徳を持って短期の実践を施し、勇気

と決断力で、「人とみどりが輝くまち」に

向け邁進することを願って、私の一般質問

を終わります。ありがとうございました。 

○副議長（橋本謙司君） 

  以上で、緑豊クラブの一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩します。 

  議員の皆さんには、議長交代のみですの

で、そのまま着席をお願いします。 

（午前１１時０３分 休憩） 

（議長・竹谷 勝議員着席） 

（午前１１時１０分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、豊能第一クラブの一般質問を行い

ます。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分といたします。 

  川上勲議員を指名いたします。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  お許しをいただきましたので、一般質問

をさせていただきます。 
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  西岡議員の高尚な質問の後、非常にやり

にくい点ありますねんけども、具体的に質

問をさせていただきますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

  この２月に、ロシアのソチでオリンピッ

クが開催され、終わりましたけれども、私

も年がいきまして、非常に涙もろくなりま

して、いろいろな感動を与えられまして、

テレビの前で涙を流しておりました。 

  このオリンピックというのは、政治的に

は全然関係ありませんけれども、その近く

のウクライナでは、現在でも東西の冷戦構

造が再燃しそうな紛争が起こっております。

一方、我が国でも、取り巻く北朝鮮あるい

は韓国あるいは中国などと国の関係がきし

んでおりますけれども、とにかく我が日本

では安倍政権が、デフレ脱却ということで

必死にその政治力を生かして脱却するよう

に行われておりますのが現状でございます。 

  我が町に目を向けますと、この間２５日

に、残土の崩落事故が起こりまして、今現

在、その対応をしているところでございま

すけれども、この対応の仕方によっては、

豊能町の責任による人災事故が起こりかね

ないような、現在そういう箇所があと数カ

所あるように思います。我々議会もこれを

監視するといいますか、これを、特別委員

会をつくって対処していこうという現在で

ございます。そこで、私が一般質問に内容

を記載しました少子高齢化につきまして、

１２月に引き続いて質問をいたしますので、

どうぞ回答のほどよろしくお願いをいたし

ます。 

  まず、豊能町は、まさに少子高齢化の波

を受けております。全国平均では２５％と

いうことでございますけれども、この豊能

町におきましては、新興住宅地、あるいは

また旧集落地におきましても、３０％以上

という状況になっております。人口も、平

成８年ぐらいですか、一番ピークで、今現

在は２万2,０００人を切っておりまして、

町長がおっしゃる、とよのに住もうという

ことがなかなか功を奏していないというの

が現状でございます。 

  また、吉川中学校、例を挙げますと、最

大1,２００人という生徒の数がありました

けれども、現在４００人ぐらいですかね。

ということは３分の１、つまり六十六、

七％、子どもの数が減少しておるというの

が現状であります。この３月にまた卒業の

月でございますけれども、４月になれば外

へ出ていく方が多分多くなってくるであろ

うと、まさに人口の減少は、もう少したつ

と２万人を切るというような状況になって

くると思います。そうなると、町長が挙げ

られておる、「「とよの」に住もう」こと

でホームページにも出ておりますけど、な

かなかこれが難しいということになってく

るであろうと思います。その、「「とよ

の」に住もう」という、豊能町のホームペ

ージを開けますと、キャッチフレーズが、

昔ながらの田園風景と閑静な住宅街の穏や

かな町、休日に家族とゆったり過ごせる自

然が豊かな町、自然豊かな環境でのびのび

と子育てができる町、こういうキャッチフ

レーズが掲載されておりますけれども、こ

れはどこのまちでもこういう類いのものは

あると思いますわ、豊能町に限らず。やは

り豊能町のまち独自の、これやったら豊能

町に住もうという、見て思わすようなこと

をしていかんと、なかなかやっぱり人の数

をふやすというのは難しいと思いますわ。 

  １２月も言いましたけれども、子育て世

代がこのまちに住もうという気持ちを起こ

さすのは、やはり具体的には、今の時代、

子育てにお金が要るというようなことやか

ら、やはり金銭的に、豊能町に住んだら子

どもの使う経費がこれだけ安くなるんやと
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いうような感覚を与える、こういうことは

やっぱり大事やと思う。まず、１２月も言

いましたけど、今、豊能町では、旧村も新

興住宅地も、恐らく２世代が住んでおる家

庭なんか何世帯あるのかな、何％あるのか

なということですわね。だから、若い子育

ての世代が豊能町に住んだ場合、２世代が

同居すると固定資産税を半減すると。若い

世代だけであれば固定資産税要らんという

ような施策も必要やし、また子どもに使う

通学費とか、あるいは塾に使うお金とか、

そういうもんをできるだけ安くするという

方法をとったら、恐らく、他所にはない施

策やから、この豊能町のホームページを見

たらぴんとくるんじゃないかというふうに

考えるわけですわ。 

  そこで、まず、１２月にも質問した学校

開放ですね。民間の塾に貸して学校開放す

ると。ほんでそこへ通ってる子どもが、引

き続いてそこで知育を受けると、高学歴を

得るための知育を受けるという方法をとっ

ていただいたら、これはやはり功を奏する

のんちゃうかなというふうに思いますけど

も、１２月では、いろいろな法律があるか

らなかなか難しい問題やとおっしゃってま

したけれども、その後、これをするために

はどういう形がええか、また、できんのか、

できひんのんか、そういう検討をなされた

のかどうか、ちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  手法としましては、先進の事例では、民

間の教育関係者に教育活動を学校内でさせ

ているという事例ですが、その場合は学校

長が責任を持って、学校長の判断で、ある

いは学校の関係の深い学校協議会であると

か、深い団体等によって行われている事例

でありまして、単刀直入に言うと、塾に直

接行かすというのは、なかなか、先にお答

えしました内容で、法的には非常に難しい

面があるかと思います。 

  本町の取り組みとしては、土曜日の活動

というところもあるんですけども、それ以

外に、特に中学校、部活が終わった後であ

るとか放課後、それからまた部活後の夜間

に補習を行い、学力を上げていこうかとい

う試みも考えておりますので、手法として

は学校長との協議がなかなか、学校運営上

のセキュリティなんかでの判断もあります

ので、可能なところから、学校以外の公民

館を使うとか、そういう手法もありますの

で、まずは地域の人材を活用した補習とい

うところから取り組んでいきたいと思って

おります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  部活いうのはあれですな、スポーツ関係

が主ですね。 

（発言する者あり） 

○１４番（川上 勲君） 

  あるけどもね。それで今おっしゃった公

民館を利用すると。もう公民館は今、満杯

違いまんのかな、西のほうではね。学校な

んか、もう空き教室がたくさんありますや

ん。それをやっぱり活用して、校長に、そ

れは判断でできるという可能性があるとお

っしゃってましたけど、やはり教育委員会

なり教育長がそれを指導して、いろいろな

法律の規制あると思いますけれども、それ

を取り除いて、豊能町は学校で、民間の塾

入って、安い費用で、子どもに高学歴を受

けるためのことを教えてんねやという情報

発信したら、それは子育ての親はそれに反
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応すると思いますわ。 

  一代前、豊能町は、昭和４５年、５０年

から、どんどん、どんどん人口流入して増

えましたわね。この前も言うたけど、大阪

の第一学区、今は違う形やけど、第一学区

では、北野高校あり、豊中高校ありで、高

学歴を受けるそういう学校があるから、そ

の時分には川西の大和団地もあったけれど

も、あえて豊能町の光風台や東ときわ台、

住もうて、結局一時期は大阪の北野高校へ

行く生徒の数が、一学区で一番多かったと

いう事例もありますので、この豊能町の新

興住宅地においては、それはやはり一番ア

ピールできるまちや思いますわ。そういう

ことを、今現在、土砂の崩落でいろいろな

対処してるけど、あれも見方によったら、

業者が法の抜け道を考えてやってまんねん

な。ほんなら教育委員会、あるいは教育長

自体が法の抜け道考えて、こういう方法や

ったらいけまんのやということもいけるわ

けですわ。ぜひともそれを、やっぱりやっ

てもらおう。これは絶対必要や思いまっせ。

恐らく住民の、子育ての方も、そういうこ

とを望んでおられる人もたくさんおられる

と思いますわ。近隣のまちやそこらと同じ

ようなことをしとっては、なかなか人はふ

えない。もう一度、ことし、来年度は無理

か知らんけど、再来年からそういう形に持

っていく努力をしまんねんということを、

教育長どないでっか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  教育を預かるものとして、脱法の奨励は

できません。しかしながら、先ほど教育次

長の答弁の中で、夜の補習という話があり

まして、これはとりあえず公民館で対応し

ようと。それは必ずしも成績優秀者のため

に、学力をどんどん上げていくという目途

ではなくて、少し難しい子ども、先ほどの

御質問でありましたように、家庭教育力の

問題があるような、そうした子どもたちに

対する対応として取り組んでみたいという

ふうに思っているわけであります。その後、

そのニーズが高まってきて、数が多くなっ

たときには、学校の校舎を適切にセキュリ

ティ、要するに、校舎に誰でも入れるよう

な状況って難しい問題がありますので、そ

うしたことも首長部局とも相談しながら、

何かいい方法を考えていくことはあり得る

だろう。その際に、地域の方々の中に塾の

関係者の方が入る可能性があるのではない

かなと思います。 

  余計なことでございますが、この地域に

幾つかの塾もございまして、それなりに仕

事として、企業としてやっておられるので、

そうした方々の取り組みについても、私た

ちが余り圧迫するというようなことは、な

かなか難しい面も出てくるかもしれません。

そうした点も考えながら、ちょうどいいと

ころの学力保証の観点から、具体的に取り

組めるところはやっていきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  民間の塾を圧迫は、これは難しいところ

あると思いますけどね、その塾の方を利用

したらええわけですわ、取り込んで。いわ

ゆる町長が、不動産屋取り込んでやってま

すわな。それと同じように、塾もそこへ取

り込んで、ほんで塾の企業と一緒に子ども

の知育をしていくと。何年か、数十年前か

知らんけど、学校教育では、低いラインの

設定で教育をしていこうというようなこと、

あったように私聞いてまんねんけどね。や

はり、能力差は当然これ、生徒の中であっ
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て当然ですわ。やはり能力の高い生徒はそ

れ以上に伸ばしていくと。そのためには、

その人らは塾へ通ってやってますけど、そ

れはやっぱり教育委員会のほうで、能力の

高い人はそれ以上に伸ばすような施策も必

要や思いますわ。そういうことを考えて、

やっぱりやっていっていただきたい。それ

が豊能町の特色やということになれば、年

寄りばっかりのまちに若い人は入りにくい

ということも解消されて、若い子育ての世

代がどんどん入ってくるという可能性もあ

りますわ。 

  もう一つは固定資産税ね。固定資産税を、

先ほど言うたように、２世代で住んだら２

分の１にするとか、あるいはもう子育ての

世代は全部ただにするとか、そういう思い

切った施策。それから、中学校や高校に、

民間の中学校あるいは高校に通う子どもに

対しては、交通費を補助するというような

施策も必要ですわ。そうしたら、あの豊能

町のまちへ行ったら、子どもに対しての、

親が財産を残す、その一つはやはり子ども

に高い学力つけて、世の中へ出ていって仕

事をするということを考えれば、恐らく若

い人も、そういう意欲のある親は入ってく

ると思いますわ。世間一般並みのキャッチ

フレーズは、なかなかこれは難しい思いま

っせ。そういうこと、町長、一遍どないで

っか。１２月にも言いましたけど。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  先ほど、１２月にも、議員からも御指摘

ございました。それにつきまして、今、固

定資産税のお話があったかと思うんですけ

れども、こちらについてもいろいろ検討は

させていただきましたけれども、やはりこ

れ、日ごろより納税の義務をとき、公平公

正な課税、徴収に努める中で、政策手段と

して税の公平性を損ねるようなことを、住

民の理解を得がたいということもあります

し、また、減免の趣旨から見ても困難だと

いうこともございまして、ただ、だからと

いって、また違う方法ということはないか

ということで、今回、制度の目的は子育て

世代の定住であって、このような制度が若

い世代の定住化のきっかけになる要因にな

るということで、なってほしいということ

で、今、当初予算で考えておりますのが、

助成制度ですね。こちらを盛り込んでいる

というところでございまして、税の減免と

いうよりは、非常に難しいということもご

ざいますので、それでもやはり豊能町に若

い世代来てほしいということで、今回、当

初予算で助成制度というものを盛り込ませ

ていただいているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  そういう制度をするとすると、やはり国

からの交付金も変わってくる可能性はあり

ますわね。しかしながら、豊能町は将来、

放っておいたらこういう状態になるんやと、

だから税金を安くするというアピール。ま

た、今おっしゃった、そういう制度は、わ

かりやすい制度にして、税金をとるかわり

に、固定資産税を取るかわりに、それに見

合う、こういうことをやりまっせという、

わかりやすい方法で、やっぱり情報発信し

ていかんと、なかなかそれを受ける人はぴ

んとこないから、結局、年寄りのまちに住

みたくないという考え方があるわけですわ。

ぜひとも、やっぱりそういうことをしたら

情報発信も必要やから、常に情報発信して

もらうということは大事やと思います。だ
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から、吉川中学校が、北野高校の入る生徒

が、具体例やけども、吉川中学校の生徒の

数が一番多いという時期になるように、教

育のほうも具体的な方法で考えてもうて、

子育ての世代が入りやすいような方法で、

来年度からでもそれを実行してもらうよう

に、ぜひともお願いしたいと思います。 

  もう一つは、旧村のまちですね。旧村は、

先ほども言いましたように、若い世代が育

ってませんわね。これも３０％以上の老齢

化率ですわ。ちょっと具体的に、私、高山

地区で、農地の遊休農地あるいは耕作放棄

地、これを調べてみたんですわ。ちょっと

議長にお願いして、この資料をちょっと配

りたいねんけども、よろしいでっか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  資料の配付を許可します。 

  暫時休憩します。 

（午前１１時３２分 休憩） 

（午前１１時３３分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  これ、高山地区の、いわゆる圃場、田ん

ぼ、畑は除いて田んぼだけを黒線引きでや

って、下に書いておるように、３月１日に

調べたんですわ。全部が全部このとおりや

ということはありません。９０％ぐらいは

合うてると思います。 

  このピンク色ですかな、ちょっとコピー

が悪いからあれやけど。これは休耕地ある

いは耕作放棄地、これがピンク色ですわ。

黒のようなやつが、現在６５歳以上で、跡

継ぎがおらんやろなというところが耕作し

ている場所ですわ。水色が、現在６５歳未

満の耕作者の場所なんですね。このピンク

色が大体３分の１、これは国の奨励してお

る減反政策で３０％ぐらい。これがもう来

年度、再来年度かな、平成３０年か、もう

ゼロになりますわね、補助金が。６５歳以

上が、あと１０年、１５年したら、恐らく

もう体力ないから、これも跡継ぎがないか

ら、田んぼを耕さないことになってくる可

能性が十分あるわけですわな。６５歳未満

も、例えば今、６４歳、６３歳の人も、あ

と１０年、１５年たったら７０代になるか

ら、これも果たしてどうかなということに

なれば、恐らくこの高山地域で、もう耕地

が３分の１以下になってしまうという可能

性があるわけですわ。高山出身の会計管理

者がわかっておられると思うけどね。あの

会計管理者も６５歳以下で設定して、青の

色にしてまんねんけどね。私のとこはもう

黒ですわ。そういうことで、切畑とか余野

とか、あるいは野間口とか、ああいうとこ

ろは圃場整備ができてるので、こういう割

合にはならんと思いますけど、それ以外の、

川尻であり木代であり、牧あるいは吉川ね。

恐らくこれとよく似た状況やと思いまんの

や。これはもう跡継ぎがおれへんというこ

とで、ゆゆしき状況になってくるはずです

わ。やはり、我々が今、せんなんことは、

次の世代、１５年、２０年先の世代に、新

興住宅地もそうやけども、旧村落も、やっ

ぱりここでおってよかったなというような

施策をする必要があると思いますねん。 

  そこで、具体的に、１２月も言うたよう

に、まずこれ圃場整備が必要なんですわね。

その圃場整備の率が、今現在、国の補助金

もあるとは思いますけれども、どういう割

合になっておるか、ちょっとお聞きしたい

んですけど。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 
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  今、圃場整備でございますが、圃場整備

をやった場合には、土地改良区の事業分担

金の徴収条例の第４条によりまして、施行

費用の１7.５％と規定されておりますので、

そのようになっております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ちょっと今の説明でわかりにくいと思い

ますけど、言いますと、多分国と府が５０

と１５でっかな。ほいで豊能町と受益者が

３５で、半分になって１7.５と、こういう

ことでよろしいでんな。 

（発言する者あり） 

○１４番（川上 勲君） 

  そういうことで、１7.５であれば、反当

たりの工事費、これは大体２００万円ほど

かかるわけですわ。ということは、その一

家庭が、受益者が３５万円、反当たり３５

万円負担せなあきません。そういう割合に

なってくるわけです。ほんだら３５万円も

負担して圃場整備せなあかんのんかいと、

わしはもう５年先にはもう田はせえへんや

ないかいというような、今、状況になって

いるわけですわ。だから、私は将来これを

なくすためには、今、安倍政権による大規

模な農地の集積によって、大規模な農業展

開をしていこうというような方針立ててま

すわな。だから町が主導権を持って、そし

て受益者の負担分も、全部とは言わんけど

も、その負担を町が受け持って農地を集積

していく、そういう手法でやはりやってい

かんことには、各受益者個人個人に任せて

おいたら、恐らくこれはできないと思いま

すのや。そういう、１２月も言ったと思う

ねんけども、町長、それに対する考えはど

ないでっか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  わかりやすい表をありがとうございます。 

  確かにこの問題は、高山だけでなくて豊

能町内全て大きくかかわってくる問題だと

いうのは、非常に認識しております。圃場

整備、こちらも進めていくということは大

事だという認識はございます。ただ、やは

りその後継者問題、やっていく力という話

もありますし、また豊能町での負担、どこ

までできるかというのはなかなか、財政状

況も非常に厳しいこともございますので、

補助を出すというのはなかなか、今の現状

では難しいのかなと。ただ、大きな問題と

いうことは認識はしておりますので、今後

どのようにしていったらいいのかというよ

うなことは、また議員の御意見等、皆さん

御意見聞かせていただいて、検討してまい

りたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  この間から、財政再建でカットばかりし

て、出ていく金を少なくしていこうという

ふうな方法も、これは必要やけど、将来に

向けて物事をしよう思ったら、やはり種を

まかんと将来ないわけですわ。種をまくい

うことは、やはりそれだけの費用が必要な

んですわ。将来、その種をまいた将来に、

その種をまいた以上に収穫を得ると、これ

はやっぱり大事や思います。だから、具体

的に言うと、受益者負担で大体５％ぐらい

はこれは必要ですということでやっていき、

圃場整備、半強制的にでも土地を提供させ

て、第三者機関をつくって、そこで土地を

集約して、例えば木代やったら木代、高山
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やったら高山、切畑やったら切畑の集積し

た農地に特色な農産物をつくって、もう一

つは、その特色な農産物をつくって売るだ

けじゃなしに、そこで加工をやって、そこ

でも販売していくと、いわゆる６次産業で

すわな。そういうこともやっぱり考える必

要あると思います。売り上げの、残ったお

金を、土地提供者、農地提供者の割合によ

って分配していくと。その分配した金を受

益者負担に充てると。農地を持ってるもん

は、金出さんでも、農地を提供さえすりゃ、

どっちみち、将来、５年、１０年、１５年

先に荒れ地になんねんから、今でもただで

管理してもうてるか、あるいはまたお金を

渡してやっているとこもあるわけですわな。

そういうことを、町が主導権を持ってして

いかんことには、将来の豊能町の農業いう

のはすたってしまうと思いますわ。 

  私も何日か前、何カ月か前に、川尻とか

木代とかの農業者あるいは自治会長あたり

に、こういう方法どないでっかと言うたら、

それはやっぱり町がちゃんとしてくれんと、

私らはそんな、個人はできひんでという答

え返ってきましたわ。川尻なんかは今、府

の主導でやってるらしいでんな、川尻なん

かは。そういうことも聞くわけですわ。だ

からやっぱり、あらゆる国の補助金や交付

金、そういうものを一遍調べてみて、豊能

町にそういう、第三者機関でもええし、直

属とこもええけども、農業施策に精通して

いる職員を入れて、そういう機関をつくっ

て、興味のある大企業を呼んできてもよろ

しまんがな。そういうことをやっぱりして

いかんと、豊能町の農業いうのはこれから

先、お先真っ暗やと思います。その考え方、

町長、一遍具体的に考えてみる気構えがあ

んのんか、ないのんか、それ一遍ちょっと

聞かせてくださいな。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  非常に具体的な案、御提示いただきまし

てありがとうございます。こちらにつきま

しては、やはりこれを担っていく方もある

し、町もなかなか、今、人的にも人数的に

も厳しくなってきているという面もあるの

で、なかなか一概に、すぐやるというふう

には非常に言いづらいのが現状でございま

して、ただ、御指摘されていることという

のは重々認識はしております。その辺につ

いてはまた御意見等を伺いまして、またち

ょっと検討させてまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  やはりこの農業をしていくのは、いろい

ろなことあるわけですわ。例えば圃場整備

だけしてええんかと。今度鳥獣が、出てき

た時分にイノシシやシカが入ってきて全部

食べてしもうたら、もう次からする気起こ

りませんわな。やはり鳥獣対策も必要や。

あるいはまたいろいろな害虫、それから土

地のやせぐあいとか、いろいろな問題があ

るわけですわ。それを克服して、初めてせ

ないかんし、今の世界情勢では、日本のつ

くったもんは安全・安心やから、中国の金

持ちや、そういう人は、日本の、わざわざ

高い高いお米を食べてるわけですわ。それ

だけ日本の農産物、信用あるから、今度Ｔ

ＰＰがどうなるか知らんけども、やはり関

係なしに、豊能町独自のブランド製品をつ

くっていくと。そのためにはやはり種をま

かんと、厳しい厳しい言うておったら、い

つまでたっても厳しかったら、将来何もな

らへんし、それで将来、農地が全部荒れ地
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になってしまうという可能性が十分ありま

すので、今せんと、もうあかんときに来て

るわけですわ。今せんと。それを町長、決

断してもうて、来年１年間構想を練っても

うて次の年度からこれをしていくと、必ず

していくということを一遍言うてもらえた

らありがたいと思うけども、どないでっか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  非常に具体的な案をいただきまして、あ

りがとうございます、まずはやはりこれ、

いろいろ担っていく方もいらっしゃいます。

そういうこともございますので、すぐには

というのは難しいかと思いますけれども、

ただ、今、喫緊の課題やということもある

ということも非常に認識しておりますので、

それは勉強してまいりたいと思いますので、

またそのときはよろしく御教授いただけた

らありがたく思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  検討という熟語は、するかせんかですわ。

そやから検討した結果せんとならんと、検

討しても、するという方向でやってもらい

たいし、先ほど言うた、新興住宅地におい

ても、やっぱりそういうニーズがあれば来

るわけですな、若い世代は。農地もそうい

う形でしていくと、そういう第三者機関あ

るいは大企業は、若い世代を職員として雇

い入れて、従業員として雇い入れて、若い

世代が農業していくということにつながり

ますので、そうすればその高齢化率も下が

ってくるということもありますので、やは

り子どもが、数多せんと、やっぱり町の将

来ないし、それをするためには、今せなあ

かんと思いますわ。そういうことをお願い

して、一般質問を終わります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、豊能第一クラブの一般質問を終

わります。 

  この際、暫時休憩といたします。 

  再開は、午後１時といたします。 

（午前１１時５０分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、日本共産党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  高尾靖子議員を指名いたします。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  お昼からの一番目でございますが、質問

させていただきます。理事者の皆様方にお

きましては、わかりやすい答弁でお願いし

たいと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。日本共産党の高尾靖子でござい

ます。 

  この間、残土問題がありまして、崩壊し

た問題、このことについては、去年の中ご

ろから、６月、５月ごろから、住民の不安

の声が私のほうにも寄せられて、池田土木

に何回か電話して、起こるべくして起こっ

た、こういう問題だと思っております。ぜ

ひ安全に処理されますように、町、府、土

木も含めて、業者との調整もとりながら、

安全に処理をしていっていただきたいと、

まず願いしておきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

  平成２６年度の町政運営について質問を

させていただきます。 

  予算の最大の問題ですけれども、この国

の予算が衆議院で可決されたわけですけれ
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ども、消費税増税の問題、また集団的自衛

権の問題など、国民にとっては不安になる

生活にも、暮らし、福祉、それぞれの観点

から問題になるというふうに捉えられてお

ります。そのもとで、低所得者ほど負担が

重く、経済的弱者に対する不公平税制とな

るこの消費税増税、この豊能町におきまし

ても大きく響いてくる問題だと思います。

このもとで、平成２６年度、町長の町政運

営方針についてお聞きしたいと思います。 

  国は、平成２５年度補正予算や平成２６

年度予算で、自由に使える補助金や交付金

を盛り込んでいますが、町は、地域づくり、

まちづくり、また農林水産業や女性、若者、

高齢者、障害者向けに、また防災や安全対

策等の諸事業に計画されるに当たり、漏れ

なくこうした国の補助金、交付金をフル活

用して、もう申請されていっているのか、

これを早く申請したほうがいいと言われて

いるんですけれども、その点についてまず

お聞きいたします。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  補助金の件でございます。国とか大阪府

の補助金、交付金に関する情報につきまし

ては、それぞれ事業を担当する担当課が情

報をいち早く収集するわけでございますけ

ども、総務部におきましても、企画の部門、

財政の部門、これらと情報を共有いたしま

して、互いに情報提供をし合うというよう

な体制をとっているところでございます。 

  また、今回の予算編成におきましても、

そのような要求する各事業につきまして、

国・府の補助金がとれるものについては活

用するということで、予算も計上させてい

ただいているというところでございます。

よろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  昨年度は、前年度の補正予算で申請など

がおくれた、また、国のほうの予算が、補

助金ですか、補正予算が決まってないいう

こともありましたけれども、やはりこの本

予算におきまして、また、今年度平成２５

年度の補正予算も出ておりますが、その中

でも前年度の補助金が使える、元気交付金

とかそういうのがまだ残っているいうこと

ですので、そういうことをぜひともフルに

活用して、漏れなく使っていくと、そうい

うことでの豊能町の財源確保ができると思

いますので、その点、早目に申し込んでい

っていただきたいと思います。 

  次に、今年度の特徴的な目玉とする補助

金等の確保をできる事業として、その項目

を全部お聞きしたいわけですけれども、ま

た後ほどでいいですから、その点お伺いし

ますけれども、エスカレーター、また郷土

資料館の修繕とか、森林の活性化、こうい

う問題、事業で、社会資本整備総合交付金

など使うこと、これはもう既にそういうこ

とで申し込みをもうされているのかどうか、

その点お聞きしたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  お尋ねの、町政運営方針の中の補助金を

獲得した項目を教えてほしいということで

ございます。それは後ほどでよろしいでし

ょうか。今申し上げましょうか。 

（発言する者あり） 

○総務部長（内田 敬君） 

  後ほど。 

  エスカレーターのことでございます。エ

スカレーターにつきましては、もう既に担
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当課のほうで国のほうに手を挙げておると

いう状況でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  とれるものはとると、そういうことで豊

能町の財政を保っていく、そういう立場を

貫いていっていただきたいと思います。 

  エスカレーターはいろいろと、きのうか

ら話題になっておりますけれども、この点

につきましては、町長の公約もありますし、

その点、貫いていかれるのかと思うんです

けれども、町長は、公約は、私は大事だと

思ってるんですけども、我が町の改革とい

うことを取り上げておられて、赤ちゃんか

らお年寄りまで、いつまでも安心して暮ら

せる町の実現、これは一番大事なことだと

思います。その点について、先日、財政再

建、これから住民の方へもお知らせされる

ということでございますが、大変、平成２

６年度については、まだまだ多くは出てお

りませんけれども、これから審議会などで

決めていかれるということもありまして、

もう本当にお先真っ暗な、そういう状況が

目に見えるように、不安な状況になってい

るわけですけれども、目玉として、子育て

支援をするいうことをおっしゃってるんじ

ゃないかと思うんですけれども、子育て支

援は充実しつつあるわけですけれども、子

どもの医療費助成の拡充についてお伺いし

たいと思います。 

  現在、入院は中学校卒業年度末、通院は

就学前まで実施しているわけですけれども、

通院についても、段階的な年齢を引き上げ

るお考えはないのかどうか、お伺いしたい

と思います。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  先ほど議員申されましたように、乳幼児

等医療費助成についてでございますが、小

学校就学前までは通院、入院の助成を行っ

ております。また、今年度、平成２５年度

よりは、満１５歳に達した日から最初に迎

える３月末日、いわゆる中学校３年生まで

の入院医療費の助成を対象に拡大してまい

りました。今年度拡大してまいりましたの

で、現時点で、今のところ、通院の助成を

中学校卒業までに拡大することは考えてお

りません。この点につきましては御理解く

ださるようお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  大阪府下でですけれども、平成２６年度

から、豊能町は就学前までですけれども、

通院で小学校３年生までとか、小学校卒業

までとか、そういうふうな改善で、やはり

子育てをしていく、そういうところの取り

組みが多く出されております。そういうこ

とで申し上げておりますけれども、段階的

な取り組みはどういうふうにお考えなのか。

段階的ですから、いきなり中学校卒業まで

という話ではなく、小学校の３年生、５年

生、６年生いうふうに取り組んでるところ

も参照していただいて、やはり子育てを重

視する、また、高齢者を大事にする、そう

いう施策の重点的なところを、もっと出し

ていっていただかないと、豊能町のよさと

いうのは何なのか、そういうところが問わ

れると思うんですけれども、その点につい

てお伺いしたいと思いますが、よろしくお

願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 
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○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員御指摘のことは重々受けとめさせて

はいただきますけれども、今のところ、通

院助成費につきまして、中学校卒業までを

拡大することは考えられませんので、御理

解くださるようお願いいたします。 

（発言する者あり） 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  現時点において、段階的には、課題とし

て受けとめさせてはいただきますけれども、

御理解くださるようお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ほかの議員さんに答えていただいたんで

すけど、段階的というのは、やはり助成し

やすい、そういう方向性を私は言ってるん

ですよね。ですから、いきなり、やはり財

政が大変やというところで、いきなりは無

理だと、そういうことですので、そういう

取り組みを、ぜひ今後は考えていっていた

だきたい。豊能町のよさを外に出していけ

る、そういうところをぜひ行っていただき

たいと思います。ホームページにもずっと、

中学校卒業までの入院の医療費、出されて

おりますように、やはり、いつも開いたら

それが見れる、そういうところで、豊能町

頑張ってるなと、そういう子育て支援をぜ

ひやっていっていただきたいと思いますの

で、一つ、町長どうですか、お考え。よろ

しくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  子育てのまちというのは非常に大事だと

思っております。これまでも、先ほど、平

成２５年度より、満１５歳に達した日から、

この入院医療費助成等をやっておりますの

で、そういったことで着実にはやっていっ

ているとは思いますが、今、これからとい

うことについては、まだ未定でございまし

て、議員の御意見も承りながら検討してま

いりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今年度は無理というようなふうに受けと

めましたけれども、今年度じゃなくて平成

２６年度、引き続きこれはお願いしていき

たいと思います。ぜひ、豊能町としての子

育て支援、これが本当に行き届いていると

いうことをアピールできるものにしていっ

ていただきたいと思います。 

  次なんですけれども、ＬＥＤに対する補

助に取り組んで、運営方針に書いてありま

す。これは結構なことだと思うんですけれ

ども、豊能町は西地域、東地域というふう

に分断された町でありますけれども、東地

域の中山間地としてのよさを生かす、そう

いうところでの、一つ、エネルギーなんか

の対策として、川からの小水力の発電や、

太陽光発電などの自然エネルギー対策の普

及などをお考えなのか、お考えがあるかど

うか、お伺いしたいと思います。よろしく

お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  それでは、お答えいたします。 

  自然エネルギーについては、環境保全、

地球温暖化防止等の観点から、普及促進は

必要なことと考えております。しかしなが

ら、設備の投資、費用対効果等の検証をす

る必要があります。豊能町の地勢に見合っ



 

 3－34 

た対策を検討するとともに、国・府の補助

金等の活用も図っていくよう研究をしてま

いりたいと思っております。よろしくお願

いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  研究するいう、研究心を持っていただく

いうことは大事だと思いますし、やるべき

ことは優先的にやらなければならないと思

いますけれども、一つ、こういった発電で、

豊能町の電力を少しでもカバーできる、そ

ういうことを私は言ってるんですけれども、

水力発電を可能にするに十分であるいうこ

とが言われておりまして、今、全国でも少

しずつ取り組まれております。太陽光エネ

ルギーを利用して、集落、民家等の防犯灯

や水力発電、小水力発電でも、有害獣の電

気さくにも使えると、そういうことで、農

業振興にも役立つ取り組みが行われており

ます。また、小型の小水力ですから、費用

もそんなに大きく要らないわけでございま

して、こういった取り組みは、中学校とか

でそういう科学的な教育にも利用できるよ

うな、そういう予算で行えるようなもので

ございますので、この辺、ぜひ取り組んで

いっていただきたいと思います。岐阜県の

郡上市白鳥町石徹白地区いうところでござ

いますが、地区で、地域づくりとして、協

議会を立てて、このような対策で、年間大

変、夜間でも明るく過ごせると、防犯に役

立ってるというふうに言われておりまして、

こういうところもぜひ一度勉強していただ

いて、今後の取り組みの一つとして研究し

ていっていただきたいと思います。これは

一つ、お願いしておきたいと思います。 

  次に、国の介護保険、要支援サービスの

改善についてお伺いをいたします。 

  誰でも、６５歳になれば要支援１に、要

介護１から５の認定に応じた限度額の範囲

内で、１割の自己負担でサービスが使える

ということなんですね、介護保険というの

は。見直し案では、改悪されておる見直し

案では、要支援者１５０万人と言われてい

るんですが、その方たちのサービス費用の

６割を占める訪問介護、訪問ヘルプと通所

介護、これデイサービスというんですね。

介護保険サービスから外して、市町村の事

業に移していくということですので、別々

のサービスになって、自治体がそれぞれば

らばらの取り組みになって、低下も問題に

なって、低下するんじゃないかと、そうい

う問題も言われております。不安の声も挙

がっているわけです。費用削減のためには、

一つは専門職によるサービスをボランティ

アにお願いしていくとか、二つ目は、事業

者への報酬を現行以下に下げる、三つ目は、

利用者負担割合を現行以上に上げるなどを

掲げているんですね。こうして市町村に対

しては、７５歳以上の人口の伸び、３％か

ら４％に応じて事業費に上限を設ける、そ

してサービス切り下げを強いていくいう、

そういうことになり得るわけなんです。こ

うした制限、制度の見直しで、日常生活が

できなくなる、介護度が上がる、こうした

事例が６0.８％と言われています。また、

外出などの機会が減り、閉じこもりぎみに

なる事例が６6.４％に上がるなど、深刻な

影響が出ることが明らかになってきており

ます。豊能町におきましては、高齢者がど

んどんふえてきて、今、お元気な方も多く

おられるんですけれども、先日、議会のほ

うに報告ありましたように、国保の問題で

ありましたら、入院で高額医療になってる

方も多いと、そのような報告もあったわけ

ですけれども、そういうことを本当に心配

されるわけですが、訪問看護は、世論に押

されて保険サービスに残すことになってい
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ますけれども、特養ホームの入所は、介護、

要介護３以上に重点化するという、そうい

う問題点も対策として、今後こういう問題

もあるんですけれども、こうした改悪に対

して、豊能町は今後どのような、市町村と

しての対策、ばらばらって先ほど言いまし

たけども、本当に心配されておりますが、

町としての取り組みはどのようにされてい

くのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  議員御指摘の、介護保険からヘルプサー

ビス、デイサービス、これらが介護保険事

業の対象外になるのではありません。それ

はあくまでも介護保険制度の中身なのです

けれども、だけれども、先ほど議員がおっ

しゃいました、ヘルプサービスとデイにつ

いては、上限のある側に移っていくという

ことになりますね。なので、豊能町といた

しましては、従前もそうですけれども、制

度改革があった際には、それに追随するよ

うに、私どもは努力してまいりました。今

後とも、その制度に私どもが置いていかれ

ないように、ついていけるように、国・大

阪府の指導、また連携のもとに、その制度

の、改正された制度に追随できるように、

今後も取り組んでまいります。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  厚労省は、多様な形態でサービス提供の

余地が少ないというふうに説明しています。

しかし、訪問介護と通所介護は、ボランテ

ィアで十分だという根拠はありませんので、

保険外しの論拠は破綻しているわけなんで

すけれども、こういう問題と、また今議会、

介護保険の限度額など、消費税引き上げに

加えて、社会保障の面で市町村に、また住

民負担がふえるという状況になってきてい

るわけですけども、少し負担を軽くできる

ように、軽減措置など、地域包括ケアのた

めの体制整備など、交付税を使って、早い

段階でこういう対応をしていくということ

もされているのかどうか、お聞きしたいと

思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  先ほど私は、上限があるような制度の改

正がされたと申しました。そうしたならば、

上限を超えた場合には、サービスが上限を

超えた場合には、市町村独自の負担となり

ます。先ほど申しましたように、基本は介

護保険の中で運用するものですけれども、

その上限を超えた場合には、超えたサービ

スを行った際には、町独自の負担が生じる

ことになります。なので、その場合には、

サービスの水準を下げながらやっていくと

いう必要性がございます。その場合に、軽

度の方々ですので、ほぼ自分でできる方々

なのですね、今回外されたという、要支援

というのはそういう方々ですので、なので、

ヘルプサービスを、例えば有償ボランティ

アの方にお願いするなど、そのような、コ

ストのかからない、サービス水準を維持す

るような取り組みが必要であろうと私は思

いますので、それは先日にも申し上げまし

たけれども、その体制があるのかと言われ

たならば、まだ危ういものがございますの

で、それを掘り起こすなりなんなり、サー

ビスの水準を落とさずに、コストの維持を

図りながら工夫をしていく必要がある、そ
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ういう取り組みを私どもはしたいと存じま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  それを聞きたかったわけなんです。サー

ビスを下げずに、やはり住民の皆さんを見

守っていくと、そういう立場に立っていた

だきたいと。豊能町はもう高齢化していく

いうことは、もう目に見えて、もう既に高

齢化が進んでるわけですから、そこのとこ

ろを十分手だてしていただきたい、そのよ

うに思っておりますので、どうぞ取り組み

をよろしくお願いいたします。 

  その次に、自助・共助・公助の機運の醸

成を図りというふうに、町政運営方針では

書かれておりますけれども、その、強く求

められている状況にありますけれども、主

体的に町が醸成を図るということは、どう

いうことを指しているのか。いろいろな取

り組みをしていって、町民のために安心し

て暮らせるまちづくり、そういうことだと

思うんですが、具体的にお伺いしたいと思

います。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  自助・共助・公助というものでございま

す。これは自分でとか、地域でとか、そし

て行政でというような意味でございますけ

ども、住民との協働というものが一番であ

ろうというふうに、我々思っておりまして、

今ちょうど木田部長からの答弁にもありま

したように、ボランティアの活用でありま

すとか、ＮＰＯの活用、このようなものが

なければ、今後の豊能町はなり立っていか

ないというような認識でおります。何もか

もが行政ができるという時代では、もうご

ざいませんので、住民の方々にみずからや

っていただく、協働でやっていただく、そ

して行政がやるべきことは行政でやってい

くというようなことの機運を高めていきた

いという意味でございます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今、そのことは大事なことだと思ってお

ります。どこのまちでも財政が大変になっ

てきているところから、この言葉というか、

自助・共助・公助というところで取り組ま

れているところは、よく、私もいろいろな

資料を見て、また、現場を見せていただい

たりして理解してきているわけですけれど

も、そのことについて、早速取り組まなけ

ればならないことだと思うんですけれども、

町長はこれからタウンミーティングをして

くということも、この中でおっしゃってお

りますので、それはいつから始められるの

か、またそういうことも含めていろいろな、

町に対しての御意見いただき、またよりよ

い町政、地域づくり、まちづくりをされて

いくという、そういうプラス思考のことで

のタウンミーティングとして実施されてい

くのか、その点お伺いしたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まさに、自助・共助、これ非常にこれか

らまちづくりにとって大事です。そのため

にもやはりタウンミーティング、テーマを

限ってタウンミーティングをして、さまざ

まな御意見とか御希望とかを聞きながら、

ともに進めていくようなことをしてまいり

たいと思っております。まだ、日程につい



 

 3－37 

てはまだ決まっておりませんけれども、早

急にやってまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  まちづくりにはタウンミーティング、住

民の皆さんとともに歩んでいく、そういう

ことがすごく大事だと思っております。こ

うした取り組みをしているまちは本当に、

特に大きな問題もなく、やはり住民さんの

理解を得ながら取り組むいう姿勢、そうい

うところでのまちづくりは本当に信頼され

ていくものだと思いますので、そこのとこ

ろを間違いなくきっちりと理解を深めてい

って、住民さんの経験、また知恵、いろい

ろ拝借しながらまちづくりを進めていく、

このことが本当に豊能町の住民の幸せへの、

一つ方向性ができるんじゃないかと思いま

す。その点について、十分コミュニティを

深めていっていただきたいと思います。そ

の点について、今までは、私もタウンミー

ティングをずっと、これまで言ってきたん

ですけれども、今年度は福祉の方へのタウ

ンミーティングというふうに、今年度は言

われてたと思うんですけれども、障害者や

皆さんの、そういういろいろな気持ちも理

解されて取り組んでこられたんじゃないか

と思うんですけども、その点についての、

どういうふうに対応されてきたか、お伺い

したいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  今、先ほど申しましたように、先ほどと

いいますか、議員から話ありましたように、

地区福祉委員会さんとも６カ所、話しさせ

ていただきまして、その中での話の中で、

例えば皆様の、地区福祉委員会さんの活動

を、ぜひみんなに知っていただきたいとい

うこともございましたので、早速、広報

「とよの」のほうに載せさせていただいた

りとか、そういったことはしてまいったと

ころでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  その中で、大きな効果があったというよ

うなことがあったのかどうか。これは障害

者の皆さん、また福祉団体の皆さんにとっ

て、これは大きなプラスになったという、

そういうことが自信持って言えるというよ

うな事柄があったかどうか、その点お伺い

したいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  光風台地区福祉委員会で意見交換会をも

たれたとき、そのときはまだ大橋が補強工

事をされておりまして、その意見交換会の

際に、あそこは自殺の名所みたいに言われ

ておるので、もう少し高く上げてもらえな

いかということについて意見を頂戴いたし

まして、それにつきましては、まだ施工中

のことでございましたので、建設課のほう

で善処していただいた。そうすると、地区

福祉委員のメンバーの方からお礼を申され

たということがございました。一例ですが

紹介させていただきました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  時間が余りないですので、多く語ってい

ただくいうのはまた後にしたいと、またお
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聞きしたいと思いますが、タウンミーティ

ングが、田中町長にとって本当に大きな利

益、豊能町にとって利益になるような成果

を上げられるように、ぜひ、本当に懇切丁

寧に取り組んでいっていただきたいと、そ

のように思います。 

  次に、教育問題についてでございますが、

中学校給食が、また小学校も、民間調理委

託という格好で取り組まれる、この４月か

らですけれども、取り組まれるわけですけ

れども、その点につきまして、いろいろと

問題点もまだ残ってるんじゃないかと思う

んですけれども、その点についてお伺いし

たいと思います。 

  私が一番心配して、この間、訴えてきま

したのは、ＴＰＰは今どうなるかわからな

いという問題がありますけれども、外国の

野菜、国産とは農薬の基準などが違ってき

ておりますので、その点について、改善さ

れている面もあるんでしょうけれども、や

はり食育の観点から、国内の野菜、米、そ

ういうことを、やはり義務教育の小学校、

中学生が、地産地消、こういうことをやは

り感じとりながら味わえるといった食生活

ができるように、私は願っているわけなん

ですけれども、この点について一つ、どの

ように取り組みされているか、ちょっとお

聞きしたいわけですけれども、必要な事項

について、例えば給食費、準要保護の資源、

また加配職員などが、その辺、保護者が安

心できる給食体制について、今後説明など

開いていかれるのかどうか、この点の計画

についてお伺いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  保護者への説明については、これまで順

次、進捗のあるごとに、担当者、担当課長、

出向いて、私も行く場合もあったんですけ

れども、御説明申し上げて、試食会も開催

させていただいたという状態です。 

  それから、加配というか、栄養職員の件

ですが、中学校に栄養職員の配置を、２校

で１名ということで考えておりまして、こ

れも実現されるというところです。 

  それから、給食費ですが、これも最終、

メニューとのかかわりもございますが、東

能勢中学校、吉川中学校、年間の実施回数

が若干、想定では５回、多少がございます

が、東能勢中学校では年間５万3,６３０円

の保護者負担、それから吉川中学校では、

年間５万2,０８０円の保護者負担というこ

とで、月々の負担をできるだけ軽くしてい

ただきたいということで、年間１２回、１

２月の月額というところで、給食費を徴収

させていただきたいと思っております。 

  それからもう１点、野菜の調達の件です

が、こちらのほうは中学校給食でも、例え

デリバリー方式であっても、今現在、小学

校給食で努力しております方法、基準と同

様に、可能な限り国産の野菜を使用するこ

とを進めてまいり、業者の打ち合わせの中

でも産地それから流通ルートが明らかで、

食の安全性が確保される食材の使用を、こ

れからも、今後、町の責任において十分に

指導監督することとしております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  食品は体をつくる材料ですので、安心・

安全の給食が配給できますように、ぜひ調

理の面でも目を配っていただいて、安心、

また子どもたちが喜ぶような給食体制をつ

くっていっていただきたいと思います。そ

の点について、要支援のほうもできるとい

うことでよろしいでしょうかね。もうちょ
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っと、３０秒ありますので、ちょっと言っ

てください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  要保護、準要保護児童・生徒につきまし

ては、給食費につきましても就学援助の対

象となっております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  時間が来ましたので、これで質問を終わ

らせていただきます。どうもありがとうご

ざいました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、日本共産党の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午後１時４５分といたします。 

（午後１時４０分 休憩） 

（午後１時４６分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、日本維新の会の一般質問を行いま

す。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて８

０分とします。 

  小寺正人議員を指名いたします。 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  日本維新の会、小寺正人でございます。 

  順番変えまして、大阪都構想の問題から

いきたいと思います。 

  大阪都構想の実現を目指して、橋下徹市

長が一旦辞職いたしました。再度、大阪市

民の判断を仰ぎたいとして、大阪市長選挙

が行われる模様であります。大阪の問題は、

単に大阪市と大阪府の問題だけではありま

せん。橋下徹代表は、何物も恐れず、何物

にもこだわらず、権力的な地位にも固守せ

ず、大阪再生のため、大阪が変われば名古

屋が変わり、名古屋が変われば横浜が変わ

る。そして次々にその影響が日本全国に及

び、日本が変わっていくという信念に基づ

いての行動であります。 

  豊能町の立場から考えて、ワン大阪構想

はプラスと考えるのか、マイナスと考える

のか、どのように認識しているのか、町長

の御認識をお伺いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  大阪都構想は、現段階では実現の内容が

ちょっと不明確な点もあるのかなと思って

おります。 

  それともう一つは、中央部の区が中心に

なってまして、豊能町というのは含まれて

ないということもありまして、これがプラ

スに働くのか、マイナスに働くのかという

のは、正直なところ、なかなかお答えしに

くいのではないかなと思っています。ただ、

都構想がもし実現したときには、ときには

といいますか、豊能町にとってもプラスに

働くようなことにあってほしいなというふ

うに思っておりますし、そういった、もし

働きかけ等、あるんであれば、できるんで

あれば、またいろいろ、議員にも御教授い

ただきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  １０年先、２０年先の大阪の広域行政問

題として捉えれば、豊能町の立場として、

プラスになることは間違いないものと思わ
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れます。積極的に意見を発信して、豊能町

の意見を述べていかれるほうがいいのでは

ないかと、私は考えておりますが、いかが

でございましょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これ、以前にもちょっとお話ししたこと

なんですけれども、私、就任当時に、副知

事のほうに挨拶に行かせていただいたとき

に、そのときに大阪府全域を考えたときに、

要は食の自給率、こちらが、大阪府が２％

しかないと。国が４０％のところ２％しか

ないと。これにつきましては、できました

ら今、大阪市内等、大阪府下もそうですけ

れども、中学校の給食がこれから導入され

ようとしていたときでしたので、ぜひとも

中学校の給食については、大阪府下産のも

のを御活用いただけるようにしていただけ

れば、豊能町の農業、大阪府の農業も活発

となって、かつ、食糧の自給率も上がると。

大阪府全体でやっぱり食糧の自給率が上が

るということは、まちの安全性も高まると

いうことで、そういったことで以前、御提

案させていただいたということはございま

した。そういった意味で、大阪府全体で、

かつ、大阪府全体がプラスになるようなこ

とがありましたら、また提案はしていきた

いと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  次に、水道事業会計の問題についてでご

ざいます。 

  町長の引継書に、平成２２年１０月１２

日、引継書を取り交わされました。項目の

中に、水道料金の見直しについて、こうい

う項目がございます。水道料金については、

平成２２年度に改定した後、今日に至って

いる。それ以前の改定は平成１２年度。平

成２２年度の改定については、当初、平成

２２年度で２8.１４％、平成２４年度では

２1.３７％という２段階での料金改定案を

議会に提案したが、議会修正を受けて、平

成２２年度で２8.１４％のみの料金改定が

認められた。単年度赤字及び累積欠損金の

推移は下記のとおりである。ずっと述べら

れているわけですね。また、人口は減少の

一途をたどっており、それに伴い、年々給

水収量が減少している。問題点として、平

成２４年度分の料金改定が見送られたこと

から、今後、累積欠損金は年々ふえていく

見込みとなり、不健全な経営をしていくこ

とになる。これを解消するためには、新た

に水道料金を改定する必要がある。しかし

ながら、本町の水道料金は大阪府内で２番

目に高い料金となっていることや、現在の

日本国内の経済情勢などから、住民や議会

の理解を得るのは難しいのではないかと思

われる。今後の対応として、住民や議会の

理解を得ながら、できるだけ早い時期での

料金改定を実施したいと、こういうふうに

引き継がれております。そして、平成２４

年度の決算、監査委員の決算審査意見書に

は、累積欠損金解消に向けた施策について

早期に取り組んでいく必要がある。そして、

水道事業会計決算書には、累積欠損金解消

のための施策の検討をしてまいりますと、

このような記述がございます。これは、水

道料金を上げると、こういう、この段階で

上げるという、そういうことでございます

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 
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○上下水道部長（高 秀雄君） 

  今、議員から御質問がございます件につ

いて、回答いたします。 

  まず、平成２２年度の料金改定時には、

平成２２年、平成２４年と２段階で料金改

定をさせていただきたいということで上程

させていただきました。そのうち、平成２

２年度をお認めいただいて現在に至ってお

りますけども、平成２４年度に料金改定を

する予定であった部分につきましては、先

ほど議員がおっしゃいますように、累積欠

損金がふくらんでるという状況にございま

す。また、監査委員さんのほうからの御指

摘があった累積欠損金の解消に向けてとい

うことで、その時点では料金改定というの

が視野にございました。ただ、法律、新会

計制度という話もその時点ではございまし

たけども、内容がまだ明確になっていなか

ったことから、料金改定をするというのが

そのときの目標でございました。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  水道料金の値上げを検討していたと、こ

ういうことでございますが、私としては現

金は十分持続するように回っておりました。

自己資本金、これを取り崩せば、累積欠損

金を解消させることができると、減資すれ

ば、自己資本金を減らせばということでご

ざいますが、累積欠損金を解消させること

ができると訴えてまいりました。水道料金

を再値上げすることなく、累積赤字を解消

することに、どうもなりそうでございます

が、今回の減資による累積欠損金の解消、

すなわち、水道料金再値上げを回避すると

いう決断をなさったことに、私個人的には

敬意を表したいと考えています。決断に至

ったいきさつはどのようなものであったの

か、教えていただけますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  累積欠損金の解消ということでございま

すけども、先ほどもございましたけども、

平成２４年度末の未処理欠損金が４億3,７

８９万9,３６６円となっております。その

ときの単年度赤字も6,８８２万円程度ござ

いました。本年度におきましても、欠損金、

単年度欠損が出るという予定でございます。

ただ、先ほども申しましたように、新地方

公営企業会計の改定に伴いまして、会計処

理が大きく変わります。それに伴いまして、

議員が今年度、何回か一般質問をされたよ

うに、引当金関係については収益化すると

いうことになっております。それにつきま

しては累積欠損金の解消に充てさせていた

だくということになります。 

  また、みなし償却の関係もございます。

それにつきましては資本剰余金のほうで収

益化するということで、それも赤字の解消

に充てていくということになります。 

  ただ、今、現状、今年度以降もそうです

けども、人口の減少、水量の使用料の減と

いうようなことが、今後もずっと続いてい

くというように思われます。その中で収益

は減る一途をたどっているという状況の中、

先ほども申しましたように、単年度赤字が

解消されるというような状況ではございま

せん。それを、その体質を変えるには、や

はり将来的に向けて料金改定が必要ではな

いかというように思っております。減資に

ついても限界があるというふうに考えてお

りますので、帳簿上、一旦は黒字になりま

すけども、何も、水道事業の体質が変わっ

たという状況ではございませんので、今後

いろいろな検討がまた必要であろうという
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ふうに思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  ここで大きな、皆さんに誤解が生じてい

るものと考えておりますが、累積赤字に困

っているときに、なぜ資本金を減らすのか、

こういう質問だと、私は解しておりますが、

本当に大丈夫ですかと、逆ではないんです

か。資本金をふやさなければ赤字解消にな

らないのではないかという、素朴な疑問が

出てきて当然だと、私は思います。私も３

０年前にこの言葉を聞いたときには、そう

思いました。確かにこれはマジックではな

いのかと、だましではないのかと、なかな

か理解できなかったということを覚えてお

る次第であります。きっとこの思い込みが、

赤字イコール水道料金の値上げを連想させ

てしまうわけです。資本金を減らしたらお

金が減っちまうんじゃないだろうか。資本

金を減らしたら何か不都合がことが起こり

ますか。答弁お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  資本金の減少につきましては、不都合が

起こるというような状況は起こりませんけ

ども、ただやはり収支のバランスの関係が

ございますので、むやみやたらに減らすと

いうのはいかがなものかというふうには思

います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  なかなかこの問題はわかってもらいづら

いわけですが、なぜ資本金を減らせば、減

資すれば、累積欠損金を解消できるのかを、

ちょっと説明していただけませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  減資についてでございますけども、みな

し償却制度の廃止に伴いまして、今議会で

も第９号議案で上程させていただいており

ますように、資本金の額の減少の件という

ことで上程させていただいております。本

町では自己資本金として計上していた固定

資産にかかわる補助金に当たる６億9,３７

１万5,０００円を資本剰余金に振りかえ、

順次収益化するというような状況でござい

ます。これは新地方公営企業会計制度移行

に当たりまして、自己資本金を資本剰余金

に振りかえないと、長期前受金としての収

益化ができないためでございます。これを

行えるのは、地方公営企業法第３２条第４

項の規定によって行うものでございまして、

今回、会計制度が変わることによるもので

ございまして、今回がその時期に当たると

いうことでございます。 

  それと、減資につきましては、真に必要

な場合に例外的な措置として行うというよ

うな状況でございまして、通常、頻繁に取

引で行うものではないというように理解し

ております。会社経営なんかにおきまして

は、先ほど議員がおっしゃいましたように、

減資をすることによって出資がまだふえる

とか、そういう場合には行いますけども、

本来は余り行わない、また総会なんかにも

議決が必要というようなことになろうとい

うように思っております。町としては、減

資をする場合には議会の議決が必要という

ようになりますけども、今後ともその減資

につきましては慎重な判断が必要だという

ことでございます。今回は時期がちょうど、
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その会計制度の変更に伴って行う時期に当

たりますので、今回は一度黒字にはなりま

すけども、体質的には何の変わりもないと

いうような状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今、みなし償却の話がございましたが、

みなし償却と減資は全く関係がございませ

ん。今回の話は、自己資本制度が変わると、

その資本という考えもなくなっていくと、

そういうふうに言われています。資産から

負債を引いた残りを純資産と、こういうふ

うにあらわして、資本という概念がなくな

っていくということでございます。 

  ９月議会で、監査委員が総括的に監査し

ている、このような答弁がなされました。

今、作成されている損益計算書、貸借対照

表の適正性という問題がございますが、監

査委員によって財務諸表の適正性を担保さ

れているのでしょうか。お答えいただけま

すか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、議員が御指摘のとおり、監査委員さ

んに監査をしていただいておると、そうい

うことでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今お話をしているのは、財務諸表の適正

性を、この人が適正であると判を押す、一

般で言えば公認会計士の役を果たしている

のですか。どうです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おっしゃるとおりでございまして、監査

委員さんが決算審査をしていただきまして、

監査委員の意見書を付して議会に提出し、

議会の認定をいただいているということで

ございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  私、大阪府に出向きまして、この件も問

いただしました。要するに、適正であると

いうその権限者、今いないんですよ。だか

ら私が前々から言っているように、一度外

部監査をしていただいたらいかがですかと

申し上げてきたわけです。公認会計士のよ

うに、この、今出されている決算書が適正

であるという判定者がいないんですよ。適

正であるという判定者は、自治体にはいな

いんです。それ、もう一度確かめてみても

らえますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほどと同じ答弁になるかと思うんです

けども、決算審査を経て、監査委員さんに

意見書を書いていただき、それをつけて議

会に提出し、議会の御認定をいただいてお

るということでございますので、今おっし

ゃっている各財務諸表等についても、議会

に認定をいただいておるということでござ

います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  どうも平行線をたどりそうでございます

けれど、はっきり申し上げて、そういう認

定者は存在しない、これだけははっきり申
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し上げたいと思います。 

（発言する者あり） 

○８番（小寺正人君） 

  いないんです、存在しない。だから問題。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁、求めますか。 

○８番（小寺正人君） 

  とにかく、この認定せずに出してくるか

ら、こういうおかしな決算書ができるわけ

です。 

  これから、平成２６年度から、新しい公

営企業会計に移行していくわけでございま

すが、会計処理が今まで以上に高度になる

ということで、新公営企業会計に当たり、

一般会計から繰り入れるお金の処置はどう

いうふうになっていくのか、説明していた

だけますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  お答えいたします。 

  まず、一般会計からの繰入のお金の内訳

でございますけども、まず人件費関係がご

ざいます。それと、企業債の償還金に当た

る部分に、交付税参入されている分ですけ

ども、その部分が大半になると思います。

それを、一般会計から繰り入れられたもの

につきましては、そのとおり、その科目で

支払うというような状況になると思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今の答弁では会計がわかっているとは思

えないので、いま一度、継続的にやりたい

とは思いますけれど、資本取引、損益取引

の分離という問題からして、それはもう頭

から私はおかしいということだけは指摘し

ておきます。 

  それでは、情報処理のクラウド化につい

て、移ります。 

  全国約３００団体がクラウドを導入する

中で、豊能町が次期情報処理システムを、

従来どおりのクライアントサーバ方式から

クラウドシステムを採用すると、こういう

ふうに決定なさいました。正しい判断、望

ましい判断と評価したいと思います。 

  自治体クラウドというのは、自治体、地

方公共団体が、システムのハードウエア、

ソフトウエア、データなどを自庁舎内で保

有・管理することにかえて、外部のデータ

センターで保有・管理し、ネットワークを

経由して利用することができるというシス

テムであります。複数の自治体の情報シス

テムの集約と共同化をあわせて推進すれば、

さらに効果が出るものとされています。し

かしながら、問題はその中身であります。

多額の費用を要する情報処理、ＩＴなしで

は、今や仕事をやっていくことはできない

時代になっています。しかしながら、財政

推計ですね。財政健全化推進プランの中に、

１年間３００万円、５％の削減、このよう

に書かれているわけですけど、この根拠と

いうのはどういうもんなんでしょうかね。

どうして５％しかないんですかね。ほかの、

インターネットでもどこでも調べてみられ

たら、ほとんど３０％以上の効果額、出し

てるんですよね。現実に削減されている。

奈良県だったら平均で５６％削減しました

と言ってるのに、その１０分の１しかない。

これは一体どのように見積もられたのか、

ちょっと教えていただけますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 
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  財政健全化推進プランにおいては、今、

議員のおっしゃったとおり、年間３００万

円の削減目標ということでございます。 

  クラウドなのに、どうして３００万円だ

けの効果額なのかということでございます

けども、これは従来から使っております住

基システム、これにつきましても、もうリ

ースがアップしておりまして、町のものに

なっておったというようなこともあって、

再リースというような格好もあったので、

新たに平成２６年度からクラウドシステム

を導入するわけでございますけども、比較

するもとの経費が既に低かったので、計算

上、効果が出てこないというものでござい

ます。 

  しかしながら、議員のおっしゃっている

とおり、クラウドシステムにすると、大変

な経費的な効果はあるということで、経常

経費として比較をしたので、３００万円の

効果となったということでございます。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  ここに、５％ですか、電算ＩＴ関連予算

の５％の削減、年間３００万円になってる

んですね。ところが、私が過去に情報公開

しました資料によると、１億8,７００万円

とか、１億2,８００万円とか、そういうレ

ベルのお金がかかっているという情報公開

資料があるんですよ。この３００万円が

５％に当たるというんだったら、6,０００

万円しかかけてませんよということになり

ませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  私、先ほども申し上げたとおり、このた

びの健全化推進プランは経常経費の削減と

いうものを掲げております。今、議員のお

っしゃった１億何がしというのは、投資的、

臨時的経費、その年度限りのシステム改編

とかも含めた経費をおっしゃっていると思

われます。私どもが掲げておりますのはラ

ンニング経費のほうでございまして、ラン

ニング経費だけで言いますと、平成２６年

度予算で申し上げますと、年間の経費は6,

１９０万円程度ということになりますので、

３００万円の効果というふうな計算をさせ

ていただきました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  それでは、まず、今、豊能町では情報処

理に関してどのような組織、どのような体

制でやって、今まで来たのかということを

お尋ねしたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  情報処理システムの体制ということでご

ざいます。これは総務部の秘書広報課のほ

うに電算担当がおりまして、その担当課に

おいて、現在の情報処理システムの問題点

等を洗い出しているというようなところで

ございます。 

  関係部署のほうにも、そういう者はおり

ますけども、それぞれについて体制という

ことを申しますと、秘書広報課が中心でや

っておりまして、各それぞれの担当課にも

それぞれで電算担当がおるというようなこ

とでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今、秘書広報課の職員１人が担当者なわ
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けですよね。原課には原課の担当者がおり

ますよ、そういう意見でございましたけれ

ど、もうこれは全国、我々が２０カ所ほど

見てまいりましたけど、要するに情報推進

課とか、情報企画課、こういう課が必ずあ

るんですよ。この課に必ず原課が相談して、

いろいろな助言をもらって、初めて進めて

いく、そういうふうなシステムであります。

だから、情報企画課というところを通った

お金がそこで全部把握できてるわけです。

それからシステムも把握できてるわけです。

そういうシステムに、豊能町は今、なって

ないでしょう。原課が勝手に出してるんじ

ゃないですか、その入札を。秘書広報課通

してやってますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  豊能町には、そういう専属といいますか、

専門の課がないではないかという御指摘が

一つございましたが、それについては我々

は、秘書広報課のほうでやっておるという

ふうに認識をしております。 

  それから、契約について、ばらばらでや

っていないのかということでございます。

その課でやるものとしましては、例えば私

たちの所管で言いますと、財務会計システ

ムというのは、財政担当と出納室で共同で

使っておると、それを全課の全ての職員が

使うんですけども、そういう、限られた課

が使うシステム、それについては、例えば、

今申し上げた財務会計システムは財政の担

当課が入札を行う、それから戸籍とかにつ

いてもそうなのかなというふうに思います

し、秘書広報課で使っておりますのは、住

民基本台帳システムでございますとか、あ

とは行政ネットワークシステムのほうで、

それは秘書広報課のほうが総合的に契約等

を進めて、統括をしておるというようなと

ころでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  統括しているというのは、予算をそこで

一元的に扱っていると、そういう意味です

よね。情報のシステムとか、仕組みとか、

そういうことはやっておられますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  秘書広報課が統括はしておりまして、使

いますのは各課が使うものでございます。

それにつきましては各課と業者が打ち合わ

せをいたしますし、当然、秘書広報課の担

当もそこに入るということでございますの

で、全て網羅して把握はできておるという

ことでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  それではお伺いしますが、今回その自治

体クラウドを決定するに当たり、どのよう

なロードマップというんですか、行程を経

て、どのようなクラウドを導入すると、ど

のような手法を用いてやるように決定され

たのか。いろいろな手法が、実はクラウド

にはあるんですよ。いっぱいあります。そ

の検討をどこもやってるんですよ、いろい

ろとね。ある日突然にその予算額が上がっ

てくるということは考えにくいわけです。 

  まず、単独利用型というクラウドがある

んです。レディメイド型とも言っている。

ベンダーによって提供されるＳａａＳサー

ビスを利用する形なのか、それとも共同利

用型、チームオーダー型と呼んでいます。

協定を結んだ複数の自治体が共同利用、こ
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れをしてサービスを利用する、そういうや

り方。それからプライベート型、これがオ

ーダーメイド型と言われて、自治体個別に

構築したクラウド環境サービス、これを利

用するという方法なんですけど、一体どの

方法を採用されるんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、考えておりますのは、今現在使って

おります住基システムが日本電算というと

ころなんですけども、その日本電算のサー

バを使うということで、単独利用型でござ

います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  日本電算を今使っているということは、

私たちもわかっているわけです。そこはま

たほかのところにつくってるんですよね。

代理店なんですよね。実はどこがつくって

るんですかね、このシステムは。それは御

存じですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  その日本電算のクラウドシステムにつき

ましては、システムは日本電算がつくって

ると思うんですけども、場所はたしか神奈

川県にあって、全国の日本電算のクラウド

を使う自治体は、そこのサーバを使うとい

うふうになっております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  私が京都府庁で聞いたのとちょっと違う

ような気がするんですけど、一遍確かめて

みてください。ＲＫＫという会社の代理店

として存在していると、このように聞いて

おりますけれど、私が間違ってるのかもし

れん。私が間違っているいうことは、京都

の専門家さんが間違っているということに

なりますけれど。 

  それで、このシステムを、当然、１社し

か見てないわけですやん。なぜいろいろな

会社の検討しないんですか。それを教えて

もらえますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  １社しか見ていないという御指摘でござ

います。そういうことはございませんでし

て、たくさんの会社を比較したものでござ

います。その中で、今使っておりますシス

テムが日本電算と申し上げました。クラウ

ドに変えたとしても、今使っておるシステ

ムを使えるので、そういう改編の費用が全

く要らないということでございます。もし

も他の企業のクラウドを使うとすると、シ

ステムから、一から変えるということにな

るので、莫大な初期投資が要るということ

で、初期投資の要らない、しかもクラウド

型ということで、日本電算を選びたいとい

うことを思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  初期投資とはどんな投資のことを指して

いるのか、ちょっと教えてください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  システムを一からつくることを指してお

ります。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  システムを一からつくるという、そのソ

フトウエアのことをおっしゃってるんです

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  言い直させていただきます。 

  データの移行費用が莫大にかかるという

ことでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  これは、全国的に問題になってるんです

けど、間違いなしにかかるそうです。かか

るんですけど、これ何か交付金の対象にな

るんですよね。補助金が出るでしょう。対

象になるんですよ。ちょっと調べてみてく

ださい。また今度言います。 

  データ移行、同じ会社なら大体とらない

と、そうですよね。ところが、変えると、

一般に手切れ金と言われてるんですけど、

とられるということです。それでも変える

か変えないかという判定をせなあかんわけ

ですけどね。 

  ちなみに、どれぐらいかかるもんですか、

データ移行費。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  申しわけございません。今、手元に数字

がございません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今、手元にないというより、ないんでし

ょう、そもそも。あるんですか。じゃあ後

で出してもらえますかね。 

  それから、大体、市町村、これを指導す

ると言えば、ちょっと大阪府には叱られる

かもわかりませんけども、大阪府とどのよ

うなかかわりを持って、このシステムは選

びましたか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  大阪府とのかかわりでございます。これ

以前にもちょっとお答えさせていただいた

と思いますけども、大阪府内においては、

リース期間が異なるとか、機能の共通化が

困難というような理由がございまして、共

同利用というクラウドは関心が薄いという

ことでございまして、その当時、共同でク

ラウドを利用しようという市町村はなかっ

たということでございました。そういうこ

とから、大阪府におかれましても、そのク

ラウドシステムの導入に向けた協議とか、

そういうものの調整は全く行われていない

というふうに思っておりまして、町として

は、府の動向とは関係なく、単独でクラウ

ドの導入を決めたということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  そうすると、去年と何ら変わらないと、

大阪府における自治体クラウド、共同処理、

これは各自治体の独自色が強過ぎると、カ

スタマイズが常態化していると、事務処理

方法が違うと、移行時期がばらばらだと、

財政が比較的豊かで、予算規模に比べて情

報処理費の割合が小さい、だから一括、一

斉に共同化することは難しいと、このよう

に大阪府が申しておりましたから、そこか



 

 3－49 

らは一歩も出ていないと、そういうことで

すね。 

  それで、これからの豊能町のシステム、

これを、専門性を有する人に、一遍見てみ

たらどうですかと何度も提案差し上げてい

るのが、そのＣＩＯ、最高情報責任者もし

くはＣＩＯ補佐官、これを特別任期付採用

して、もう少し豊能町の情報処理はかくあ

るべしと、そういうことを見てもらったら

どうですかと、何度も申し上げているわけ

です。素人が、これわかるはずがないと僕

は思うんですけど、いかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ＣＩＯのお話でございます。以前から御

提案をいただいております。大阪府内の状

況も調べてみました。そういう情報化の施

策の推進とか基幹系のシステムを構築する

ときに、今、議員のおっしゃった専門的な

観点で支援をいただくというようなことで、

専門職を採用しているところ、それから、

コンサルタント契約をして活用していると

ころというものもございます。そういうこ

とから、豊能町におきましても、システム

の導入とか入れかえのとき、そういうシス

テムの更新に当たっては、私どもとしまし

ても、専門的な観点からアドバイスをいた

だきたいなというようなことも思っている

ところでございます。町にとってより効果

的で効率的なシステムというものを図って

いきたいと思っておりますので、平成２６

年度の当初予算におきましては、そのコン

サルタントに委託しようということで、予

算を措置させていただいているところでご

ざいます。なお、任期付の職員については

今のところ考えておらず、コンサルタント

に委託をしたいというふうに考えておりま

す。 

  それから、先ほど答弁ができませんでし

たデータの移行費用でございますけども、

およそ3,０００万円から4,０００万円とな

っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  ＣＩＯ補佐官、私も三、四名会ってまい

りました。この前も松阪市に出向きまして

会ってまいりまして、いろいろな話を聞い

てまいりました。大体、９００万円弱でや

ってるという、その本人さんですけど、元

鳥取県商工労働部経済産業総室産業振興室

長という肩書でおやめになりまして、松阪

市のＣＩＯ補佐官に応募されて、１１月１

日からなられているんですけど、自分の使

命というのはコストカッター、これが一番

大きいだろうと。それから、要するに、こ

の情報処理システムはかくあるべしと、そ

れをつくるというのが自分の使命だと。２

年５カ月の任期でやるんだというふうにお

っしゃってました。この人たち、とにかく

物すごいやる気があるんですよ。それはも

う、後ろを絶って出てきてますので、こう

いう人たちに預けるほうがいいと思います

よ。今回、コンサル契約は年幾らでしたっ

け、予算、５０万円でしたか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後２時３２分 休憩） 

（午後２時３４分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  休憩とっていただきまして、ありがとう

ございました。年間予算額５０万円でござ
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います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  非常に安いコンサル料ですので、ちょっ

と何か不安なような気もしますけれど、2,

０００万円ぐらいするっておっしゃってま

したわ、普通はね。ずっと毎日ここへ出向

いたら2,０００万円すると、コンサルの場

合はね。 

  それから、マイナンバー制度、共通番号

制度の実施に向けてどのような検討がなさ

れてきたか、そして、その準備はもう万全

であるのかどうか、これをお聞きしたいと

思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  マイナンバー、社会保障税番号制度でご

ざいますけども、これまだ国の政省令のほ

うが定まっておりませんでして、システム

の整備費補助金交付要綱についても、原案

を示されたという、まだそんな段階でござ

います。そういう中でも、平成２６年度当

初に予算を上げておりまして、補助金の交

付申請等もすぐに行っていかなければない

というような状況でございます。国・府か

らの通知を受けて、そんなに時間がない段

階で、もうタイトなスケジュールで準備を

しなければならないだろうなというような

覚悟はしておるわけでございますけども、

まだ具体性がないという中で、引き続き情

報の収集に努めていくということでござい

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  これにつきましても、全額補助になるん

ですね、国の。それは決定したんですよね。

全額補助になるからどうなるかというと、

また丸投げという、そういうことなってま

せんか。検討してますか、本当に。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、議員のおっしゃった丸投げというの

は、業者に丸投げしてしまうというような

ことかと思います。国のほうでいろいろ、

こういう基準、こういう基準という、基準

めいたものは示されておりまして、金額の

ほうも同時に示されております。国の基準

に沿った形でやっていきたいというふうに

思っておりますし、国がつくります基本的

なものもあると。名前はちょっと今、忘れ

てしまいましたが、それを共同で使うとい

うことにもなっておりますので、丸投げと

いうことよりも、国の基準に従っていくと

いうようなことになろうかというふうに思

っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  これは本体と関連がございますので、本

体が日本電算の採用するとなれば、当然日

本電算に行くべきもんですわ、これは。ほ

かのところはさわれるはずがないので。そ

うでしょう。じゃないですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  業者につきましては、住基システムの業

者になるというふうに思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 
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  ということは、丸投げをすると、こうい

うことになります。そんな簡単に決まるも

んじゃないんですよ、システムって。我々

も昔ちょっとかじっておりましたので、そ

んなすぐにできるもんと違います。それか

ら試算もそんな簡単にはできません。確立

したものがまだないそうですけどね。ちょ

っと難しいと。そのガバナンスを何とか確

立していかないといけないといって、その

松阪市のＣＩＯ補佐官はおっしゃってまし

た。これはもう、ないんですよと、何とか

それを、自分がここへ来て２年５カ月の間

につくりたいと、このように意気込んでお

られました。 

  それから最後に、財政推計についてでご

ざいますけれど、財政健全化推進プラン、

四つの柱、１、人件費の削減、２番、事務

事業の見直し、３番、民間委託や協働の推

進、４番、歳入の確保と受益者負担の見直

し、これを柱としてやっていくんだという

ふうに宣言されてます。これに関しては、

私もおおむね正しい方向性を持って考えて

おられるなと、細かいところはわかりませ

んが、その柱としてはこれがいいのではな

いかと思います。すなわち、方向性として

ダウンサイジング、これに向かうと、公共

施設を最小化させて、人件費を最小化させ

ると。アウトソーシング、これは人件費を

固定費から変動費に変えていこうと、そし

て専門性をもう少し加味していこうと、そ

ういうことだと思います。それから物につ

いては、公共施設などをアウトソーシング

して、指定管理化して管理していこうと。

サービスについても委託化していこうと、

こういう考えでいいんですよね。どうです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  お示ししました財政健全化推進プランに

つきましては、議員のおっしゃったとおり

でございます。我々のねらいとしましては、

中長期的な財政運営を安定させたいという

ことで、この財政健全化推進プラン、５年

のプランでございますけども、５年間で財

政が健全化するというふうには思っており

ませんで、その先の５年、またその先の５

年、中長期的な基盤づくりのために、今の

うちにやっておかなければならないこと、

できることを着手していくというようなプ

ランでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  問題は、その計画性と実現性、これに尽

きると思いますけれど、これに沿って粛々

とやっていかれることを、私としては望ん

でおります。 

  それじゃあ私の、これで終わります。あ

とは引き続き、関連質問に回します。 

○議長（竹谷 勝君） 

  関連質問はございますか。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  １番・野村剛志でございます。議長のお

許しを得て、質疑のほうをさせていただき

たいと思います。 

  質疑に入ります前に、関連の質疑に入り

ます前に、私、議員になりまして５カ月、

会派の先輩議員に、それこそ、議員として

まだまだ足りない要素の部分、会派視察、

これをこの５カ月で２０カ所以上回らせて

いただきました。そしてまた、超党派で、

議会の中では先輩議員からさまざまな叱咤

激励、そして御指導と、やじすら私にとっ

ては大切な教師でございます。その中で、

これまで経験してきた中で、本日の関連質

問をさせていただきたいと思いますので、
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まだまだ至らぬところもありますが、御答

弁よろしくお願いいたします。 

  まず、そういった中から質問させていた

だくのに、水道事業会計について関連質問

をさせていただきたいと思います。 

  先ほども、会派、小寺議員のほうから質

問がありましたが、この現在の水道会計に

おいて、今現在までのことを振り返って、

また予算を立てられたと思いますが、継続

が一番大事なことと、継続していく、行政

というのは継続していくというお話ですが、

今、出された予算については、これが今の

最善でありますか。御質問させていただき

ます。お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  平成２６年度予算につきましては、最善

というようなことはないと思います。ただ、

歳入歳出の関係は、当然、判断の上で予算

を立てさせていただきました。先ほども申

しましたように、赤字体質は変わってない

ということで、緊縮財政の中で予算を立て

させていただきました。やらなければなら

ないことはたくさんあるというふうには理

解しております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  そうですよね。今これが最善なわけはな

いですよ。しかし、私たち議会もそうです

し、町も、そして町長もそうですが、目指

すところはこの手法の部分ではないんです

よ。実際、目指しているところは、平成２

６年度においては、豊能町田中町長が出さ

れた、平成２６年度の町政運営方針の中に

ある、この目標、１から６までの部分、こ

れを目指す。これが住民の負託に応えて、

それぞれの立場が住民の生活のために生か

すというところでしている手法であります。

ここにおられる理事者の方々は、町長と同

じような立場、いわゆるそれぞれの部署の

片腕としてお仕事をされていると思うんで

すよ。協働するというところ、町長は自分

一人でやってるんじゃないと、一緒にチー

ムをつくって、果たしてできているかどう

か、そこが問題だと、非常に思っておりま

す。 

  水道について、質問を引き続きさせてい

ただきますが、水道料金について、先ほど

言われた外部監査について、予算がという

ところでされないということですが、もし

予算をつけることができれば、外部監査を

されるお考えはありますか。質問させてい

ただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  外部監査の件でございます。以前にも答

弁をさせていただいたと思います、小寺議

員のほうだったと思いますが、相当の費用

を要するということで、今は、本当に必要

なときに外部監査をやりたいというふうな

御答弁をさせていただきましたが、現在の

ところも同じような御答弁をさせていただ

きたいというふうに思っております。外部

監査につきましては、条例があれば導入で

きるということで、議会の議決をいただき

まして条例をつくるということがまず必要

でございます。それから、外部監査人を決

める、公認会計士誰々さんとか、弁護士

誰々さんということについても、議会の議

決を要しますし、それから、どの項目を外

部監査するかということも、議会の議決を

必要とすると。それから、選ぶこととあわ
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せて、外部監査を契約することそのものも

議会の議決を要するということで、議会の

議決さえあればやることはできるわけでご

ざいます。 

  国が発表しております、ちょっと古いで

すが、平成２１年度時点のデータでは、都

道府県、政令市、中核市は外部監査が必置

になっておりますが、それ以外の市町村で

は、全国でも６９団体だけが外部監査を導

入しておると。大阪府内では豊中市、岸和

田市、八尾市、高石市の四つだけが外部監

査を導入しておると。費用につきましては、

その時点の全国平均で、１回当たり４６３

万円かかるというような費用となっており

ます。このようなことから、本当に必要な

ときには、当然、我々も導入はしたいとい

うふうに思っておりますが、今のところは

まだ必要性を感じていないということでご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  総務部長、適切な御回答と今の問題点、

そしてどうすればこの問題についてまた善

処していけるかというところをお答えいた

だいたと思います。常に、毎年毎年、本当

は必要なことだと思うんですが、予算とい

うものを、また新たな手法で生み出すこと

によって、このあたりは進めていただきた

いと思っております。そして、住民の幸せ

な、豊かな生活を達成していただきたいと

思っております。 

  次に、情報システム、共同番号制につい

て、関連質問をさせていただきたいと思い

ます。 

  私、先ほども申しましたように、この情

報処理について視察を、さまざまさせてい

ただきました。その中で、視察を受けてい

ただける行政というのは、実は大きく二極

に分かれておりました。これはどういうこ

とかというと、与えられて、しなければい

けないから、いわゆる与えられたものをそ

のまま丸々取り入れてやってしまった事例

と、我が事と思って、その与えられた状況

の中で、自分たちのまちに対して、どうや

れば本当のマッチングがとれるのか、カス

タマイズをして取り入れたところの、この

行政の報告というのは、明らかに中身の違

うものでした。九州のほうへ行って勉強し

てまいりましたが、私も実は先輩議員から

は、クラウドそして共同化の話、知識とし

ては確かに入れることはできました。しか

し中身、全然わかりませんでした。それを、

先ほど先輩議員が言われてました、知識、

見識、胆識というお話がございましたが、

これを知識として、知識を見識としてさせ

ていただいた。この情報はやはり勉強して

きた者として、町からいただいたお金で勉

強させていただいておりますので、これは

行政のほうへ、やはりフィードバックをさ

せていただく、これはひいては住民のため

になるというところで、おとさせていただ

く。ここ別にけんかするところではないと

思うんです。目標・目的はともに住民のた

めというところを目指しておりますので、

ここは協働させていただくというふうに思

っております。 

  町長の、トップダウンで、実は各まちで

はこのシステム導入を、ある意味ちょっと

強行にやっておりまして、なかなか職員さ

んは、今の現状の仕事が手いっぱいで、み

ずから望んでするというところは実際厳し

いものと、これは豊能町の行政の中でも大

きな問題としてあるものだと、根底にある

ものだと、実は思っております。しかし、

やはりこれは住民の将来の幸福のために、

特に血税をより有効に使うために、してい

かなければならないことだと思います。中
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身について詳細をお話しすることは、後日

にまた担当部署でさせていただきますが、

改めて担当者、総務部長にお伺いしたいん

ですが、職員の方は実際、例えばその視察

を受け入れるような行政に対して勉強しに

行かれましたか。質問させていただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  電算システムのことで、日本維新の会の

お２人の議員さんから京都府の例をお聞き

しまして、早速京都府の例を調べてみたと

ころでございます。京都府の方式につきま

しては、サーバ等の機器を、それぞれの市

町村の役所内に設置をしまして、京都府と

府内の市町村が共同で開発した独自のシス

テムであるということでございました。こ

れは住基、税、福祉などいろいろあるとい

うことで、それを利用するといった形態と

いうことでございました。それはいわゆる

クラウドというものではなくて、共同シス

テムというようなものらしいです。クラウ

ドとは呼ばないということでした。 

  仮に豊能町がその京都府のシステムを利

用するということは、実はできるというこ

となんです。京都府のシステムを豊能町が

利用する場合、その京都府から紹介された

業者と、個別に豊能町が交渉するというこ

とになるということでございまして、その

業務内容について、京都府と豊能町、制度

が異なるということから、カスタマイズが

相当必要であるということでございまして、

かなり高いものになるということでござい

ました。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  ありがとうございます。 

  京都と実際同じシステム、日本電算だと

思います。そして、クラウドというのと共

同化というのは大きく言うとハードとソフ

トです。クラウドがいわゆる通信網ですね。

データをどこに上げるかという、そういう

情報システムです。そして共同化というの

が、実はそのハード面、これを購入すると

きに、他の市町村と共有できるところは共

有して、例えば購入の費用を落とすだとか、

そういったことをやります。 

  あとは、今、先ほどの小寺議員からの質

問の中には、今のある現状のコンピュータ

を使ってやりたいというお話でしたが、Ｏ

Ｓについては、豊能町は今、何をベースに

使われているのでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ウインドウズビスタでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  マイクロソフト、このソフトが実はベー

スとなって、今のシステムの構築をしてい

るんです。 

  先ほど、実はマイクロソフトはＸＰの保

守、これに対して終わりましたということ

でありました。この次に来るのが実はビス

タなんです。このときの保守、やっぱり更

新をするに当たって、またお金がかかるん

です。ですから、今のそのビスタを、今現

行進めていくスケジュールの中で更新して

いくのが、果たして豊能町のためになるの

か。先を見越して、今、新しいシステムに

対して、もう既にお金を投入するのか。ま

た、補助金等の兼ね合いもありますが、そ

れとまたよく計算をして、このシステム移
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行、また新たな共通番号制に対応していた

だきたいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おっしゃるとおりでございまして、将来

のサポート切れ、また新しいシステムがで

きたときにも対応できるような、そのよう

なものも考慮しながらやってまいりたいと

思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  ありがとうございます。 

  議員として勉強してきたこと、これを担

当部署、行政のほうにお役立ていただける

ように、またフィードバックさせていただ

くことをお約束をさせていただきまして、

この情報システムについては質疑を終わり

ます。 

  次に移ります。 

  大阪都構想についてなんですが、やはり

まだまだこの認識、豊能町内においても、

私ども発信をしている者の発信不足、説明

不足というのも否めないと思っております。

しかし、また、これは表現が正しいのかど

うかわかりませんが、大阪府が豊能町の上

部団体としてあると思うんですね。これは

表現が適切かどうか、ここはちょっとお許

しをいただきたいんですが。その大阪市、

大阪府がそれを目指して、そのトップが今、

動こうとしている。これについては、党の

ホームページではなくて、既に大阪府のホ

ームページから、実はどういうこと今改善

して、どういうふうに進めているかという

ことは、情報収集するところがございます。

もし御存じなければ、また後ほど御説明を

させていただきますが、こういったところ

から、要は大阪府の中の豊能町ですから、

大阪府がどのように動いているかを調べら

れて、これを豊能町のために生かそうとさ

れているかどうか、これ、豊能町長、お願

いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まだ、そういったことはしておりません

でして、今、議員からお話ありましたので、

また教えていただいて、検討してまいりた

いと思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  田中町長は１年半前に、大変なスコアを

とって、住民の期待を本当に多く背負って

この場におられる方です。やはり住民のそ

の期待に添えるような、そういう活動をし

てもらう中では、やはり関連行政との情報、

せめて御自身が見る間がなければ、その担

当部署、そこに対してやっぱり見て、また

豊能町のための、その策を十分講じていた

だきたいと思うわけです。 

  また、この大阪都構想についての内容、

先ほども小寺議員の質疑の中で、御答弁の

中で、余り御認識がないというふうに、私、

思っております。またこれは後日改めて御

説明をさせていただきます。 

  最後に、財政推計について御質問をさせ

ていただきます。 

  この財政推計なんですが、再建プランな

んですが、例えば一つ出していただきまし

た特別会計の財政状況で、健康保険につい

て挙げられておられました。平成２０年か

ら平成２４年、これは大体４年間で給付費
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が１億9,７３８万円ほどですか。これが平

成２４年度から平成２５年度に、２億7,５

９０万円ほど、約1.５倍ふえたということ、

これはそもそも読めていなかったんでしょ

うか。あるいは読めていたんでしょうか。

質問させていただきます。お願いします。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  まずこれは、御質問の件でございますが、

財政推計ではなくて、国民健康保険の特別

会計の、来年度の予算の状況を説明させて

もらいました。 

  先ほどの質問にお答えさせてもらいます

が、このような事態を予期はしておりませ

んでした。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  財政推計と違うところでの質問でしたが、

お答えいただいてありがとうございます。

何が言いたいかといいますと、財政推計、

改善をしていかないかんという中で、やは

り予期せぬところ、これ実際、町の人口の

増減、それから仕事をされる、要は職を持

っておられる、収入のある世帯の数、あと

は年齢別に、この推移を見ていかないと、

本当に場当たり的にやりますと、財政は本

当に破綻すると思うんです。実際、豊能町

の年齢別、あるいはその世帯、所得があ

る・なしというところは、これは豊能町と

して調べられてますか。担当の方、お願い

します。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  税務課のデータを見れば、課税されてい

る方、されていない方の数ぐらいは出るだ

ろうというふうに思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  出るだろうというところというお話です

から、つまり、そこを管理はされてない、

ずっとその推移は見られてないということ

ですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  済みません、私は見てないですけども、

税務課の職員は見ておるというふうに思い

ます。申しわけございません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  ありがとうございます。 

  町長にお伺いしたんですが、これ分析の

指示を出されておられますか。非常に今後

の財政にとって、本当に大事なことだと思

うんですが、いかがでしょう。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  非常に大事なことだと思っております。

指示はできておりませんでしたので、指示

いたします。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  済みません、先ほどの課税の数でござい
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ます。当初予算の説明資料に記載をしてお

りました。申しわけございませんでした。 

  町民税の個人の均等割の納税者数は、１

万５４５人、個人の所得割の納税者義務者

数は9,５７３人となってございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  時間も押し迫ってまいりましたので、あ

れなんですけど、つまり、これを、この今

から３年、５年、１０年というふうに追い

かけて、予定して予算とかやっぱり考えて

おかないと、あるいは各部署はその対応を

考えておかないと、これはいかんと思いま

す。 

  それで、今の御答弁の中で、総務部長は

ありましたと言って出されたんですけど、

町長にその指示をされている認識がないと

いうところが、町全体を見渡して、大所高

所の位置から俯瞰して物事を見て、豊能町

全体のためになることを計画を立てていか

ないかんお立場で、やっぱりそこはちょっ

と欠落をしておりますというふうに感じざ

るを得ない。本当にちょっとびっくりして

おりますけど、やってますよと言ってほし

かったんですけどね。本当に、この平成２

６年度の、あるいは中長期でビジョンを立

てられているとこあると思うんですけど、

町政運営方針、これが絵そらごと、書きゃ

ええという、いわゆるすることに終始して

書かれたものでないことを祈っております。 

  私たちは町長の掲げられた目標・目的に

沿って、実はこの事業計画を立てて、みん

な審議、実行してるんですよ。その中でや

はりこの目標を実現するための手法をこら

しています。さまざまなことで、それには

一長一短あって、優先順位というものをし

っかり吟味して考えなければなりませんが、

このことを町長に切に願って、私の質問を

終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、日本維新の会の一般質問を終わ

ります。 

  この際、暫時休憩といたします。 

  再開は午後３時２５分といたします。 

（午後３時０９分 休憩） 

（午後３時２５分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、新風会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  管野英美子議員を指名いたします。 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  議長のお許しをいただきましたので、質

問をさせていただきます。議員になりまし

て２回目の一般質問です。理事者の皆様、

どうぞわかりやすい御答弁をよろしくお願

いいたします。 

  １２月議会に引き続きまして、中学の給

食について質問をさせていただきます。 

  １２月議会で回答が残っておりましたの

で伺います。汁物はインスタントですか。

お答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  工場のほうも見学させていただきまして

確認しました。汁物につきましては、一冨

士の工場において調理されたものでありま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 
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  そのお答え、ちょっと安心しました。小

学校の給食のおだしのとり方、カツオと昆

布でしっかりとられているということを考

えますと、やはりそのほうがいいかと思い

ます。 

  また、私は２月の初めに、夕食サービス

を展開している工場へ見学に行きました。

残念ながら、そのつくっているところは見

られなかったのですが、炊飯は炊飯釜が機

械の中を移動する間に炊き上げられていま

す。お米も、洗うところから炊飯が始まっ

ています。今回、お世話いただきます一冨

士ケータリングさんもそのようなんですけ

れども、そのラインの中で豊能町の給食の

分だけ約５００食、別に炊飯ができるので

しょうか。お聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  御飯につきましては、本町が確保した豊

能産のお米、これを専用の洗米機でといで、

ほかの米とは別の炊飯ラインとなります。

これが豊能町へ提供されるということで契

約させていただいております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  いろいろなことが払拭されて、とてもう

れしい回答をいただいています。 

  豊能独自の食材も搬入予定ですが、その

ことについてもお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  基本的にはメニュー作成は、同時に作成

しておりますおかずは寝屋川市と共同とい

うか、ともにしてコストを下げるというこ

とを基本にしておりますが、年間に、やは

り季節に応じた豊能の、例えばとれた野菜

であるとかということを取り入れられない

かということで、メニューの工夫というこ

とも、年間に何回か入れたいということで

は想定しております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  今回、給食のこと、業者のこと、いろい

ろ調べているうちに、この業者の給食のつ

くられているところ、配送などが、今、回

答にもありましたように、寝屋川市のホー

ムページに動画で出ていました。寝屋川市

の１２校のうち６校も、ここの業者の給食

です。その業者の仕事内容や、教職員が栄

養について子どもたちと話し合うようにな

ったとか、こんなことをここで確認するの

は、ちょっと情けないような気がしました

が、本来なら議会で質問する予定でした。

業者の食に対する取り組みや、衛生面など

はしっかりされていて安心しました。保護

者の皆さんは試食会の食事に対して、大変

不安がっておられました。それで、寝屋川

市の栄養士さんは、その業者の栄養士さん

と連携をとって献立を作成したり、随分手

をかけられているようなんです。先ほど高

尾議員の質問で、２校に１名の栄養士さん

とお答えもいただきましたが、寝屋川市の

ようにきめ細かな対応、情報発信をしてい

ただけますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  今現在取り組んでおります小学校給食の

ほうでは、栄養士というよりも、今現在、
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栄養教諭の資格を持った者が連携して情報

発信、それからさらに加えて、ひかり幼稚

園の給食でも、ひかり幼稚園に配属してお

ります栄養士が情報発信させていただいて

おりまして、今後、中学校においても同様

に、栄養教諭の配置をさせていただきたい

と思いますので、その栄養教諭による情報

発信をさせていただきたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  全員喫食ということで、アレルギーの生

徒にも対応されていますね。アレルギー疾

患、これに対しては、私の子どもが重度の

アレルギー疾患だったので、大変不安を持

っています。混入という問題です。２月に

アンケートをとられましたが、その結果を

教えてください。アレルギー食対応の生徒

の人数も教えてください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  アレルギー調査の件でございますが、小

学校と同様に、中学校で必要とするアレル

ゲンの除去が必要な生徒の把握をするため

に調査させていただきました。人数それか

らアレルギーの程度というものは、今ちょ

っと私、データをお持ちさせていただいて

おりませんので、別途御報告させていただ

ければと思います。 

  それから、除去食の方法ですが、まず基

本的には全献立で、アレルギーがひどく出

る和そばを使ったもの、それから魚卵類、

シシャモ、それからタラコ等も含みます。

それからカニ、それからカニエキスを使っ

たものは使用しないと。それからナッツ類、

こちらも症状は激しく出ますので、ナッツ

類は使用しません。それから、野菜・果物

の生の提供はしないということで決めてお

ります。 

  それから、別途、通常献立プラスＡ、Ｂ、

Ｃの献立の体系を整えておりまして、Ａ献

立、これは卵に対するアレルギーの方、卵、

それから卵を使ったエキスを除くメニュー。

それから次のＢ献立、これはエビ、タコ、

イカ、それから青魚というものにアレルギ

ーを示される方用で、それらを除去したメ

ニュー。それからＣ献立、これは完全にＡ

献立、Ｂ献立に含まれるアレルゲンプラス、

主なものであります小麦それから乳製品、

大豆など穀物類とか乳製品のアレルゲン物

質を、考えられるアレルゲン物質を全て除

去したメニューということで、同じメニュ

ーにはならない、代替メニューと考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  以前の議会で、アレルギー食は名前を書

いて確実に本人に届けられると答弁されて

いますが、アナフィラキシーショックもあ

ります。先日の全員協議会で、エピペンも

使えるように先生方には指導をされるとい

うことなので、アレルギーの対策は確実に

やっていただきたいと思います。 

  何度も言いますが、小学校の給食はすば

らしいものがあります。私は、自校方式、

小学校から運ぶ親子方式が理想だと思って

いますが、小中一貫校が実現できたら、ま

たそのようになることを願っています。 

  １２月議会の議会だよりでは、私は給食

のことだけを書かせていただきました。そ

れを見た生徒たちが、担任の先生と給食の

話ができるということを大変楽しみとして

いる生徒さんもいるということを保護者か

ら聞かせていただきました。楽しい給食の
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時間となりますように、ぜひよろしくお願

いします。この件につきましては、また給

食が始まりましたら再度質問させていただ

きます。 

  続いて、教育について。パソコン、タブ

レットの導入について。光風台小学校、東

ときわ台小学校で、平成２５年に更新され

たパソコン、タブレット、光風台小学校で

パソコンを、東ときわ台小学校でタブレッ

トを見せていただきました。パソコンはオ

フィス２００３から２００７になったとき、

私自身もワードやエクセルで、メニューの

形がリボンと呼ばれる形になり、表示形態

やメニューの配置が大きく変化し、使用し

たい機能がどこにあるか把握するのも大変

でした。昨年、コンピュータクラブの先生

が長期にお休みをされて、手伝いに入った

ことがありましたが、パソコンの苦手な先

生もいらっしゃいました。また、議員の中

にはタブレットを上手に使われる議員がい

らっしゃいまして、漢字や用語、法律など

も調べてもらったりしています。随分便利

なものです。既に先生方や御家庭にも新し

いパソコンやタブレットを持っておられる

方がいると思いますが、授業での指導方法

など、先生方の研修は進んでいますでしょ

うか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  平成２５年度に情報教育、情報機器教育

に係る教職員研修として、１０月２１日、

それから２３日と、光風台小学校、東とき

わ台小学校、導入した学校へ、続けて機器

操作の研修を、これはメーカーのというか

業者の方に来ていただいてしております。 

  それから校内研究会ということで、光風

台小学校では１０月２９日に、２年生を対

象として、コンピュータを利用した授業の

取り組みについて校内研修をしております。 

  それから、豊能地区内での相互交流研修

ということで、豊中市開催のＩＣＴ研修、

こちらのほうにも参加をさせております。 

  それから、池田市の教育情報化研修にも

参加をさせております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  コンピュータルームでは、先生のデスク

にも一つディスプレイがあって、児童のパ

ソコンの画面が同時に見られるようになっ

ているようで、大変充実してきたなと思っ

ています。ぜひ有効活用していただきます

よう、お願いいたします。 

  また、タブレットについては、コンピュ

ータ室に行かなくても、教室で、また観察

などのときはカメラ撮影も可能なので、幅

広い教育ができると思います。なれれば簡

単なことなのでしょうが、ちょっと取り扱

いが難しいというか、こちらも各クラス、

学年でどのように活用されていますでしょ

うか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  授業での活用ということで、教員は、教

室ではタブレットも使えますが、まずは映

像、それから音声、この新しい機器ではそ

ういったことが得意になってまいりますの

で、そういうことを使った情報、それから

課題の提示等をさせていただいております。 

  それから、児童については、インターネ

ット、こちらを活用した調べ物をするとい

う学習、さらに、児童がタブレット機器で

簡単に記録を書く、それから報告をする、
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それからほかの児童に説明をするという、

言語活動と言われる分野での活用も、共同

学習において利用させていただいておりま

す。 

  さらに児童には、学習ツールというか、

ソフトを活用した基礎・基本の反復練習、

こちらのほうにも活用しております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  平成２６年度は東能勢小学校、吉川小学

校にも導入され、予算化されています。ぜ

ひみんなで重厚に使っていただきたく思っ

ています。 

  続いて、西地区の小学校の統合について

お伺いします。 

  何度もこの話をして申しわけないんです

けれど、西地区の小学校の３校の統合につ

いては、１２月議会でも質問させていただ

きました。少子化に歯どめがかからないこ

とに加え、財政難ということもあって、統

合すればよいのではという質問をし、５年

後をめどに小中一貫校を目指していると回

答いただきましたが、先に小学校を統合し

ておくというお考えはないのでしょうか。 

  平成２６年度、光風台小学校の新入生は

２５名、東ときわ台小学校が２８名、吉川

小学校が９名だと伺いました。一番校区の

大きな光風台小学校が１クラス、たった２

５名ということに大変驚きました。昨年は

４７名でしたから、年代によってばらつき

はあると思いますが、少子化に歯どめがか

からないというか、私の周りにも子育て世

代が大変少なくなってきています。 

  昨年の６月議会で、国による設置基準が、

小学校と中学校が違っていて、プール、校

庭、教室の広さ、その基準に基づいてお金

が出てくるという議論があり、カリキュラ

ムの問題では、小学校と中学校では教える

中身が違っていて教科名も違っている。す

っとつながるというのはなかなか難しい面

があると御答弁されています。それなら、

小学校を先に一つにまとめていくという考

えにはなりませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答えさせていただきます。 

  先回の議会において、５年後とか一貫校

というところまでは答弁させていただかな

かったかと思っております。平成２２年に

審議会が、小学校・中学校教育の一貫性の

ある教育が重要であるといったような観点

を踏まえて検討したい、教育委員会として

検討したいという答弁であったかというふ

うに記憶しております。 

  今のところ、教育委員会としてどう考え

ているのかということなんですけれども、

議員御指摘の点も非常に重要だというふう

に考えておりますが、この際やはり一貫性

のある教育ということを、もちろん子ども

が少なくなっている現実はあるんですけど

も、一貫性のある教育を、この町として、

やはりきちんと計画をして行うことがやは

り重要なのではないかと、今現在、考えて

おりまして、今後、もちろん学校規模のこ

との影響も考えつつ、本町において小中一

貫校を設置し、その隣接に子ども支援施設、

それからこども園も置いて、小さいころか

ら中学生まで、シームレスに教育ができる

というようなことができるかどうか。可能

性でありますとか、それにかかわる、今、

お話になったような課題でありますとか、

そうしたことについて、検討していきたい

というふうに考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 
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○２番（管野英美子君） 

  先に小学校を統合しておいたらという質

問はどうですか。中学校ではなくて。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  なかなか難しい質問でありますが、先ほ

ど申しましたように、現在のところ、教育

委員会の検討として、やはり小学校が少な

くなってきたから、一つ一つというか、一

緒に統合するというようなことも大切とい

う御意見なんですけども、それよりも将来

的に、そうした学校も一緒にして、一緒に

小中一貫校の設置ということの可能性を考

えることがやはり必要なのではないかと。

少なくなってきたから統合するというよう

なことも、一面重要だと思うんですけれど、

それよりも、小中一貫した学校をつくると

いう計画を具体的に、可能性も含めて考え

ることのほうが、今のところ重要ではない

かと考えているという次第であります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  私は地域で、学校、家庭、地域と連携を

とって活動してまいりましたので、地域に

おける学校の存在というのは大変大きいと

思っているんですね。ですので、学校がな

くなるという考えは余りしたくはなかった

んですけれども、さらに、過去の答弁では、

少人数での教育はわかりやすくていいと言

われたり、塾でも個別指導があるぐらいで

すから、次年度の新入生の吉川小学校の９

名と、光風台小学校の２５名では、９名の

ほうが目が行き届くと思うんです。それで

も、どの学校も１クラスで少人数なんです。

全部合わせても６２名、２クラス。２クラ

スあれば、子ども間のトラブル、もめごと

があったり、いじめがあったりしたときも、

この子とこの子をちょっと離しておいたら

いいかなと、１年間クールダウンといいま

しょうか、そういうことができると思うん

です。現場では、３クラスあったらいいな

と、よく聞きます。子どもたちはクラスが

えがない中で、席がえがとっても楽しみだ

と言っているんです。１年間に生まれる赤

ちゃんの人数が６０名や７０名と伺ってい

ます。議会では、何度も何度もこのことを

質問されて、うんざりでしょうけれども、

もう限界じゃないでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  適時に、小中をまとめるといいますか、

統合化して、進めていく必要が今後出てく

るかどうか。その可能性について、その課

題について考えていきたいと思いますが、

それ以前に、それをいつするかというよう

なことも含めてなんですけども、それがち

ょっとまだわからないという状況がありま

すので、その間に小刻みな統合をするべき

かどうかというような議論だとか、そうい

たことも含めて、今の議員の御提案をしん

しゃくしてみたいと考えます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  学校によっては、男子・女子の割合で随

分つり合いのとれていない学年があるんで

す。男女共同参画の時代に、男子や女子を

分けている場合ではないんですけれど、学

校では更衣室や宿泊学習のお部屋なんかも

違います。男女の人数の均衡にも、大きい

ほうがいいと思うんですね。 

  それと、学校の改修のことも１２月に質
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問しました。統合するならそれは必要ない

かもしれないんですけれど、災害時は地域

の避難所や防災の拠点にもなり得るわけで、

高齢者がふえてきて憩う場所が少ないとも

言われています。そんなときに校舎は使え

ると思うんです。大切な財産だと思ってい

ます。学校があいても無駄ではないと思い

ます。 

  先ほどの質問の給食も、そこでつくって

運べるのかとも思うんです。５年間という

のはあっという間に来ると思うので、ぜひ

統合に向けて考えていただきたいなと思い

ます。 

  続いて、保育料金について御質問します。 

  同一世帯に２人以上就園している児童が

いる場合は、うち１人を除く児童の保育料

及び預かり保育は無料とするとありますが、

不公平感がぬぐえません。どういう理由で

この制度になったのでしょうか。一度にお

金が要るという救済なのでしょうか。お答

えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  御質問にお答えします。 

  少子化対策の一環として、それと、同時

に多子を保育される保護者の御負担を和ら

げるため、第２子以降を無料とするという

ことをさせていただいております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  同時に入っている人だけですね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  同時に幼稚園・保育所へ通わせている保

護者。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ２月１３日に発表されました厚生労働省

の、２００８年から２０１２年の市町村別

の人口動態統計、１人の女性が生涯に産む

子どもの平均数を示す合計特殊出生率、豊

能町は0.８２でワースト３位です。２２日

のふれあいフォーラムの講演者、ピータ

ー・フランクルさんも、豊能町を調べてこ

られたんでしょうね。ワースト３と言われ

ました。こんなことで有名になってはいけ

ません。子育てがしにくい町なのかなと思

われてしまいます。ダイオキシン、土砂崩

れ、マイナスイメージばかりです。 

  ちょっとここで余談なんですけれども、

豊能の教育はすばらしいものがあると、こ

こで言っておきます。教育長も進められて

いる、どの子もわかる教育です。以前、学

校協議会の委員をしていたときに、先生方

の熱い思いを伺っています。 

  質問に戻ります。少子化には拍車がかか

っています。ここは３人目以降のお子さん

を無料にしたほうがいいのではないでしょ

うか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  現行の制度でなく、平成２７年度から、

子ども・子育て支援新制度がスタートする

ということで、そのスタートに向けて、現

在、国においても保護者の負担のあり方を

整理・検討中でございます。既に国の制度

においても、保育所に限ってなんですけれ

ども、保育所の子どもについては第２子半

額、第３子以降無料という制度がありまし
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て、それを豊能町は先行して、今まで第２

子以降無料をさせていただいておりました

が、幼稚園に通う保護者への軽減策も、そ

の中で検討されておりますので、その保育

料のあり方についても、国の方針等を踏ま

えまして検討させていただきたいと思いま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  私の友人に、３年ごとに生まれた３人の

お子さんがいる人がいます。全くこの恩恵

にこうむれないんですね。一度にお金が要

るのは大変かもしれませんが、教育にかけ

る費用は３人分要るんですね。また昨年、

５人目のお子さんを産んでくれた人もいる

んですね。この方もです。たくさんお子さ

んを産んでくれるのは、私はありがたいと

思っているんですが、この方たちへの配慮

といいますが、ぜひ手を差し伸べてほしい

と思います。 

  それからホームページの、「「とよの」

に住もう」の表示が誤っていると思うんで

すね。保育所・幼稚園の第２子以降無料化、

２人目以降の保育料が無料と、表紙に書か

れているんですけれど、もう少し丁寧に書

かないと、２人目以降が無料だと思って、

「「とよの」に住もう」なので、これを見

て来られたら、うそつきと思われますけれ

ど。ぜひ訂正してください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  早速訂正させていただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  次の質問に移ります。 

  小学校の放課後教室のあり方について。

小学校では、おおさか元気広場の事業から、

放課後の子どもの居場所づくりに力を入れ

てきました。私もこの事業に長年協力して

まいりました。高学年の児童を対象に、わ

くわく教室、光風台小学校ではたまり場ク

ラブ、東ときわ台小学校や東能勢小学校で

は学び舎と称して、地域のボランティアと

協働して実施しています。各小学校では学

校支援事業を展開していますが、集まって

ただいたサポーターの皆さんを全て学校支

援に活用できていない。そこで放課後の先

生として、児童にさまざまな体験をさせて

いただいています。また、２年前からは、

４年から６年までを対象に、留守家庭児童

育成室の高学年版として活動しています。

これは費用の面から、福祉のほうからお金

が出ていると、そうなったと伺っています。

そして平成２７年度からは、留守家庭児童

育成室の入室対象者が６年生になるまでと

伺っています。では、この放課後教室の活

動も、平成２６年、あと１年だけですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  各小学校に学校支援コーディネーターを

配置して行っております、わくわく教室、

放課後学び舎ですが、今年度同様、継続さ

せていただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  今年度同様ではないと思うんですけど、

次年度は謝金が半分になるということと、

私の質問は、あと１年だけの事業ですかと

いうことです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 
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  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  平成２７年度以降も、例えば留守家庭育

成室と連携したりしながら、実施できるよ

うに進めてまいります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  留守家庭児童育成室と連携するというこ

とは、学校の手から離れるということです

か。今、事故が起こったら管理職に伝えに

行くんですけれども、何かあったときは学

童のほうへ行くんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  留守家庭育成室も、今現在は学校の手を

離れた運営になっております。わくわく教

室、放課後学び舎事業につきましても、も

う育成室事業とするのか、今現在の体系で

あるのかというところは、まだ方針は確定

しておりません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  学校によっては、放課後教室が必ずしも

必要かと言えば、そうでないケースも実際

に出てきているんです。特に光風台小学校

でも、シートス、塾、学習教室はたくさん

ありますし、西公民館に行けばダンスやバ

レエのレッスンもありますし、木曜日には

しらかばグラウンドでサッカーもやってい

ます。おまけに最近ではゲーム機で通信し

て対戦できる、校区が広くてなかなか約束

して遊べなかった子どもも、これで遊んで

います。４年生から６年生は自分で放課後

を楽しく過ごせるというすべも知っていま

す。小学校４校一律に同じことをしなくて

もいいと思っているんです。毎日しなくて

も、曜日を決めるとか、学校に運用を任せ

ていただいてはいかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  今現在も、学校ごとに取り組みの内容は

異なりますので、学校ごとに運営していた

だければと思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  毎日やってくださいと言われていますけ

れど。放課後教室を毎日開催してください、

しかも人数をしっかり把握してやってくだ

さい、申し込み制度でやってくださいと言

われています。学校独自で、月・水・金だ

けやるとか、そういうことは許されていな

いと思いますが。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答えさせていただきます。 

  お考え、よくわかりました。このわくわ

く教室とか、それから放課後学び舎につい

ては、小学校においては、基本的には放課

後の充実した生活の場をつくるということ、

安全な居場所。中学校においては、自学自

習力の育成を目指す、自分から学ぶという

力をつけるという、そういう目的を持って

いて、府からの補助金が出てたんですが、

それが非常に厳しくなったもんですから、

来年度については、来年度以降という言い

方になるかもしれませんが、申しわけない

んですが、非常に申しわけない状況になっ

ているということをおわびしなければなり
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ません。 

  この小学校及び中学校における、わくわ

く教室及び放課後学び舎の目的については、

やはり基本的には堅持していきたいと思い

ます。継続させていきたい。ですから、現

在は毎日、基本的にやるということですが、

しかしおっしゃるとおり、ニーズが、いろ

いろ多様なことがあって、これで十分だと

いうようなことが本当にあった場合には、

それは考える必要があろうかと思いますが、

基本的には毎日開いて、やはり来る子がい

るだろうとうふうに判断したほうが、まず

は私どもとすると安心な部分があると。そ

ういったことを踏まえながらも、どのよう

な開催をしていくかということについては、

担当のほうと相談をして、今の議員の案に

ついても検討していきたいと思います。あ

りがとうございました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  私、長年コーディネーターをしていて、

ずっとこのことは言い続けてたんですけれ

ど、ここに来ないと実現できないのかなと

思って、残念に思いました。コーディネー

ターさん、みんな仲よしで、情報交換もし

ていて、たくさんのサポーターを知ってい

て、学校間で情報交換していて、光風台小

学校のサポーターが東能勢小学校に行った

りもしてるので、ぜひ充実した活動になる

ように努めてください。 

  それでは、次の質問に移ります。 

  防災のまちづくりについて質問させてい

ただきます。 

  ２月１５日に、新光風台自治会主催で避

難訓練と防災講習があり、参加しました。

新光風台３・４丁目の山側にお住まいの

方々が集団でシートスまで避難、その後、

危機管理監の方が、豊岡での災害の例を挙

げて、わかりやすくお話をしていただきま

した。その際に行政が思っていることと、

実際の自治会組織とのギャップが見えてき

ました。新光風台では、年度初めに連絡体

制図をいただき、全体の組織がよくわかっ

ています。もし避難することになったら、

確認作業、安否確認は班長さんだと、危機

管理監はおっしゃっていましたが、私たち

にはそこまでの自覚がないように思われま

す。３日間地域で頑張れば、公的な支援が

必ず来ますとおっしゃっていただきました。

自治会の広報には、シートス、自治会館で

の備蓄品も載せていただいて、教えていた

だいています。自治会の力、自主防災が今

こそ必要だと思います。今回の新光風台自

治会の訓練は、とてもよかったと思います。 

  町政運営方針で、防災のまちづくりを目

標６に、安全・安心のまちづくりで、自主

防災組織の活性化を図るとあります。今後、

行政として、どのような形で防災のまちづ

くりを自治会と連携をとって進めていかれ

ますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  議員のおっしゃるとおりで、災害が発生

した場合、行政だけで対応するということ

には限界がございます。住民の皆さんが頑

張っていただく、住民の皆さんの力という

ものが必要不可欠でございまして、皆さん

にみずから考えていただくとか、みずから

行動していただく、連携していただくとい

うことを進めてまいりたいというふうに思

っております。 

  行政としましては、ハード面といいます

か、急傾斜地の改修、これ全然進んでおり

ませんけども、そういうこともしなければ

なりませんし、あと防災備蓄品をそろえる
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ということも必要でございますけども、ど

うしても予算に上限がある、限りがあると

いう中で、議員も参加していただいたよう

な訓練のようなもの、それからソフト面の

対策としましては防災の出前講座、それか

ら、地域版のハザードマップの作成などを、

地域の皆さんとともにやるということを進

めてまいっているところでございます。 

  また、防災意識を高めていただくという

ことで、初期消火訓練、それから普通救命

講習、また、防災センターの視察なども、

住民の皆さんにみずからやっていただくと

いうことで、行政がそれを支援していくと

いうようなことをやってるところでござい

ます。 

  それから、土砂災害の、そういうものも

やっていくんですけども、自治会としまし

て、自治会の方々にもそういうお願いをし

ているところでございまして、来年度以降

も、今申し上げたような取り組みを進めて

いきたいというふうに考えているところで

ございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  きのう、希望ヶ丘で集会がありました。

その中で自治会長さんが、自治会に入って

いない方にも案内を配りました。自治会に

入ってほしい旨もおっしゃっていました。

高齢化で、班長ができないといって自治会

を抜けていかれる方も多くいると伺ってい

ます。新光風台の自治会の組織率がほぼ１

００％で、活動がとてもしやすいわけです。

行政から自治会への参加を促すのは筋違い

かなとは思うんですが、自治会長さんは行

政連絡員です。そんな話は出せませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おっしゃるとおり、防災の面からは、皆

さんに自治会に入っていただくということ

が望ましいと思います。自治会でなくても、

地域の皆さんの連携ということはできるで

しょうけども、やはり組織だった動きをし

ていただくということでは、自治会に入っ

ていただくということは非常に大事だとい

うふうに思っておりますので、そういう呼

びかけというものもできる機会にやってい

きたいというふうに思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、新風会の一般質問を終わります。 

  お諮りいたします。 

  本日の会議時間は、議事の都合により延

長したいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  御異議なきものと認め、本日の会議時間

は延長いたしました。 

  次に、公明党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて８

０分とします。 

  永谷幸弘議員を指名いたします。 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  議長より発言の許可をいただきましたの

で、３番・公明党、永谷幸弘の一般質問を、

通告のとおりさせていただきます。 

  初当選より２回目の当選となりますけれ

ども、理事者側におかれましては建設的な

答弁をよろしくお願いいたします。 

  本日、私は、４点について質問させてい

ただきます。 

  まず１点目ですけれども、乳幼児等医療

費助成制度について質問いたします。 

  少子高齢社会の抱えている課題は大変に

深刻であります。また、子どもを産み育て
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にくくしている要因はさまざまであると思

います。結婚の必要性を感じない、結婚し

ても子どもを産む考えがない、自分自身の

人生を楽しみたい、そういう若い人たちの

意識の変化も確かにありますけれども、何

よりも子育てにお金がかかり過ぎるという

ことが大きな要因となっていると考えてお

ります。また、核家族化の進展により、子

育て環境が大きく変化していることも影響

していると思っております。 

  乳幼児等医療費助成制度は、乳幼児疾病

の早期発見と早期治療を促進するとともに、

少子化が進行する中で、子どもを安心して

産み育てることができる環境づくりを推進

するため、子どもを持つ家庭の経済的負担

の軽減を図ることを趣旨とした制度である

と認識しております。 

  豊能町のホームページには、子育て世代

が安心して子育てできるように、保護者の

経済的負担を軽減し、児童福祉の向上を図

るためと、その趣旨が書かれております。

その趣旨を踏まえて、昨年、平成２５年４

月１日からは、入院医療費の一部助成対象

を中学３年生の生徒まで拡充されました。

大変にありがとうございました。 

  府内の乳幼児等医療費助成制度について

は、各市町村の特色を生かした事業が展開

されておりますけれども、豊能町の状況に

ついて３点ほど確認させていただきます。 

  １点目は、平成２４年度末におけるゼロ

歳から６歳までと、７歳から１２歳までの

対象児童数について。この点についてよろ

しくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  平成２４年度末におけるゼロ歳から６歳

までと、７歳から１２歳までの対象児童数

についてでございます。ゼロ歳から６歳に

つきましては、人口が６２３人のうち、対

象児童数は５８５人。７歳から１２歳は、

人口が８６６人のうち、これについては把

握できません。なぜならば、ゼロから６歳

は乳幼児医療証交付申請の際に所得要件が

ございますので、その所得要件を把握でき

るために対象人数の把握ができるわけです

けれども、７歳から１２歳については、一

旦保護者の方に払ってもらい、その後、償

還払いをする申請時に所得要件を見ること

になりますので、これについては対象児童

数がわからないということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ７歳から１２歳については把握できない

いうことなんですけれども、これ、全くで

きないですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほどお答えしましたように、これにつ

いては所得要件がございます。所得要件が

あるので、７歳から１２歳までの人口はわ

かるわけです。それは８６６人で、ただ、

その医療の対象者の人数はと言われました

ら、それはわかりませんということでござ

います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  わかりました。 

  ２点目ですけれども、平成２４年度末に

おける、満６歳までの乳幼児の通院・入院

にかかった医療費の公費負担額と件数につ
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いてお答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  平成２４年度末における満６歳までの乳

幼児の通院・入院にかかった医療費の公費

負担と件数についてでございます。通院に

つきましては7,００３件、公費負担額は８

１３万5,４５２円。入院でございますが、

７５件、公費負担額は２７６万2,６６０円

でございます。なので、合わせて、7,０７

８件、公費負担額は1,０８９万8,１１８円

でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  わかりました。 

  ３点目ですけれども、平成２４年度末に

おける、小学生の入院にかかった医療費の

公費負担額と件数についてお聞かせくださ

い。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  平成２４年度末における小学生の入院に

かかった医療費の公費負担額と件数につい

てでございます。入院は１４件、公費負担

額は４４万7,７３９円でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  次、この平成２４年度末お聞きしたんで

すけれども、今後の対象児童数、公費負担

額と件数について、その推移なんですけれ

ども、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  申しわけございません。今後の、先ほど

推移、質問の趣旨がわかりませんので、も

う一度お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  この対象児童数、当然少子化でございま

すけれども、それを考えまして、今後の公

費負担額と件数の推移ですね。上がってい

くのか、下がっていくのか、それが推理で

きればお答え願いたいんですけど。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷議員、この３点ありますやんか。推

移というのはどの部分の推移。全体で。 

○３番（永谷幸弘君） 

  全体です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  まず、小学生の通院助成の推計を申し上

げます。これは、人口が減っておりますの

で、件数につきましては6,９２８件、公費

負担額は恐らくは７６０万円前後を推計し

ております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ちょっと質問が悪かったかもしれません

けど、結局は、私が言いたいのは、今後こ

の公費負担額ですね、件数ですね、下がる

のか、上がっていくのかという方向で聞い

てるんですけど。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  非常に難しいと思います。なぜならば、

生徒の数は減りますので、多分減るんだろ

うと思います。ただ、医療費については水

ものでございますので、その辺は非常に難

しいということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございました。 

  今月の、１月２９日付の読売新聞の朝刊

なんですけれども、富田林市の子ども医療

費助成の記事が載っておりました。ここに

原本あるんですけれども、この内容なんで

すけれども、富田林市の人口は１１万6,８

５１人。これは昨年の１２月末の現在なん

ですけれども。２００２年のピークより、

約9,９００人減少しております。特に２０

代から３０代で市を離れる人が多く、昨年

８月から９月にかけまして、中学生以下の

子どもを持つ4,０００世帯に育児環境につ

いてのアンケート調査を行いました。寄せ

られた回答は2,１６３件、回収率５4.１％

でした。その結果、７1.４％が「子育てし

やすいと思う」と回答しております。「思

わない」の２4.７％を大きく上回っており

ました。「思う」の理由では、子どもの医

療費助成など支援施策が充実が最多で、通

院で小学６年、入院では中学卒業まで医療

費の大半を助成する施策が高く評価された

と書いてありました。豊能町に同じように、

人口の減少は続いております。先ほども、

管野議員からもお話がございましたけれど

も、ことしの２月１３日付で厚生労働省か

ら、１人の女性が一生の間に産む子どもの

数、出生率ですけれども、全国の市区町村

の中で、豊能町は0.８２と３番目に低いと

いう報告がなされております。そういうこ

とを考えていきますと、子育て支援の観点

から、子育てにおける経済的負担を軽減す

ることは大切なことであると考えておりま

す。そして子育て環境のさらなる充実で、

子育て世代の転入を促進し、町に活力をも

たらすことが重要であると考えます。私は、

定住化の推進、子育て世代に優しい育児環

境充実のために、また、子育て中の不慮の

けがによる通院負担軽減策として、現在の

満６歳までの通院医療費助成を小学６年生

まで拡充されるよう、ぜひ御検討願いたい

と思います。そして、名称を、子ども医療

費助成制度に変更してはいかがでしょうか。

積極的な答弁を期待いたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほども答弁させていただきましたけれ

ども、現在、乳幼児等医療費助成について

は、平成２５年４月から中学生まで拡大し

てまいりました。今のところ、通院に関し

ましては助成は考えておりません。なので、

このところにつきましては御理解を賜りた

いと存じます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  町政運営方針ですね。定住化の推進云々

と書いておるんですけれども、私はその一

環として、この点をしっかりと、町自身が

前向きに取り組んでいってほしいと思って

おります。でないと、ますます、ワースト

３からワースト１の方向にいってしまうと

いうふうに考えておりますので、この点に

ついて町長の考え方等、よろしくお願いい

たします。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  今、新聞を引用して、非常にわかりやす

い資料、ありがとうございます。今のお話

も参考にしながら、今後、検討してまいり

たいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  子育て世代の方の声は、やっぱり小学生

ぐらいまでが一番けがをしやすいという声

をいただいておりまして、切なる声を聞い

ております。ぜひこの点は、町側、しっか

りと受けとめていただいて、もう少し前向

きな方向で検討していただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

  次の質問に変わります。 

  ２点目ですけれども、妊婦健康診査の公

費助成について質問いたします。 

  御承知のとおり、我が国において定期的

な妊産婦健診が行われるようになったのは、

１９６５年の母子保健法の制定以降であり

ます。当時、日本の妊産婦の死亡率は、米

国、英国に比べ３倍近い高い数字を示して

いました。その後、健診内容の充実などか

ら死亡率は下がりましたが、２０１１年度

では出産に伴って４１人の妊産婦が亡くな

っております。厚生労働省は、平成２５年

３月に、妊婦健康診査の公費負担の状況に

かかわる調査結果についてにおいて、妊婦

の健康管理の充実及び経済的負担の軽減を

図り、安心して妊娠・出産ができる体制を

確保するため、一層の充実が図られるよう、

市区町村への周知徹底を促すとして通知を

行っております。その妊婦健康診査の公費

負担の状況調査についての内容ですけれど

も、平成２４年４月１日現在における妊婦

健康診査の公費負担の状況について調査を

行ったところ、全ての市区町村で１４回以

上実施されまして、公費負担回数と公費負

担額の全国平均は、それぞれ１4.０４回、

９万6,６９９円となっております。 

  ここで、豊能町の状況について確認をい

たします。 

  平成２４年度末における公費負担額と件

数について、答弁をお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  平成２４年度妊婦健診の実績についてで

ございますが、公費負担額は３６４万3,２

４０円、件数は７０６件でございます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  今、お答え願いましたけれども、これに

ついても今後の推移なんですけども、減っ

ていくものなのか上がっていくものなのか、

もしわかればお答え願えますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  出生率を見ておりましても、非常に減っ

ておりますので、今後減る可能性のほうが

多いのではないかと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございました。 
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  現在、豊能町の公費負担回数は１４回で

すね。全公費負担額は７万5,０００円とな

っております。公費負担額につきましては、

全国平均の９万6,６９９円と比べて少し低

い数字でございます。妊婦健康診査の実施

等につきましては市区町村に任せられてい

るため、地域によって公費負担額、回数が

違うことも、十分に私は承知しております。

しかしながら、定住化の推進、また、元気

な赤ちゃんを母子とともに健康に出産でき

るように、さらに子育て支援の充実を図る

ためにも、公費負担額を全国平均の水準、

１０万円まで引き上げますよう、ぜひ御検

討願いたいと思いますが、いかがでしょう

か。積極的な答弁をお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  妊婦健診費用の助成についてですが、妊

婦さんが安心して出産・子育てできる環境

づくりで進めております。今後のことでご

ざいますが、拡大につきましては必要であ

ると認識しております。なので、私どもの

ほうの財政状況等を検討しながらも、進ん

でまいりたい。財政状況を勘案しながら検

討してまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  先ほども述べましたけれども、豊能町の

出生率、0.８２なんですね。全国平均は1.

３８なんです。これやっぱり引き上げてい

くためにも、こういう助成をしっかりと打

っていかないと、一つの施策として、やは

り今の７万5,０００円から１０万円まで上

げていかなければ、子育て世代の転入も図

れませんし、定住化も図れないと思います。

そういう意味で、すぐにはできないと思い

ますけれども、前向きに、この辺をしっか

り考えていただいて、住みやすい豊能町に

つくっていただきたいということをお願い

します。これについて、町長の考え方、ど

うでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましても、非常に重要な問

題だとは思っておりますけれども、財政状

況も勘案しながら検討してまいりたいとい

うふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  先ほどの子ども医療費といいますか、乳

幼児の医療費も重ねまして、やっぱり豊能

町に人を呼び込むためには、もう少し積極

的な、財政の面もございますよ。しかしな

がら、何かをしなければ人は入ってきませ

ん。そういう意味で、理事者側におかれま

しては、今回のこの私の一般質問の場だけ

じゃなくて、これ以後しっかりと真剣に考

えていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

  次に移らさせていただきます。 

  次に、３点目の、学校等における熱中症

対策について質問いたします。 

  ことしの２月５日に、世界気象機関ＷＭ

Ｏは、２０１３年の世界平均気温が過去の

平均を0.５０度上回り、記録が残る１８５

０年以来では、２００７年と並び、観測史

上６番目の高さだったと、こう発表してお

ります。温室効果ガス濃度が上昇する中、
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気温は今後も上がり続けると予測しており

ます。ことしの夏も猛暑が懸念されますけ

れども、学校等における熱中症対策につい

て、答弁をお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  現在、学校等で取り組んでおりますのは、

まず、運動会の開催時期の変更、９月末か

ら１０月に、または６月に変更しておりま

す。また、暑さ対策のため、児童・生徒の

席にはテントを設営する、練習のうちから

テントを設営するというところに取り組ん

でおります。 

  また、中学校でのクラブ活動では、屋外

で長時間活動する場合には、帽子の着用、

これを推進しております。 

  保健室のほうでは、体調不良の場合の緊

急時の対応として、水分補給用のドリンク、

こちらのほうを常備しております。 

  また、児童・生徒への周知のため、保健

だより等によって、熱中症予防のための工

夫ということを掲載して、注意喚起を行っ

ているところです。 

  また、今年度でございますが、猛暑対策

ということで、教室に各２台ずつの扇風機

の設置を行ったところです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  各学校の現状は、教室はクーラーついて

ないと思います。扇風機の設置等で対応し

てということを聞いておるんですけれども、

現状での熱中症対策を考えますと、保健室

につきましてはクーラーはついてると思う

んですけれども、そこをしっかり冷やして

おいて、エアコン効かせておいて、熱中症

にかかりそうな生徒をそこへ連れていくと

いうのも一つの当然な案なんですけれども、

それが休息させて、熱中症予防になるとい

うふうに思いますけれども、一番大事なこ

とは、いろいろな、運動会の延期とかある

んですけれども、やっぱり生徒への熱中症

教育ですね、この辺も踏まえてしっかりや

っていくほうが、私はいいんじゃないかと

思います。現状されているかどうか、答弁

よろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  まず、先ほどとお答え重なるんですけど

も、保健だより等によって、熱中症予防の

ための工夫について、児童・生徒への注意

喚起を行っております。それからまず、教

育委員会としても、校長会、それから保健

担当者会等で注意喚起を行い、教員への情

報共有を進めるということを行っておりま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  保健だよりというのは渡すだけなんです

かね。例えば先生がホームルームか何かで、

それをちゃんと話しして、注意するんです

よというふうにされるのかどうか。もう一

度答弁お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  これ、ホームルームでお配りするものと

解釈しておりますので、担任の先生がそれ

をもって、やっぱり暑い時期には注意を促

すということを努めていただいております。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ということは、ホームルームで先生がし

っかりと、その書物をもって生徒に教育し

てるということで理解していいわけですね。

わかりました。ありがとうございます。 

  そういう、熱中症の怖さをしっかりと教

えていただいて、こういう状態になれば熱

中症になるぞということを、しっかり教育

していただきたいと思っております。そう

いう子ども、特に小学生等、教育すればし

っかり入っていきますし、熱中症の怖さも

わかっていきますので、今後とも引き続い

てよろしくお願いしたいと思います。 

  そこで私は、安価にできる熱中症対策の

一環としまして、ミストシャワーというの

がございます。それは全国津々浦々、今そ

ういう設置が進んでおります。それも一つ

は、熱中症対策の一つの大きな方法かなと

いうふうに考えております。保育園、小・

中学校ですね。設置が、全国津々浦々で、

今、設置されております。ミストシャワー

につきましては、ミスト散布機を使いまし

て、水道水を霧状に噴射しまして、その気

化熱で周囲の温度を下げる効果がございま

す。日本で昔から行われている打ち水と同

じ原理なんですけれども、霧は素早く蒸発

するために、手足や服はぬれず、気温を約

３度下げます。水道の蛇口と直結するため

に、電気は要りません。１時間使用しても、

水道水はバケツ１杯程度、これもいろいろ

な設備の大小によりますけれども、大体１

杯程度で済むというように聞いております。

仮に、児童・生徒たちが運動場や体育館で

運動した後に、昇降口や体育館の渡り廊下

に設置されたミストシャワーを利用すれば、

当然体感温度は下がるという、そういう熱

中症対策の一環になるかなというふうに、

私は期待しております。児童・生徒の暑さ、

熱中症対策につながりまして、何より児

童・生徒が喜んでくれると、そういうふう

に考えております。どうか熱中症対策の一

つの方法としまして、ぜひこの御検討願い

たいと思いますが、いかがでしょうか。積

極的な答弁をお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  ミストシャワーにつきましては、炎天下

もしくは猛暑下において、学校においても

シェルターとしてはいい案だと思いますの

で、その設置経費、安価ということでおっ

しゃっていただいておりますので、設置経

費、どれぐらい要るのか、それから冷却の

効果、子どもたちに好評であるのか、一度

その辺を検証していって、よければ広めて

まいりたいなと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  かなり、その設置費用はかからないとい

うように聞いておりますので、ですから安

価でできるということですので、ぜひとも、

保育所も含めまして、保育所、幼稚園、小

学校、中学校、しっかりとその辺も踏まえ

てやっていただきたいと思います。 

  続きまして、４点目ですけれども、昨年

１２月に一般質問しました、有効期限切れ

ワクチンの接種について確認をさせていた

だきます。 

  その後の、被接種児童の健康状態なんで

すけれども、ホームページ見ましても、た

しか出てないという意識でおるんですけれ

ども、その後の、まだ経過措置かもしれま

せんけれど、もしわかれば、その健康状態

について教えていただければと思います。
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お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  ５名の児童には、抗体検査ができるまで

の間ですが、看護師が週１回程度連絡いた

しております。抗体の検査時には医師が健

康状態を確認いたしました。ですが、最終

的には、５名の方々は平成２５年１２月１

９日、全て健康で抗体がついております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございました。 

  次に、１２月定例会で、私、提案させて

いただいたんですけれども、豊能町医療安

全対策マニュアルですね。それについてど

のように考えていらっしゃるのか。１２月

議会におきましては生活福祉部長が、勉強

させていただきますという回答を、たしか、

私はいただいておりますので、その後の進

捗並びに勉強していただいてどのような形

に進行しているのか、全くされないのか、

その辺の状況をお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  勉強させていただきました。日本医師会

において、平成１９年４月１日でございま

すが、医療法の改正に伴いまして、これま

での病院と、ベッドのある診療所に義務づ

けられていた医療安全管理体制がベッドの

ない診療所においても義務化され、診療所

を含む医療機関に対し施設規模に応じた医

療安全対策が求められるようになりました。

また、新しく院内感染防止対策、医薬品安

全使用及び医療機器安全使用を確認するた

めの体制整備も義務化されました。そこで、

各医療機関の規模にかかわらず、安全管理

体制の整備に対応できるような医療従事者

のための医療安全対策マニュアルが作成さ

れております。したがいまして、各医療機

関においては、日本医師会の医療従事者の

ための医療安全対策マニュアルを基本に従

事されておるため、本町独自のマニュアル

については、策定については、現時点では

考えておりません。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  つくらないということで、現状の今のお

話なんですけれども、それをもって、昨年

の誤った、有効期限切れワクチンの接種と

いうことでなったわけでしょうか。要する

に、今現在あるんですね、そのマニュアル

は。それを使いながら、しかしながら有効

期限切れのワクチンの接種に至ったという

ことなんでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員指摘のそういう点も踏まえまして、

私ども独自の、ワクチンの管理マニュアル

をすぐに策定し、そのとおり実施しておる

ところでございます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  大体内容はわかりました。これ以上私も

言いませんけれども、もう二度とこういう
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ことは起こしてはなりません。当然起こし

てはならないことなんですけれども。 

  あと、今後、診療所の話なんですけれど

も、民営化というか、委託化ですかね。そ

ういう話も出ておりますので、その辺はし

っかり町の管理といいますか、全て民営委

託化ということで投げやりにするんじゃな

くて、大事なところですので、しっかり町

もその点を、管理も含めましてやっていた

だきたいというふうに思っております。被

接種児童の健康状態は問題ないということ

で聞きましたので、それはもう本当に不幸

中の幸いと申しますか、これはもし何かあ

れば、今いろいろと豊能町、問題点、出て

おりますよね。またこれがプラスアルファ

ーになりますので、本当にこの住みやすい

まち豊能町、入ってきたい豊能町という、

そういうキャッチフレーズが崩れてしまい

ますので、その点をしっかり、一番大事な

点ですので、その点も踏まえながら、今後

の医療についての体制といいますか、それ

について町長からちょっと一言、よろしく

お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  医療の体制、先ほど議員からも御指摘あ

りましたように、ワクチン等、こういった

こともありまして、マニュアルも作成して、

今、対応させていただいております。二度

とこういうことがないように頑張ってまい

りたいと思いますし、また、医療について

も、今、再建プランの中でも出ております

けれども、サービスについては当然今まで

以上というようなことは目指しながら、頑

張ってまいりたいというふうに思っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  サービスは当然なんですけれども、よく

言うチームワークといいますか、何ぼいい

マニュアルをつくったって、そこで働く仲

間のチームワーク、これが一番大事だと思

っております。そういう面で、診療所の話

なんですけれども、その働く仲間のチーム

ワークですね。それもしっかりやっていか

ないと、思い込みという、去年の１２月の

議会では、思い込みでしたという話でした

ので、それが一番、この話だけじゃなくて、

全ての話に通じます。思い込みで何かをし

たと、それによって事故が起きたというの

は、当然、一般的な話でございますので、

その辺も踏まえながら、しっかりとやって

きてほしいと思います。 

  今回、４点聞いて終わらさせていただき

ましたけれども、定住化の推進、それから

子育て世代の転入の増加ですけれども、そ

れはやっぱり図っていくためには、やっぱ

り町がもう少し前向きな形で、姿で、方針

でやっていかないと、豊能町の人口もふえ

ていきませんし、やっぱり子どもたちが多

いまちほど活気があります。そういう点で、

４点聞いて、私、今回一般質問させていた

だきましたけれども、本当に前向きな姿勢

で、豊能町をよくしていこうという、そう

いう気持ちを前面にあふれた形で、皆さん

方仕事をしていただきたいと思いますので、

時間来ましたけれども、時間前ですね、済

みません。住民の安心と安全を守る施策、

これはいっぱいございます。その施策につ

いて、積極的な取り組みを期待いたしまし

て、３番・公明党、永谷幸弘の一般質問を

終わります。どうもありがとうございまし

た。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  次に、高橋充德議員を指名いたします。 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  議長の指名をいただきました。６番・公

明党、高橋充德です。一番最終的な質問で

あります。上と下のまぶたが仲よくなった

方もいらっしゃるんじゃないかと思うんで

すが、よくけんかをさせて、ばちっと目を

開けていただいて、聞いていただきたい。 

  ４点について質問させていただきます。

真摯に提案させていただきますので、しっ

かりとお聞き届けいただきたい。 

  まず、第１点目でありますけれども、こ

れは医療費の削減についてであります。国

民健康保険特別会計財政状況というのを、

ことし、平成２４年度に見てみますと、平

成２４年度の数値で、これは６５歳以下の

若年層で、１人当たりの月平均の医療費が

１万4,９００円かかってますね。６５歳以

上になるとその倍以上の３万6,１００円と

いう数字になっております。平成２５年度

の末では、６４歳までの若年層と、今現在

の６５歳以上の医療費が逆転するという推

計出ておるんですね、この前、福祉のほう

から提示させてもらった資料を見ますと。 

  そこで、当初予算の中で、健康づくり推

進事業という計画、町で計画出されてます

けれども、このウエルネス・ウオーキング

運動、推進していくための道路整備などの

事業費が計上されておりますが、これは少

し遠い将来に向けての医療費の削減策だと

思っております。このウオーキングそのも

のの取り組みについては、まだ未定なので

しょうが、この件については質問項目に入

ってませんので質問はいたしませんが、近

隣の市町村では、ノルディックウオークと

いう、これは近くの市ですけれども、講習

会や、このウオーキングに参加募集という

のを積極的に行っておる市があります。町

としてもしっかりと計画を立てて取り組ん

でもらいたい事業の一つです。絵に描いた

もちにならないように、しっかりと健康増

進に向けて取り組んでいただきたいという

ふうに思ってます。 

  さて、質問項目に入りますが、１２月の

一般質問で、ピロリ菌除去について質問を

させていただきました。若年層での取り組

みと、定期健康診断時、要するにこれは集

団検診時ですね。これに、ピロリ菌検査の

実施をしてはどうかということを、提案を

させてもらったんですが、そのときの町の

お答えとしては、こういうお答えが返って

きました。一つは、国の研究や検討を反映

し、有効な胃がん検診ができるように、住

民のニーズも踏まえて、これは検査費用の

一部負担も検討しながら、今後も国の動向

を注視してまいります。これは生活福祉部

長が言われた回答であります。副町長もこ

う言われてますね。国として、恐らく他の、

この年齢で、１４歳の、これは若年層のピ

ロリ菌検査のことなんですが、その件につ

いても、他の予防接種と何らかの重なる時

期もあると思うけれども、その辺の検査時

期、接種時期なんかをあわせて考えるんだ

と思いますと。これが医療的に答えが出て、

一定の方向で示されるものと、今、思って

おりますと。これは国のケースで、もうピ

ロリ菌検査、除去検査についても保険が適

用されるということ決まっておって、国自

身の取り組みとしても、ピロリ菌の除去と

いうことでは、かなり熱を入れてやってお

る状況なんですね。ただ、これの費用なん

かも、ただ、問題もあると思うんですが、

３月号の、これは各種検診、集団検診のお

知らせというのを見てますと、胃がん、大

腸がん検診、それと乳がん検診、子宮がん

検診、骨粗鬆症検診ということで、残念な
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がらピロリ菌除去検査については御提示な

かったということなんですね。これにね病

気に対する予防と健康管理なんですね。病

気に対する予防と健康管理が、特にこれか

ら先、重要になってくるわけです。この３

月号にあったように、町としても取り組み

がなかったということは、非常に残念では

あるんですけども、これから非常に高くな

ってかかってくる医療費から見ても、予防

するということが非常に大事なことなんで

すよね。これは、ある、仙台であった医療

関係機関の研究発表なんですけれども、こ

れはある地方のがん、がん協会ですね。検

診センターの研究会でも発表されたことな

んですけれども、自治体が行う住民検診の

受診者の多くは無症候、感じてない症候で

すね。あと高齢者ばっかりだというんです

ね。こういう研究発表をしておるんですが、

またそして、もう一つ大事なことは、ピロ

リ菌に感染をして、既に除去している方に

ついては、発がんの症状は極めてまれであ

るという研究発表があります。以前、生活

福祉部長は生活習慣病ということを言われ

たんですが、やはり若いときからのピロリ

菌感染してるものを除去してしまうと、将

来、成人になったときにピロリ菌で胃がん

になる可能性が非常に少ないという報告が

なされております。これはがん検診の、が

んの、特別の、仙台で行われた、去年の９

月に行われた会議で発表されております。

中学生から、やはり検診は考えておりませ

んというふうにお答えをいただいたんです

が、この発がん性の可能性が高いと言われ

るピロリ菌の除去のための検査というのは、

将来、個人のリスクと、あとは医療費の削

減、入院の医療費の削減ですね。こういう

面から見ても、ぜひとも取り組んでいかな

ければならない事業だと思っております。 

  例えば、最近の事例では岡山の真庭市な

んですが、昨年の８月から、これは中学の

２年、３年生を対象にして、無料で検診を

して成果を上げているという、これは報告

もあります。また、この同じ真庭市で、４

０歳以上の方たちの定期検診時、集団検診

時にも、ピロリ菌除去検査等を行っている

というふうになっています。これには多分

経費かかります。将来を見越した上におい

て、実施すべきというふうに思っておりま

す。前回、検討しますというお答えをいた

だいたんですけれども、町の考えとして、

皆さん町民の健康の面から考えて、もう一

度このピロリ菌検査、若年層からのピロリ

菌検査の導入と、定期検診時、これは集団

検診時において検診をするという項目を一

つ考える、そういうことをもう一度、お答

えをいただきたいと思いますので、よろし

くお願いをいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  現在、豊能町では、厚労省の定めるがん

予防重点健康教育及びがん検診実施のため

の指針に基づいてがん検診を行っておるわ

けです。１２月にも議員から、質問なり、

その要望があり、私どもも一定の予防の効

果、それは私どもも認識しております。た

だ、現在、厚労省においても、がんの早期

発見に対するピロリ菌の除菌の有効性、科

学的根拠のある検診方法などについて検討

が重ねられております。私どもは、１２月

から答弁変わりませんけれども、その動向

を踏まえながら、現時点では低年齢層のピ

ロリ菌の検査については考えておりません。

また、予防のためのピロリ菌除去に関する

検診については、住民のニーズも踏まえて、

検査費用の一部負担のお願いも考えながら

検討してまいりたいと思います。 
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  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  町全部が負担せよと、私、前回も言って

ないんですが、一部負担、中学生について

は検査のときに５００円程度の負担をいた

だいて検査をする。町においても同じよう

に、ここにありますとおり、これは胃がん

検診だけは1,０００円かかりますよという

ふうな助成なんですね。こういうものをし

てはどうですかということを提案させても

らっておるんですが、全て町が持つという

ものじゃありません。 

  それと、その財源をどこに求めるかなん

です。今、この町においてすごい医療費か

かってるんですよね。これは６５歳以上の

高齢となられた方の人口比率というのは、

平成２５年度９月末現在で、何と3,３７７

名。高齢化率から言うと３2.８３％という

ふうに、非常に高くなってきておるんです

ね。これはよく聞いていただきたいところ

なんですね。国の国民の医療費というのは、

全部で３８兆5,０００億円、こんだけ国で

かかっておる、国が各地方におろしている

金、３８兆5,０００億円。１人当たりでは

３０万1,９００円、これは個人の医療費な

んですが、何と、豊能町の医療費から見て

みると、前期高齢者の年間医療費が４４万5,

０００円を超えておるんですね。年間、こ

れは補助なんですが、１人当たりの、これ

は平均でいきますと、年間の医療費という

のは３３万3,６７３円、非常に高いんです

ね。全国で３０万円ですから、豊能町は３

万円ほど余分にかかっておるんですね。人

口からいくと、約2,０００人掛けると6,０

００万円のお金が、全国からいうと非常に

かかってるという状況なんです。そういう

ことから、この高額になっている全国平均

を抑えることが、やっぱり大事なことじゃ

ないかなと思うんですね。町として何とか

しなきゃいかんと思うんですが、そうする

と、まず、予防医学から見ても、先ほど言

ったように、ピロリ菌の、胃がんになって

くる人というのは、ほとんど、生活習慣と

いうのも一部、たばこの分はあるでしょう。

あるけれども、しかし、ピロリ菌の保菌者

というのは結構、胃がんリスク大変高いん

です。胸やけして・・・行ったらピロリ菌

かかってた、これはほっとくと胃がんにな

りますということは非常に多いんです。私

も数年前、これは１０年以上前ですけども、

ピロリ菌の除菌検査を受けました。そのと

きには、除菌の検査をするときはお金かか

りましたけれども、それと保険が適用され

なかったんだけれど、今はしっかりと、１

週間薬を飲み続けるんですが、やはりこう

なってくると、胃がんのなるリスクが非常

に少ない。そうすると、将来、町に住んで

いる私が入院してしまうと、高額医療で相

当医療費かかってしまう。それをやっぱり

抑制するには、この予防医学というのが必

要になってくるんですね。医療費の適性化

を図るということは、やっぱり大事じゃな

いかと思うんですね。 

  どうしたらいいかということなんですけ

れども、これ、国民保険の加入者の診療報

酬明細、これは診療したら毎月送ってくる

んですが、多分皆さんのお手元にもあると

思うんですが、私ももらっておるんですね、

医療費のお知らせということで。これ見る

と、私も去年、これは７月に受けた、去年

７月に４回ほど受けたんですけども、医療

費よりも薬代のほうが高いんです。非常に

高い。医療費が8,０００円だったら薬代が

３万円かかっておるので、だからこういう

ように薬代というの、本当にばかにならな

いんですよね。そういったことを踏まえる
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と、この、今からいうところのレセプト、

このデータベース化ということを町でやっ

ていければ、各個人ごとのデータベース、

これに、町が発行してるもんですから、出

るわけです、医療費がね、各個人ごと。こ

れをデータベース化しておくんです。そし

てこの方には、例えばジェネリック医薬品、

使ってなければ、ジェネリック医薬品使え

ますよ、同じ成分のものですよ、これは効

果はもう同じなので。ただ、メーカー品で

あるか、メーカー品でないかの違いだけで

すから、ジェネリック。これはジェネリッ

ク家電というのも、今、はやってますよね。

それと同じように、ジェネリック医薬品も

しっかりとやっていく。これで、ある市が、

こういうの出してるんです。ある市で患者

が処方された医薬品や診療内容を把握する。

これ、今言ったデータベース化なんです。

これを独自で分析をして、ジェネリック医

薬品等への利用促進を図った結果、これは

薬剤費ですね。削減率が１年間で６０億円

削減されたと。これは市ですからね。町で

はありません。ある大きな市ですけども、

６０億円もの医療費を削減することができ

たという報告があります。これもホームペ

ージ上に載ってる、探したら出てきます。

載ってますので、よく調べてもらいたいん

ですが、このレセプトをデータ化、しっか

りとすることによって、保健師や看護師な

どによる訪問看護、町にもありますよね。

これは包括支援センターにありますが、そ

この人を派遣して、あなたについてはこう

いう医療の方法ありますよ、保険料安くす

ることできます、あなた自身が払う金も少

し少なく済むんですよというような助言が

できてくるわけなんですね。こういった過

度の診療の抑制というのも図ってというこ

とを思うんですね。政府は、予防的な管理

をすることが大事ですよということで、レ

セプト事業をやったらどうかというふうに

挙げていますけども、町としてのこのレセ

プトのデータベース化という考えあるかど

うか。ちょっとお聞きしたいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  国保連合会では、検診、保健指導、医療、

介護等の各種データを持っております。疾

病予防のために、必要な人に必要な予防サ

ービスを提供できる、そのような構造にな

っておるといいますか、そういうふうにな

っておるわけですね。なので、平成２６年、

今年度ですけれども、今年６月には、その

国保のデータベースシステムの導入に向け

て、今現在作業を進めております。 

  議員のおっしゃる、データヘルスと言え

るかどうかはわかりませんけれども、今後、

レセプト、健康情報等を活用した取り組み

は進めてまいりたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  しっかりと、医療費の削減の面から見て

も、やはりこのことは取り組み、しっかり

と取り組んでもらいたいと思うんですね。

首相官邸のホームページにも、この件につ

いては載ってます。総理大臣の官邸のホー

ムページも開けて見ていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。 

  あと、次、乳がんと子宮頸がんと大腸が

ん検診についてなんですが、無料クーポン

のことについてなんですけども、豊能町に

お住まいの方の中で、この無料クーポンを

配布した患者の数というのは、わかる範囲

でお知らせを願いたいと思います。 



 

 3－81 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  申しわけありません。今その数字につい

ては持っておりませんので、しばらく待つ

なりしていただけますでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  できればお答えをいただきたいと思いま

すので、後でまたこの件についてはよろし

くお願いいたします。 

  ここにあったんですけども、先ほどの件

について、もう少し詳しく言いますと、こ

れはがん対策基本法というのがやっぱり、

生活福祉部長も御存じと思うんですね。こ

れについて、無料クーポン券というのが始

まった事業というのは、これは２００９年

から始まったものなのですが、子宮頸がん

等の検診ですね。２０歳から４０歳まで、

５歳刻みの年齢に達した方に、女性に対し

ての補助金なんですが、厚生労働省は、実

は子宮頸がん等無料のクーポン券を、事業

開始５年たったから、やめようというふう

な方向性に行っておるんですね。これじゃ

いかんということで、平成２６年度から、

平成２５年度のお金は７３億円だったんで

すけれども、それを来年度、平成２６年度

は４７億円まで国として削減しようという

ふうに言うておるんですね。町として、さ

っき言ったようになかなか低くなってると

ころなので、それで押してほしいというこ

とを言ったんですが、できたらお答えをい

ただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

  この無料クーポンのことで、コール・リ

コールというの御存じですかね。これは、

受診できなかった方、仕事の都合で受診で

きなかった方、ついつい失念して忘れてお

った方に対して、もう一度、受診できなか

った、さっき言ったのは何人受けてなかっ

たかということ、それで聞きたかったんで

す。コール・リコール、そういう推進運動

が、これ国で行われておるんですが、コー

ル・リコールをして、それから利用率を高

めて、しっかりと受診率を高めて、健康を

保っていこうと、保険料、かさむのを少し

押さえていこうという動きがコール・リコ

ール運動なんです。もう一つ、コール・リ

コール運動とあわせて、新たな取り組みと

して、国の取り組みとして、乳がんと子宮

頸がんの検診の無料クーポンを、新しい事

業ですよ、さらに４０歳、２０歳の女性に

配布をします。その上でこの２０１４年度、

ことしですね。２００９年から２０１２年

度に無料クーポンを受け取った人のうちに、

未受診者に対して再受診できるように通知

や電話をすると、これがコール・リコール

運動なんです。この方策を町としてもとる

べきであろうというふうに思うんです。せ

っかくもらった無料クーポンを無駄にしな

いで、しっかりと使って、自分の病気を管

理していただく、治していただく、そうい

うような方向性。ですからこの、さっき言

った無料でもらった人で、幾らおるかとい

うことで、その費用的なものを計算できる

と思ったので聞こうと思ったんですが、そ

のようなコール・リコール運動、隣の池田

市で、そのコール・リコールやって、今ま

で２０％しか受診率なかったのを、去年や

って４０％まで受診する率を上げておる。

これは池田市に聞いてもらえばわかります。

４０％まで上げてる、コール・リコールで。

だからそういう取り組みをしっかりと町と

してもやってあげると、より町に、豊能町

に住んでよかったな、ここまで気を使って

くれるのかという、安心・安全な取り組み
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ができるのではないかと思うんです。この

点、生活福祉部長、考え方はいかがでしょ

うか。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  実数を把握しておりませんで申しわけご

ざいませんでした。 

  先ほどの御質問でございますが、がん検

診につきましては非常に有効と考えており

ます。御指摘のとおり、未受診者に対する

受診勧奨は、私ども大変重要であると、予

防の観点からも重要であると認識もしてお

ります。なので、広報誌や町ホームページ

で、個人には電話、はがき、封書などで再

受診の勧奨の強化に努めたいと思っており

ます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  住民検診の中にも、このがん検診があり

ますけども、これとは別に無料検診クーポ

ンですからね。５年間の。これは５歳刻み

の分ですから、それとまた別の話ですから、

そこのとこはたて分けて考えてもらわんと

困ります。そういうことですから、どうで

すか、コール・リコール運動、こういう取

り組みをもう一回返答願います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  私がお答えしましたのは、あくまでも御

質問の、がん検診の無料クーポン配布者の

うちという、その通告のお答えでして、そ

の未受診者に対して電話なりはがきなり封

書なりで再受診を求めることは、非常に予

防上有効と考えておりますので、そのよう

に努めさせてもらいます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  そのとおりですね。コール・リコール運

動、しっかりと取り組みをお願いいたしま

す。 

  厚生労働省はこの対策を充実させるとい

うふうに転換させたんですけれども、新た

な取り組みとして、さっき言ったように、

もう一回無料クーポンそれぞれ、もう一回

それぞれ４０歳と２０歳の人に配布します

と、こう言っておるんですね。そのときの

取り組みというのは、町に求められるのは、

受診勧告か、それともクーポン券の配布か

ということを求められるんですよ。新しい

制度ですよ。ですから、そういうこともあ

るので、町としての、しっかりと、取り組

み方もやっていただきたいというふうに思

いますので、よろしくお願いします。 

  何名かというのはもう一回、答え出たよ

うですから、お聞きしたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  平成２５年度の無料クーポン券の配布で

ございますが、乳がんは７１４人、子宮頸

がんですが５２３人、大腸がん検診ですが、

1,４００人、以上でございます。まだ、そ

のうちの受診者がまだ把握できません。こ

れは配布の数でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  受診者はわかるけれども、やっぱりなか

なかつかみづらいと思うんですが、この未

受検者ですね、乳がんが７１４人、子宮頸
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がんが９２３人かな。 

（発言する者あり） 

○６番（高橋充德君） 

  ５２３人ですね、済みません。この人に

しっかりと、行ったか行かなかったか、受

けたか受けなかったかを聞いて、もう一回、

受診してくださいという旨をよろしくお願

いを、この手を打っていただくようにお願

いをしておきます。 

  では、次の質問に入らせていただきます。 

  次、これは地域の防災の強化なんですが、

これは昨年、消防組織法というのが変わり

まして、それに基づいて、消防団支援法と

いうのが、今回見直されております。消防

団員は、地元を守るというにおいては、崇

高な使命感で、ボランティア精神でやって

おるんですよね。それが現状だと思います。

この団員の方に、本当に毎日、今回もそう

ですが、出ていただいて、頭の下がる思い

をしております。昨年１２月に、地域防災

力充実強化法というのが成立されて施行さ

れましたけれども、それによると、消防団

員の処遇改善、装備品の改善、訓練の充実

に向けた予算というのが、国として３４億

円確保されております。装備品または活動

拠点等の整備といったことにも、補助金の

対象となると言われています。豊能町とし

て、国が定めた計画ではありますけれども、

五つの項目について、これは国が指示して

います。町として、消防団として要求して

もいいよという分ですね。 

  一つは、これは救助資機材を登載した消

防ポンプの自動整備、これが１点。これに

は約３０億円出てますね、市町村分。あと、

自主防災組織に、資機材の整備をして、消

防団員等が各種訓練を行い、地域の防災の

リーダーを育成しますよ、これについては

新規の事業で、約4,０００万円しかついて

ませんが、少ないんですけども、これもあ

るということと、消防防災施設整備補助費

に、消防団等の活動拠点施設を新規にメニ

ューにして追加、これは、補助は２分の１

補助出ます。これについては多分、各消防

団あると思うんですが、あればお答えいた

だきたい。あと、消防団装備に対する地方

交付税の措置について。安全確保装備等の

活動資機材を中心に、配備実態等を踏まえ

て、大幅に増額。それと、消防団車両及び

拠点施設の機能強化に対する地方財政措置、

これは緊急防災とか災害事業とかの継続を

していきますと、こういうふうになってお

るんですが、例えば安全確保のための安全

靴、救命胴衣、これはチェーンソーですね。

情報の伝達にはトランシーバー、救命胴衣、

何で豊能町で救命胴衣やねんと言うかもし

れませんけども、豊能町では数十年前に川

が氾濫して大きな災害をもたらしています。

余野川も台風のときに、災害、決壊寸前ま

で来たこともあります。そういったことか

ら、やはり国の、町民の安心・安全を守る、

本当にボランティアでお願いする消防団員

の方に、危険を伴わない、なるべく安心し

て働いていただけるような装備を、やはり

考えていただかなければいけないんじゃな

いかと思うんです。国のお金ですけれども、

これもやっぱり要望していかないかんと思

うんですが、消防長のお考えをお聞かせ願

います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  西本消防長。 

○消防長（西本好美君） 

  お答えいたします。 

  特に取り組むべき事項ということで、今

回の団に係ります支援法も十分にといいま

すか、重く受けとめております。消防とい

たしましては、とりあえず２点のことにつ

きまして、今、考えております。 
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  まず１点でございますが、救助資機材搭

載型の消防ポンプ自動車の整備ということ

でございます。これについては平成２５年

度分として、国に対しまして無償貸与要望

を行っております。これが１点でございま

す。 

  もう１点でございますが、消防団の装備

ということでございます。これについては

議員のほうからも御指摘ございました内容

を含めまして、やはり団員の安全確保装備

費、また活動用の資機材の整備ということ

で、本町の地域、活動に必要な装備品とい

うことで、消防団と十分協議した中で、整

備充実に図っていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  せっかくの国の事業ということで、お金

がついてくるわけですから、しっかりと消

防団員のために、我々の命を守ってくれて

いる団員のために、装備等をしっかりと備

えていっていただきたいというふうに思い

ますので、よろしく、全力を尽くしていた

だくようにお願いします。 

  あともう１点、災害弱者を守る体制の整

備ということについてですが、この件に関

しては、うちの豊能町独自ではできない事

項なんです。実は箕面市との関係もあるん

ですが、提携をして、消防と救急について

は箕面市と一緒にやってますから、これは

独自でできない問題だろうと、これは消防

長、独自で判断できない、豊能町長も一緒

に混じって、箕面のほうもあわせて、これ

は一緒にあわせて考えていかなきゃいけな

いことなんですけれども、携帯電話のＧＰ

Ｓというのは、今や多く設置しております。

今後、アンテナを利用して、瞬時に災害を

発生している場所に、これは後期高齢、要

するに災害弱者の登録をされておる人に対

して、そういう人を、消防のそういう高機

能なシステム、消防システムというのある

んですよね。そういうところに、その人が

どこに住んでるよということ等、ピンポイ

ントで入力しておくと、名前入れただけで、

あの人どこにおるから、何か災害あったら

そこに行ける、何か救急あったらそこに行

ける、そういうようなシステムなんですね。 

  今、豊能町では、消防それと救急用には

特別なナビゲーションシステムが導入され

て、すぐにわかるようになってるというふ

うに見させていただきましたけれども、あ

るんですけども、それとは別に、そういう

ようなシステムを消防本部に入力しておく、

そうすると端末に、何かあったときに出て

くるというような方向性を、これは検討し

ていかないかんのじゃないかと思うんです。

これは消防独自でできません。生活福祉部

も関係する話です。これはさっき言ったよ

うに、非常に難しい人権問題ありますし、

救急法ありますから、できない問題であり

ますけれども、やってる市も結構あるんで

すよね。うちは町で独自でできないもんで

すから、箕面市さんと一緒に考えていかな

きゃいけないんですが、こういうシステム

の方法もあるよということをぜひとも知っ

ていただいて検討していただきたいと思う

んです。通告書の中にもちょっと描いてあ

りますが、検討していただけるかどうかと

いうところですね。独自でできないことは

たしかです。これはもう、本当に町全体で、

みんなでやらないと、これはできない事項

なんですが、安心・安全に暮らせるまちづ

くりということを挙げれば、そういうこと

もしっかりと取り組んでいかなきゃいかん

事項だと思うんです。うたい文句じゃない

んですけどもね。どうでしょうか、この点、

消防長お聞きを願いたい、可能かどうか。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  西本消防長。 

○消防長（西本好美君） 

  お答えいたします。 

  システムのことでございますが、豊能は、

箕面市との司令業務の共同運用ということ

で、高機能の指令システムで、今現在動い

ておりますが、箕面市さんの考え方もござ

いますので、これは今後やっぱり検討して

いくべきなのかなというふうに思っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  あと、福祉関係から見た面で、その可能

かどうかいうところだけ、状況判断的なも

のがあるかどうか、これは生活福祉部長に

お答え願いたいと思うんですが、よろしく

お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  私は、箕面市ともというのは、なかなか

答えにくいところがございますが、システ

ム化自身は、私は取り組むべきであると考

えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  そうなれば、やはり首長である町長は、

しっかりと箕面市さんと連携をしてもらっ

て、こういうことがあるからぜひとも進め

ていきましょうという発案を、携えて町民

のために、市民のために頑張っていきまし

ょうということを、町長から働きかけとい

うか、取り組みをやっていただきたいと思

うんですが、どうでしょうか、この点につ

いていかがでしょう。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この件につきましては、先ほど箕面市の

件、それとまた個人情報の保護の件もあり

ますので、まずは町内で、本当にやってい

けるのかどうかということを検討して、そ

れから箕面市のほうに、やっていくという

ことになれば箕面市のほうに働きかけたり

したいというふうに、その辺について検討

を進めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  福祉関係的には、やっぱりやったらいい

という方向ですから、私、以前提案させて

もらった見守り隊の件、かなり、１４の業

者が、今、参入してくれてるんですよね。

だからそういうところもしっかりとリンク

しながら取り組んでいくべき問題だと思う

んです。そこまで来てるわけですから、多

分もう出してもいいんじゃないかと思う。

ですから、消防のシステムの中にリンクし

ていく、それが一番早道だろうと思うんで

すね。 

  箕面市の道どりなんかもありますけど、

そこのところがあるからちょっと難しい面

もあるんですが、そこのところは首長同士

の話し合い、よろしく検討を、やる、検討

する言いましたので、よろしく頼みます。

よろしくお願いしておきます。 

  あと二つあるんですが、ＬＥＤに関して、

これ以前私も５月、昨年の３月議会でＬＥ
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Ｄに関して質問させてもらいました。各自

治会もＬＥＤ化を求めてますよということ

で、これもしたらどうですかということと、

あと、庁内全体のＬＥＤ化もどうですかと

いうことで、検討しましたかといったら、

なかなか検討できない、一つはリース化と

いうことで言ったんですが、リースのやっ

てくれるとこいない、計算してくれるとこ

ろがいないということで、進んでいないと

いう状況を、ちょっと確認しておるんです

が、蛍光灯からもう脱却、完全撤廃する業

者が多いんですね。去年だったかな、これ

も東芝さんが、もうつくらないという。こ

れ今回も蛍光灯完全撤廃、平成２７年度、

パナソニック、これも蛍光灯から、もうＬ

ＥＤに変更してます。もうパナソニックも

住宅用の蛍光灯器具からつくらないという

方向性になってきてるんです。多少は残っ

ておるのがあるから、これ家庭用の蛍光灯

なんですね。これはもうそろそろ、ＬＥＤ

も考えていかないけない。前回もかなり、

私、質問させてもらって、すごい削減でき

ますということを言わせてもらったんです

が。やはり町としても考えていかなあかん

と思うんです。電気代、これは管球１本当

たり年間の平均の点灯時間で約3,４００時

間という、１年間ですね、計算した場合に、

電球の単価を１キロワット１8.８円なんで

す。この１8.８円という設定で計算すると、

旧蛍光管、今かかっておる蛍光管あります

ね。これで、交換するのに１９９円かかる。

電気料金が2,７６３円、１本につきですよ。

そして計が2,９６２円、１本に１年間かか

るという計算なんです。ＬＥＤに照明をす

れば、これリースの計算なんですが、９０

２円、電気料で1,３４９円、合計の2,２５

１円、こうなるんですね。１年間の削減経

費、１本の経費が７１１円安くなる。これ

が庁内にどんだけあるか。そこを考えると、

やはりこの庁内のＬＥＤをやはり考えてい

かないかん時期に来てる。パナソニックも

撤退しようとしている。それと、町内の防

犯灯はＬＥＤに、お金つけてなる。だから

庁内もやってくれ思うんですが、もう一回、

検討するかどうかお聞かせ願いたいと思い

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  本庁につきましても吉川支所につきまし

ても、今後改修するときが来るだろうとい

うことでございます。そういう改修のとき

にあわせて、照明器具等につきましてもＬ

ＥＤ化検討してまいりたいと、国・府の補

助金を最大限活用してまいりたいと思って

おります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  時間が迫ってまいりましたけども、ぜひ

とも、学校なんかも入ってますので、庁舎

全部ですから、この点も検討をよろしく、

これは莫大な経費かかるけれども、次のこ

とを考えれば、かなり経費削減できます。

ですからよろしくお願いをしておきます。 

  あとは定住自立園構想、これも質問しよ

うと思ったんですが、あいにく時間がなく

なってしまいました。定住自立園構想につ

いては次期に回して質問させていただきま

す。 

  長時間ありがとうございました。よろし

くお願いします。以上です。終わります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、公明党の一般質問を終わります。 

  以上で、一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩といたします。 

  再開は、午後５時３５分といたします。 
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（午後５時２２分 休憩） 

（午後５時３５分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第２「第１号議案から第２２号議案

まで」を議題といたします。 

  これに対する総括質疑を行います。 

  質疑内容は、それぞれ、各常任委員会及

び予算特別委員会に付託いたしますので、

大綱のみをお願いいたします。 

  なお、御承知ではございますが、質疑は

議題になっている事件に対して行われるも

のでありますから、現に議題になっていな

ければなりません。また、議題に関係のな

いことを聞くことができない。このように

規定されておりますので、その点、十分御

協力いただきますよう、お願い申し上げま

す。 

  初めに、第１号議案から第１３号議案及

び第２２号議案の１４件に対する質疑を行

います。 

  質疑ございませんか。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  第１号議案、公益的法人等への職員の派

遣等に関する条例でありますけれども、こ

の第１条の趣旨にあります、この条例は公

益法人等への一般職の地方公務員の派遣等

に関する法律と、こうあるんですけども、

この公益法人というのは、伺うとこではシ

ルバーとか社協とかＮＰＯ法人みたいなこ

とを言われたと思うんですけども、この派

遣、職員をここへ派遣する趣旨が、ちょっ

とようわからんねんけども、それはどうい

うことですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  このたび上程しておりますこの条例につ

きましては、趣旨のところに書いてござい

ますとおり、公益的法人等へ一般職を派遣

する場合に、必要な事項を定めるものでご

ざいますけども、この公益的法人につきま

しては、先ほど議員もおっしゃったとおり、

シルバー人材センターであったり社会福祉

協議会でございましたり、あとは大阪府市

町村職員振興協会などのようなところを想

定しているものでございます。それぞれに

つきまして、町の業務と密接に関係する、

そういうような業務がございましたら、そ

のような団体に派遣をして、町の職員とし

て町の業務にかかわるようなことをやると

いうことで、給料等もその職員に支給する

ということを規定するものでございます。

よろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  これは、そうしたら各公益法人からの、

何か要請があってのことですか。そうじゃ

ないんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  これにつきましては、要請がある場合も

ございますし、こちらから派遣するという

ことを申し出ることもございますけども、

それにつきましては、その当該の団体と町

のほうとで協議をした上で派遣をするとい

うことになるものでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今の話ですと、別に、これまで要請があ

ったようには思えないような答弁でありま

すけれども、そうすると、行政が積極的に
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これをやろうという趣旨のようにとれてる

わけですけども、この中にある、第２条で

す。当該団体の業務に、その役職員として

専ら従事させるということなんですけども、

これは、さっき言うた趣旨の中で、行政の

ほうは積極的に派遣する趣旨で、こういう

条例をつくるんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほども申し上げましたとおりで、積極

的に町から派遣するというケースもござい

ますし、当該の団体から町が要請を受けて、

それを了承した上で派遣をするという場合

もあるというものでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  第５号議案、豊能町国民健康保険税条例

でございますが、町長の運営方針では、ウ

エルネス・ウオーキングの事業１日１万歩

運動で万能薬みたいに書いてますね。健康

増進とか、長生きできる、介護予防の生活

習慣を、介護予防できると書いてますね。

この効果を見て、こういう国民健康保険税

条例を考えたんでしょうか。ということは、

これは一気に赤字を、もちろん今回、こと

しは前の状況でしたと。今後、赤字全部解

消すると。年々これ上がってくるんですよ、

国民健康保険。そんなに、また毎年やるん

ですか、これ。そのウエルネスが１９万5,

０００円かな、あの予算が。そんな効果あ

るの。万能薬みたいに、この町政運営方針

に書いてあるけど、これ万能薬になる。そ

うすると、ならないということを私は感じ

てますけど。こんなん毎年やるということ

ですか。これについて、ちょっと乱暴過ぎ

る違うかなと思いますけど。やっぱり、あ

る一定のこういう赤字解消、ぽんとやって

まおうというのは、ちょっと今までのやり

方と違うので、これについてはどう思われ

ますか。申しわけないけど、財政厳しい折、

わかるんやけど、ちょっと手荒いんじゃな

いかと思いますけど、どうでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  この間、説明させていただいたように、

今回、国民健康保険特別会計が赤字決算の

見込みとなりました。それで、従前から言

われておりますけれども、医療費を押し上

げる要因というのは、あくまでも生活習慣

病。生活習慣病を抑えるためには、議員お

っしゃったように、費用はかけられないけ

れども、費用対効果の高いのは、やはり身

近なところでは、ジムに行くとかいうより

は、歩いてもらうと。これは本当に費用対

効果が高いとは思います。なので、今まで

以上にその御本人に、自分で健康になって

もらうと、そういう意識を高めてもらうた

めにも、１日１万歩を歩いてくださいと、

また歩こうよと、それが一定の効果を、あ

なたの体にいいんですよということを積極

的に、１年限りではございません。これは

地道に取り組んでまいりますので、これは

３年スパン、５年スパンで取り組んでまい

りたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  何も１年間で、ウエルネスのことを言っ

てるんじゃないですよ、私は。質問をきち

んと理解してくださいよ。年々これ上がっ

てくるでしょうと言ってるんですよ、この
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医療費が。しかも、今言うてるウエルネス

が１年ぐらいで、はっきりいって効果が上

がりますかと言ってるんです。現実的に１

万歩は歩けませんよ。はっきり言いますわ。

どこを対象にしてるか知りませんけど、少

なくとも、私は一般質問で、高齢者の視点

が足らないと言ったんですよ、これは。こ

の町内で、この人たち１万歩歩くために道

路を改修しますとか、歩けないですよ、１

万歩なんて。やったことありますか。しか

も団体の中で、私らもずっと水曜ウオーク

やってますけど、何人かおりますよ。そう

いうとこは一生懸命やって育成したい、そ

れやったらわかりますわ。新たにボーと出

てきて、どこが主催するか何も言わんと、

こんなん効果あるかどうかわかりませんや

ん。１万歩絶対歩けないと思う。はっきり

言いますよ。皆、高齢者になって、何で、

いわゆるバリアフリー化というのは、足も

腰もひざも、皆、悪い人ようけおりますわ、

はっきり言って。その人たちに視点を当て

なければいけないということを、皆、この

議員が言ってるんですよ。しかも、その半

面として、今回は赤字解消やからぽんとゼ

ロにすると。だから私が言うてるのは、毎

年そうやって値上げしていくんですかと聞

いてるんです。こんなウエルネスで効果が

あるのかないのかは、まだ未知の世界やか

ら、やるんですかと聞いてるんです。それ

だけです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  国保加入者に対する医療給付の目的の国

保特会は御存じのとおりでございます。会

計を編成する際には、来年度の医療給付費

の見込みを出します。それに見合う分の、

制度の中での歳入と、あとは加入者である

国保加入者の税負担で賄うこととなってお

ります。そうしましたら、議員の、そのお

答えいたしますが、来年度の医療費に見合

う税が今回の税でした。ということは、再

来年度医療費を見込んだ際に、もう少し拡

大しておるならば、おのずと税金、税率自

身も見直す必要が生じてくる、そういうこ

とでございます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  ３回目ですから。 

  そうなると、今後こういう医療費が増大

するというのは、もう高齢化社会、やむを

得ないですよ。それで全部、国も悩んでお

るんです、正直言うて。だから豊能町もわ

かりましたと、じゃあ毎年毎年やりますね

んという方針ですかと聞いてるんですよ。

毎年毎年、医療費に見合うことをするわけ

でしょう。毎年毎年やらなしゃあない。で

なければ一般のお金をつぎ込まなしゃあな

い。違うんですか。いろいろマイナスにな

ったら。解釈間違うたら言ってくださいよ、

理解できへんかったら。つまり一般の会計

繰り入れないといけないんでしょ、赤字な

ると、違うんですか。できないというんだ

ったら、できないんですか、はっきり言う

て。一般の繰入はできないんですか。それ

だけ、ちょっと教えてください。というこ

とは、毎年毎年やるということですな、言

うてる。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  繰入はできます。 
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（発言する者あり） 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほど申し上げたのは、原則でございま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  よろしいですか、あと・・・ 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  ３回目やったんやね。 

  あと、ございませんか。 

  岩城重義議員。 

○７番（岩城重義君） 

  今の続きですけども、繰入はできるんで

すか、ほんまに。ちょっとその辺をお聞き

いたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほど申し上げたように、医療費に対し

て、その加入者の税で賄う、それが相互扶

助の考え方でございます。なので、本来な

らば医療費が上がる、そうしたら国保課税

者が負担する、それは当然です。これが特

会の原則ですから。しかしながら、その赤

字補填として、赤字の分の政策的な判断と

して一般会計の繰入はできるというふうに

申し上げました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  岩城重義議員。 

○７番（岩城重義君） 

  それを繰り入れた場合、不公平になるん

違います。それを簡単に繰入してまうと、

ほんまは値上げなんてするのは反対やけど

も、繰り入れしたら不公平になってまうと

いうこと違いますのか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答え申し上げます。 

  先ほど、原則申し上げたように、国保加

入者のための特別会計でございますので、

あくまでも国保加入者が負担すべきもので

す。しかしながら、その政策的な判断とし

て、先ほども若干違うと思いますのは、説

明長くなるのはごめんなさい。水道下水は

一般市民全員なんです。だから繰り入れま

した。今、水道下水は負担金として、非常

に順位として高いところにございます。な

ので、一般の方々の政策的な判断としてそ

れを下げるのだという繰入は非常にいいと

思います。しかしながら、国保特会に対す

る繰入は若干意味合いが異なります。先ほ

ど申し上げたように、国保の加入者が相互

扶助として負担すべきものに一般の税を入

れるということは、サラリーマンの方々に

対しては不公平が生じる、先ほど議員指摘

のとおりでございます。そのところは政策

的な判断をお願いするということになろう、

政策的な判断になるということをお答え申

し上げました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  あと、ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  次に、第１４号議案から第２１号議案ま

での８件に対する質疑を行います。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ４番・橋本です。 

  予算説明資料をもとにお聞きします。 

  ９ページの、とよのんＰＲ活動事業２０

０万円、これについては、このキャラクタ

ーをつくったことは意味があるのかとは思

います。ただ、今現状を見てると、なかな

かそれが商工活動や観光活動に活用されて

るかというと、まだまだではないかという
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ふうに感じてます。また、情報発信も、今

年度からフェイスブックを立ち上げられ、

情報発信されてますけども、ほとんど更新

がないというような状況が続いている。あ

れであれば、やめてまうほうがええんちゃ

うかなと、個人的には思っています。その

あたり今後どのように、この２００万円を

使って活性化をし、商工・観光につなげて

いこうとしているのか、まずお聞きします。 

  次、２点目が１０ページ、行政情報化推

進事業の豊能町ホームページ更新事業６４

３万6,０００円、これについては、町ホー

ムページの全体的に更新する、これは非常

にいいことだと思います。ただ、ここ最近

の情報更新を見ていても、箱を何ぼつくっ

ても、入れる情報があれでは、きっと誰も

見ない。今回のあの土砂崩壊があっても、

なおかつあの府道の通行どめしか発表され

てない。あんなことでほんまにええんかな

というふうに感じています。僕はこのまま

いっても、これは無駄金になるように思い

ますけども、そのあたりどのようにお考え

ですか。 

  次に、２３ページ、光風台駅前エスカレ

ーター管理運用事業、実施設計事業の５０

０万円、これについては昨日、我々の会派

から質問をさせていただきました。その中

で、障害者基本法の話、弱者対策の話、そ

れ以外にも、９月議会から申し上げている、

さまざまな我々の御提案、意見を出させて

いただきました。なおかつ、昨日は各部長

の担当部長からの御意見をお聞きした。こ

れは、このまま本当に進んでいいんかなと、

私自身思っています。これは後々、町長が

後悔されることになると思いますけども、

これについては、なおかつ、最終的には予

算特別委員会で審議されますけども、本当

にこのまま進められるのかということを再

度お聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ３点について答弁を願います。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まず１点目、とよのんＰＲ活動事業２０

０万円の件でございます。これにつきまし

ては、活用がまだ不十分ではないかという

ことと、フェイスブックせっかくやってい

るけども、更新の頻度も低く、不足してい

るのではないかというような御指摘でござ

います。とよのんにつきましては、次第に

定着はしてきているなというふうなことを

思っておりますけども、今後はまたゆるキ

ャラグランプリとか、そういうものに参加

をしていったり、それからスポーツタオル

とかバッジとかのグッズ、シールとかクリ

アファイルはお配りをしてるんですけども、

それとは違う、また新しいグッズもつくっ

て、販売できるものは販売していくという

ようなことも考えております。そのような

ことを通じて、とよのんをより一層ＰＲを

したいということを思っておりますし、ま

た職員で、とよのんサポーターというもの

を募集しまして、とよのんの中に入っても

よいとか、とよのんの付き添いでよそへ出

ていってもよいとかいう職員を公募したと

ころ、たしか１０名程度だと思いますけど

も、そういう登録もしていただいて、企画

政策課の職員とともに動いていくというこ

ともしております。また、商工会、観光協

会等でも使いたいという申し出もございま

すし、商工会ではおそろいのＴシャツを買

われたというようなことで、徐々にであり

ますけども、活用はしていただいているも

のというふうに思っております。 

  今後とも、町内・町外問わず、積極的に

やっていきたいというふうに思っておりま

す。 

  フェイスブックにつきましては、イベン
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ト等ありましたら写真つきで載せたいとい

うふうに思っておりますので、どうしても

絵になる写真といいますか、こういうもの

をやりましたというお知らせができるよう

なものと思っておりますので、更新の頻度

が低いという時期は、とよのんが外に出て

いっている時期ではないというようなこと

でございますけども、続けて更新すること

もやろうと思っておりますので、そういう、

絵になる写真が撮れたとき、そういう発信

したいものがあればどんどん更新をしてい

きたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

  それから、ホームページの更新でござい

ます。ホームページの更新につきましては、

このたび、ふるさと創生１億円を充てて、

ふるさとづくり基金でやろうというふうな

ことも思っておるわけでございますけども、

更新するからには住民の皆様にわかりやす

い情報、見ていただけるようなもの、そう

いうことに工夫を凝らしてやっていきたい

というふうに思っておりますし、情報の更

新の頻度につきましても、今以上にやって

いけたらなというふうなことは思っており

ますので、その点につきましてもよろしく

お願いいたします。 

  私からは以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  光風台駅前エスカレーターについてお答

えいたします。こちらにつきましては、先

ほど来から御答弁申し上げてますように、

一つは駅、おりてたくさんの人が一度に使

えるというような視点、そういった意味か

ら、これは私としては必要ではないかと思

っております。 

  それともう一つは、エスカレーター代替

案検討会議の中でも一定の議論はされてい

るということも考慮しておりますし、また、

両自治会の方からも２回にわたる要望書と

いうものもまいっておりますので、この地

区にはこのエスカレーターがふさわしいと

いうふうに判断しております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今、部長、るる述べていただきました。

その中で、とよのんの件、せっかくつくっ

たので、当然うまいこと使ってほしい。別

にあかんと言うてません。当然、企画の人

が一生懸命頑張ってくれてるのも知ってま

す。その中で、企画の人がしんどい思いを

しているのも知ってる。だからやっぱりそ

の辺は、さっき部長が申していただいたよ

うに、全町的にサポートしてもらってやる

ということと、あともう一個は、やっぱり

観光協会や商工会の力もかりながらやって

いくということを、もっともっと全力的に

やっていただきたいというふうに思うし、

もう一個のフェイスブックでの情報発信に

ついても、聞くところによると、今は職員

の手持ちのスマホで対応しているという話

を聞きました。そんなん、町長の一声でそ

んなもんぱっと準備してやったったらええ。

そのぐらいのことをせんと、そんな個人持

ちで対応なんかさせてたら、絶対あきませ

んよ。スマホを持ってない職員がいたら、

それが写真撮ってアップするまでに２日間

かかったり、そんなことを行政がしたらあ

かん。その辺はもっともっとやっぱり、ど

うやったら情報がタイムリーに送れるか、

それを職員に苦労をかけずにできるかとい

うことぐらいは、そんな何万円も、何十万

円もかからない話ですよ。月5,０００円ぐ

らいでできる話や。だからその辺は、やっ
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ぱりちゃんとやってやってほしいと思うし、

逆に職員にそういう変な苦労を与えないよ

うに、ぜひともしていただきたいなという

ふうに思いますので、またその辺は予算特

別委員会のほうでお話いただけたらなと思

います。 

  あと、ホームページ、いつでもこれ同様

で、箱がいいものをつくる、例えば載せる

情報をどうするか、どうやって興味持って

いただけるか、見せ方の部分もあるし、ど

ういう情報を載せるかということが一番ポ

イントやと思います。その中で、今回、私

が残念やったのは、きょう西岡議員からも

ありましたけど、実際、土砂崩落が起きて、

その対応、一番情報早いのが自治会、あれ

は自治会の会長が本当に頑張ってくれたと

思いますよ。僕はあれぐらいのことはやっ

ぱり行政がせなあかん。ああいうような自

治体の報告、我々も言われましたよ。あん

なもん議員がやるべきやって言われたこと

もある。確かにそうかもわからへん。僕は

自分の知り得る範囲ではフェイスブックで

も発信しながらやっています。そこら辺は

やっぱり行政側として、ああいうふうな資

料をつくり、配布については自治会にお任

せをするということでもええと思うけども、

どういう情報を住民が知りたいかというの

を、もっとアンテナと感度を持ってやらん

と、多分この箱をつくっても無駄になるの

で、その辺はもっともっと敏感に、それこ

そ過剰なぐらい提供してもええと思うんで

すよね。例えばきのうの、土木が来て報告

された、あの情報だって、写真の提供だっ

て、２５日はこうです、２６日はこうです

みたいなこと説明してた、あんなんでもえ

えと思うんですよ。今ここまで回復してま

すと、ただ、復旧見込みはまだわからんと

いうことでもええと思う。何も知らせへん

ということが、一番住民に不信感を与える

し、心配も与えるし、その辺を取り払うよ

うに、今回のことだけではなくて、いかに

住民に情報を伝えるかということは、これ

は全町挙げてやってもらうべきやし、その

辺のアンテナと、しかも感度は高めてやっ

ていただくように、ぜひともお願いしたい

と思います。 

  最後のエスカレーターの件、これ町長も

相変わらずで、言うても無駄ですけども、

これ、あなた申し上げた、代替案検討会議

でしっかり議論された、新光風台、光風台

の自治会からも要望があった、ただ、その

中に本当に高齢者の話、障害者の話、そう

いうようなことが本当に議論されてきたの

かということを、あなたが最終的に確認せ

なあかん話や。それをもって、最終、行政

の長として判断するのであれば、僕は、許

されへんけども、最低限しゃあないかもわ

からへん。でもこれやったら、自治会、代

替案検討会議、最終、予算を認めた議会、

全部それ責任になりますよ。ほんまにそん

なんでええんか。そこはしっかりと、そこ

らも含めて議論して、自治会や代替案検討

会議の人にも、金はそんだけ、ライフサイ

クルコストから考えたら２億円から３億円

高い、しかも障害者の方には迷惑かける、

それでもええんやなということを、当然あ

なた自身もそこは肝に銘じなあかんし、そ

こらはしっかり練らなあかんと思いますよ。

これ多分やったらあなたの命取りになる。

それのほうが早く終わってええのかもわか

らんけども、やっぱり絶対そこはちゃんと

やらなあかんと思う。これ別に僕はあなた

が憎いわけじゃなくて、あなたのために言

っている。その辺はやっぱりしっかりと考

えてほしいと思うし、その辺はまた予算の

中でしっかり議論していただきたいと思い

ますけども、以上３点について再度御答弁

願います。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まず、とよのんのフェイスブックを更新

するような、そういう機器の整備でござい

ます。スマホにつきましては御指摘のとお

り、用意はしておりませんけども、今、動

画が撮れないという状況ですので、新年度

予算においては動画の撮れるカメラという

ようなものも購入しまして、積極的にとよ

のんの動画なども配信していきたいと思っ

ております。 

  それから、ホームページの更新の件で、

土砂崩れの情報でございます。通行どめの

ことしか載せていないということで、あと

は阪急バスのホームページと池田土木のホ

ームページにリンクをさせているというよ

うなことで、そんなことしかできておりま

せんけども、今後につきましては、例えば

きのうの説明会の概要でございますとか、

そういうお知らせすべき情報については、

積極的にホームページにアップしていきた

いというふうに思っております。よろしく

お願いいたします。 

  私からは以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  エスカレーターについてお答えいたしま

す。こちらにつきましては、先ほど来から

お話ししているとおり、あそこの駅につき

ましては、既存の改修的な意味が強いとい

うことでございまして、同じように一定の

議論はされているというような理解をして

おりますので、それと、駅から一度におり

てくるというようなことの交通をさばくと

いう意味ではエスカレーターが望ましいと

考えております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  最後ですので、内田部長、今、申し上げ

たように、そこはもうぜひともお願いした

いと思いますので、よろしくお願いします。 

  ただ、残念なのは、きのうあの説明会が

終わった、確かに夜遅かったから御苦労や

と思います。けど、あの結果を、きょうホ

ームページに載せてますか。自分のフェイ

スブックには、僕がわかる限りは全部載せ

てる。それぐらいは、やっぱりせなあかん

ですよ。本来住民があんだけ、４００人ぐ

らい来た、それはええけども、実際あそこ

に3,０００人近くの人が住んでる。1,１５

０世帯がある。そこらも考えて、やっぱり

そういうような情報発信というのはタイム

リーにやらなあかんし、というのが行政の

責任やと僕は思ってます。そこはそういう

ような、それが僕は感性やと思うんですよ。

あそこであんだけぼろかすに言われた、住

民に。それを結局、あの後を受けて、それ

はもうけったくそでも、あれは絶対情報で

も全部載せていって、どんどん知らせると

いう感性がないと、さっき申し上げたホー

ムページの話でも一緒ですよ。多分そうい

うことになる。それは逆に町長が、多分指

示はされてると思いますけどね。それは行

政の、職員の手が遅いのかもわからへん。

そういうようなことを、やっぱりしっかり

と町として、僕は絶対に言わなあかんと思

いますよ。 

  最後に、エスカレーターの件。これはあ

なたに何ぼ言っても一緒やから、もう言い

ませんけど、これは行政の職員、皆さんそ

うですよ。あなたも同罪や、みんな。この

町長の暴走をとめられないという責任はあ
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なた方にもある。それはしっかりと話しな

いとだめですよ。最終は長である町長の責

任やけども。そこはそれをちゃんと真摯に

受けとめてやるべきや。そこは最終は、当

然議会が評価されることになるけども、町

長、よくその辺は、本当に肝に銘じてやっ

たほうがいいと、僕は思います。 

  町長の答弁は結構ですけど、内田部長だ

け答弁してください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  土砂崩れの、ゆうべの説明会の記事でご

ざいます。これ実は、町内部ではもう午前

中にでき上がっておりました。すぐにアッ

プをしようということで、私ここに座りな

がら、外、ドアを開けて調整もしておった

という、失礼なこともしておったわけでご

ざいますけども、実は大阪府との調整がご

ざいまして、それの返事待ちであろうと思

われます。ちょっと私も、それ以降この部

屋におるので、あと調整できていないんで

すけども、急いで上げようと努力はしてお

ったんですが、調整がまだついていないと

いうことでございます。よろしくお願いい

たします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  そのほか、ございませんか。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ３点ほどお聞きします。 

  説明資料の１５ページの、ひとり親家庭

医療費助成事業なんですが、これについて

は未婚の母にも、このひとり親家庭の医療

費として助成されるのかどうか、お聞きい

たします。 

  それと、３４ページの郷土資料館管理事

業なんですが、これ全部交付金、公共施設

整備基金繰入金が使われておりますが、こ

れは屋根の修理ということなんですが、こ

の屋根の修理で、この資料館はもうここで

定着して実施していかれるのか、ここの場

所をもう屋根の修理でずっと維持管理をし

ていかれるのか。移動するいうようなこと

は、もう考えておられないのか、その点お

聞きしたいと思います。 

  それともう１点は、高山右近の記念事業

ですけれども、この点についてはどこが中

心で、教育委員会が中心でやられるのか、

その点、３点お聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ３点について、答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  申しわけないです。その１５ページのひ

とり親家庭の、ごめんなさい、質問が何か

わからなかった。申しわけないです。 

（発言する者あり） 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  はい、対象になります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  まず、郷土資料館屋根の修理ですが、昨

年、展示スペース等も考えて、しかるべき

場所へ移転を考えておったところですが、

現状、収蔵物、保管してます今現在の建物

の屋根が、もう本当に空が見える状態にな

ってますので、まずはもう中の保存物を守

るために、現状の屋根の修理をしていただ

きたいということで予算計上させていただ

いておりまして、今後、適切な場所があれ

ば移転もしたいということでは考えており

ます。 

  それと、高山右近記念事業ですが、これ

ら記念事業のほうは生涯学習が中心となっ
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て、文化財保護事業の一環として顕彰事業

をやってまいりたいと思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  きっちり成功させていっていただきたい

と思います。これは町民としても期待感の

大きい、豊能町として高山右近の生誕地、

こういうことを誇れるような、一つ、イベ

ントにしていってほしいと、そのように思

いますので。 

（発言する者あり） 

○１２番（高尾靖子君） 

  これもふるさと基金繰入金でされるいう

ことですが、この点、十分なのかどうかは、

そのイベントの内容によって違ってくるん

だと思うんですけれども、その点、不足の

ないように頑張っていただきたいと思いま

す。 

  郷土資料館については、今おっしゃった

ような方向があるようですけれども、郷土

資料館は本当にたくさんの方が足を運んで

いただけるような場所があれば、それこそ

集客いう方向を築けるのではないかと思い

ますね。これは観光地は豊能町には特に妙

見口から妙見山上がる、そういうところが

多く集まる場所なので、妙見口に花折街道

の、今、おひなさまの行事もしておられる

んですけど、吉川のまちづくりの協議会か

何かされてますね。そういうことの中にも

入れて、一緒に集客できるようなイベント

に加えてやれば、これはもっと盛り上がる

んじゃないかなと、資料館としての皆さん

に披露できる、そういうものだと思うんで

すけれども。オイスカもありますけど、吉

川公民館など利用させていただいて、そこ

でのイベントなり、そこで保管ができるな

らばそういうふうな方向も考えられるので

はないかと思いますが、そういうことはお

考えになっておられるか、お聞きいたしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  新築ができれば一番いいんですけど、な

かなか難しい。今の御意見も取り入れなが

ら、先ほど、これは少し先の話なんですけ

れども、例えば学校がある種、統合といい

ますか、再配置になりますと、校舎の活用

というお話もありました。そういう校舎を

どう活用するかとか、さまざまなことがこ

れから起きてくるんじゃないかと。そのと

きに、今の御意見なども含めまして、本町

の資料館がどういう形で、どこにあるのが

一番いいのかというような御意見も伺いな

がら、考えるときがくるのではないかとい

うふうに考えます。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  豊能町の一つよりどころ、いいところを

ぜひ引き上げて、アピールできるような方

向をぜひつくっていただきたいと思います

ので、その点、力入れていただきたいと思

います。これはもう要望ですけれども。よ

ろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほか、ございませんか。 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  管野です。 

  ２８ページの、地域ぐるみの学校安全体

制整備推進事業、これはスクールガードリ

ーダーの謝金ですか。それとも、毎朝立っ

ていただいている方のベストとか買ってい

ただける費用なのかということと、２９ペ
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ージのわくわく教室運営事業、先ほどの一

般質問でもやりましたけれども、どうして

謝金が半額になるかというんですか。ちょ

っとコーディネーターさんからは、子ども

の使いやないねんでということも、ちょっ

と言われています。 

  それから、３２ページの土曜日の教育支

援事業、私も西公民館で活動していて、ア

ンケートも来て、協力しますということを

出したんですけれども、材料費も謝金も出

ないし、材料費も参加者が負担するという

ことで、この費用はどういうことに使われ

るかということと、済みません、ちょっと

前後しますけれど、２３ページの光風台駅

前のエスカレーターの管理運用事業なんで

すけれど、私のもとに住民さんから、エレ

ベーターのイメージということで、一番建

てたらええようなところを示されたんです

ね。それを航空写真で見ると、この辺なん

ですね。ちょうど真ん中ぐらいなので、到

着地点がここなので、まだこんだけの坂が

あるんですね。３分の２ぐらい、ぐるっと

回るんだったら３分の２来たとこで、この

坂も結構急な坂道なんです。ここへおろさ

れたときに、この障害者基本法、こんなと

こおろされるんやったら、駅の下にバスが

来てる、タクシーもある、そうしたらこの

エレベーターをつけたことによって反対に

これに抵触しませんか。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  ４点について、答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  まず、予算説明資料の２８ページの中段

の、地域ぐるみの学校安全体制整備推進事

業の件でございますが、これは御質問のと

おり、スクールガードリーダーの報酬をこ

の事業で組んでおりまして、もう１点、私

の懸案でございました、登校時の見守りの

件については、なかなかちょっと財源が難

しいところがございまして、安全旗、交差

点等で、そっちのほうと見守り隊の黄色い

キャップで、何とか平成２６年度はお願い

したいなというところで、旗のみは何とか、

購入費用は計上させていただこうというと

ころになっております。 

  それと、わくわく教室の運営事業ですが、

当初立ち上げから、大阪府の補助事業によ

って推進させていただいたところなんです

けれども、平成２６年度からは、もう補助

事業としては補助金打ち切りというところ

があったんですけれども、何とか町単独で

継続できないかというところで、もう半減

やむなしで継続させていただいているとこ

ろでございます。 

  あわせて御説明させていただきます。 

  ３２ページの、土曜日の教育支援事業で

すが、これ内容的には土曜日に、皆さん地

域の先生方を募って事業を行おうとする、

要は講師の謝礼がメーンの予算になってお

ります。 

（発言する者あり） 

○教育次長（今中泰行君） 

  申しわけございません。訂正いたします。 

  この事業をコーディネートしていただく

ためのコーディネーターさんへの謝金が主

な予算になっております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  それでは、今の御質問にお答えいたしま

す。 

  今おっしゃってたのは、上のほうの駐輪

場から信号のあたりの勾配のことをおっし

ゃっていると思うんですけども、それでよ

ろしいですか。 



 

 3－98 

  それにつきましては、福祉のまちづくり

条例の中で、縦断勾配につきましては５％

にすることということになっておりますが、

その中で、ただし地形等でそれを守れない

場合、その場合は８％まですることが認め

られております。あそこの場所につきまし

ては、大体８％ぐらい、ぎりぎり入ってい

るものと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  スクールガードリーダーの謝金というこ

とと、ぜひ、毎朝立っていただいてる方に

安全帽をお渡しいただきますよう、よろし

くお願いします。 

  それから、わくわく事業は仕方がないと

は思うんですけれど、一般質問のときに言

いましたように、各学校で運用を考えてい

ただくということをお願いします。 

  それから土曜日の公民館の教育支援事業

なんですけれど、コーディネーターという

のは要るんですか。私は西公民館生涯学習

課に、こんなことができますよって提出し

ましたから、生涯学習課の職員さんが、じ

ゃあこの日に来てくださいと言ったらそれ

で終わることじゃないですか。 

  それから、エスカレーターのことなんで

すけれども、途中で障害者をおろされるん

であれば、駅の下のほうがええと思うので、

バスも来ますし。 

（発言する者あり） 

  だから、エスカレーターでいいんじゃな

いかなと思っています。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後６時２４分 休憩） 

（午後６時２５分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答えします。 

  コーディネーターと、例えば調理をやる

などのときの材料が必要なんですね。材料

費と、それからコーディネーターで、コー

ディネーターは実は社会教育団体の方々に、

子どもたちを呼んでやるときに、子どもた

ちのニーズでありますとか、どんなふうに

やったらいいかとか、社会教育団体がやっ

ていること、そのままやればいいというこ

とではないので、調整作業といいますか、

そういうことも当初やはり必要なのではな

いかと考えたんです。社会教育団体に、お

部屋に、どうぞやってください、子ども来

ますからって、それだけではなかなか難し

い。そこの仲立ちに立って、うまくそれを

流していく人、こういう方たちがやはり必

要なのではないかということで、その予算

として確保したのが、たしか２４万円ぐら

いだったと思います。それ以外のものにつ

いては、調理の材料とかそういったもので、

今のところそうした計画でおります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  済みません、今のことなんですけれど、

それは生涯学習課の職員ができるというこ

とではないんですか。材料費は受益者負担

ということは聞いています。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  生涯学習課の、言いわけじゃないんです

けども、生涯学習課の仕事としては、登録
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社会教育団体に対して、何ができるか、何

をやっていただけるのか、そういった情報

を収集しまして、そしてその人たちに対し

てやっていただきたいというような、そう

した取り組みを生涯学習課のほうにやって

もらおうと思ってます。今度土曜日に、実

際に動くということになりますと、生涯学

習課の手勢だけでは足りないのではないか

ということです。ですから、生涯学習課の、

もちろん我々の指揮下に入るわけですけれ

ども、生涯学習課の職員にはできない、つ

まり手勢としては難しいので、そこでコー

ディネーターを用意して、うまく子どもと

社会教育団体をつなぐという作業が必要な

のではないかというふうに判断した次第で

あります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  ないようでしたら、総括質疑を終結いた

します。 

  お諮りいたします。 

  第１４号議案から第２１号議案までは、

７名の委員をもって構成する予算特別委員

会を設置し、第１号議案から第１３号議案

及び第２２号議案は、お手元に配付いたし

ております付託表のとおり、それぞれの各

常任会及び予算特別委員会に付託の上、審

査することにいたしたいと思います。これ

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、第１号議案から第２２号議案ま

では、お手元に配付しております付託表の

とおり、それぞれの各常任委員会及び予算

特別委員会に付託の上、審査することに決

定しました。 

  ただいま設置いたしました予算特別委員

会の委員の選任については、委員会条例第

７条第１項の規定により、予算特別委員会

委員に、 

  野村剛志議員 

  永谷幸弘議員 

  井川佳子議員 

  岩城重義議員 

  永並啓議員 

  福岡邦彬議員 

  西岡義克議員 

  以上７名をそれぞれ指名いたしたいと思

います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名いたしました７名

の議員を、予算特別委員会委員に選任する

ことに決しました。 

  ただいま選任いたしました予算特別委員

会委員の互選により、予算特別委員会委員

長に井川佳子議員、副委員長に福岡邦彬議

員が選出をされました。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、３月２０日、午後１時より会議

を開きます。 

  どうも、お疲れさまでした。 

 

散会 午後６時３０分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 

第 １号議案 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例制定の件 

第 ２号議案 消費税及び地方消費税の税率の改定に伴う関係条例の整備 

       に関する条例制定の件 

第 ３号議案 豊能町消防長及び消防署長の資格を定める条例制定の件 

第 ４号議案 豊能町附属機関に関する条例改正の件 

第 ５号議案 豊能町国民健康保険税条例改正の件 

第 ６号議案 豊能町火災予防条例改正の件 

第 ７号議案 豊能町社会教育委員条例改正の件 

第 ８号議案 豊能町水道事業の設置等に関する条例改正の件 

第 ９号議案 豊能町水道事業会計資本金の額の減少の件 

第１０号議案 平成２５年度豊能町一般会計補正予算の件 

第１１号議案 平成２５年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第１２号議案 平成２５年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第１３号議案 平成２５年度豊能町下水道事業特別会計補正予算の件 

第１４号議案 平成２６年度豊能町一般会計予算の件 

第１５号議案 平成２６年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の 

       件 

第１６号議案 平成２６年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       予算の件 

第１７号議案 平成２６年度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件 

第１８号議案 平成２６年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件 

第１９号議案 平成２６年度豊能町下水道事業特別会計予算の件 

第２０号議案 平成２６年度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の件 

第２１号議案 平成２６年度豊能町水道事業会計予算の件 

第２２号議案 豊能町一般職の職員の給与に関する条例改正の件 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

            副議長 

 

      署 名 議 員 ７番 

 

        同   ８番 

 

 

 

 

 

 


